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軍需工場建築の異Mえなる増加は 、必然的に此の方面への努働人口 の著しき

移動集中を要求する。加l之、聖戦目的遂行上の必要から . 軍需は民需に先行

す る 建 前 よ れ 必然的に建築材料使用の極度の制限を必要とし一般建築は勿

論、小住宅への匙喋企業も謂は Y 禁止的制限下で その活路を 見出さ れねばな

らぬと云ふ赦態なるを以って、住宅建築の編著なる減少は、袋 々此の7U，態に

拍車をかげにと 云へ ん

計霊なき工場の高L立と帝京合計霊の献除から来る工業努働者への住宅t91¥底は

銃後の生産力蹴充への岡家総力戦に到し、臨ん 蝶々なる障害とな ってゐる。

即ち、現下のか〉る住宅の抑底は、 軍需工業の生産力摘充に必要な労力の都

市集中を不可能ならしめ. 利潤の追求に飽 なき資本家の自 由投資企業に任か

されで ある狭臨にして非衛生なる工業当事働者への IJ 、住宅局L立の結果は、雑居

から来る不健康なる生活を彼等に強H t IJ して居る。Wj ' < して昨 日の精鋭なる工

業努働軍は 、疲労 し且つ能率の下り切っ? こ，而も戦闘力の頗るにぶい今 日の

非精鋭な工 業努働寧へと退 化しっ、あ る現 ｉｉＡ ，ｾ識脅はじっと視祭し 、 深く此

の現貨をば認識する必要があらう。

政府は、今 日如向なる緊急; 問題 に到しでもさ うである様に厚生符をして住

宅供給三ヶ年計聾に過逃する必要から各地方長11- 先に「位宅扮底臆念: 生j 策案

作成方」に闘する 通牒を護せられにと 報せ' られてゐる。 f 帝大新聞 14. 6. 26)

乍而質的考慮の紋除し? こ臆念針策が一躍如何なる事態を招来するであらうか

は閥京大震災直後 、 早［ｾ して 建立 されに 政府の所謂パラック住宅供給の質情

で既に試験桝みの事 と思i 、。今日再びあ の宮;時の失敗を莫大な経費をかけ て

繰り返さん主すのであらうか。

政府は 、此の際総動員法の珪動によって可及的速に此の問題をー携に底現

せんとする心組あるのを屡々新聞紙1 : - . 1 こ報導されて居るが、保健的w悩住宅

の供給に闘する 主務官臓が厚生省であると思ひきや 、総動員法に閲する限り

主管が商工省となるが故、共虎には若干1 f 目志向志間の問題が存すると! i ¥jf . もか

〉る際ノj 、住宅への質的向上を計 る手段として現在の市街地建築物法が要求す

る以上の要求を之等のノj 、住宅に強制せしめるのは勿論ながら、本合が年来の

主張である公主主企業化による 位宅合祉の出現に釘し政府の助成 に閲する事柄

は更に重要である と思ふが故に住宅問題と いふも のが間民経済の成立に如阿

に重大な地位を占め て居る かに就ては齢〈とも股賑産業に重大なる閥心を有

し此の問題解決に資せ んとする政府要路の 人々 の深甚なる考究を希望する次

第である 。
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1! J i 主をな く し て 、 国 防 な し 、 防 火 な く し て 、 防 空 な し

は し が き

第 1: 掌は防空上防火の重要なる所以を' 述べ「簡易防火攻修」の意義を述べれものoC以上本f )

盟主〉第 2 章以下は火災の性質、 防火方法、並 「簡 易防火吹修」細部 を若干工態的 に取扱つれも

の前半 殊に鐸迦に説法のきらひも多〈、文主主も亦籾縦なれど 、 防火吹修のにめ に、一人でも多

〈の知己 r 得 んが然めに外ならね。ひ? こす ら叱正 を待つ。
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第 I 章 防 空 と 「防 火 改 修」

1. 最 近の敵 洲の情勢と各国の防空施設

最 近 5 年 間にイ タ リー、 フランスを初め 、 18ケ閣は防空法を公布し、 防空施設の充宜 に

狂奔 してゐ る。H乍今の欧例。|の闘| 際情勢を反影し ての事であるが 、正 に今 日は世界各閣場つ

ての防空建設時代である 。 z. z通信は ドイ ツ 4 ヶ年防宰計霊が着々 と進捗してゐる事を

報じてゐる 。共一端7こる 小屋裏' ] ) 物置整理に よって 、多量の死菰物資の活用を闘り得? こと

同時に 1933年以来 100高ライヒスドマルク? ごりの火災損害を鰹減し得? こと報告してゐる如

きは今日の我閣に とって 、時局に )!Hし合せ 、色々の意味に於て羨ましき限りの話ではある

まいか。

去年の秋、ズデ ーテン問題緊迫するや 、 ロン ドン市内の公闘には念設防益壌が市民の乎

で、頻 りに掘 'られつ〉ある1 ! r 況が外閣の雑誌に よって報導され、市民が都合より証|合へ逃

避しつ〉あるとのニユ{ スが報せe られ、最近も英fryll ソ同阻締結の騒ぎの中に 、パ リー では

上院前の美し し並木のあるオブセルヴアトア 戸ル街の凶場を掘豊富様を刑ひて防空壕の準備

に大主と報せ' られ? このは 、ilt 人の記憶に新? こな所である。

2. 吾 主主賓しく都市防空の兵士 てある

然し乍ら 、 我閣では 、 老幼約者を ｾｉ ￭ 余いては 、 非常の際 、 各自の者 ｬ 叶 ｊ を離れる事はす「され

ない。 逃illt は禁ぜられる。各自の都市は各市民の乎で 、各自の家は各自の手で謎らねばな

6 ぬと云」、建前であるからである。

東包新秩序の建設遂行の? こめには 、何日何時、第三聞と事を構へねばならぬかもタ11れな

い。 共場に立ち到ってからでは間に合はぬ。現代戦は2芸製を以て開始される。大阪も東京

も九州、 ｼ も宰製をうげるかも狗 ｬ れぬ。都市は居乍らにして 、 戦争のｾｾ｟Ｎ戦に立つのである。

大陸の第一線で砲火の火:庄の切られるよりも以前仁 、我闘の都市は爆弾と悲瓦斯と焼夷弾

の攻撃をうげるものと覚悟せねばならぬ。共時には苦手等、皆商し〈都市防空の兵士となっ

て各自の筒を謎らねばならぬ。

3. 空襲に禽へば!

爆弾と毒瓦斯と焼夷問。数十機の編隊で舌怯|土に侵入しに! 被機の中 、2さ中戦や高射砲で

撃墜 し ＿こ とし ても 、 共内の数機の爆験機が都市上ｾに侵入する事は天候の如何 に よっては

必す・しも国主fkではあるま い。数査の爆撃機はどの位の威力を張主rf するか。恨りに 3輩 、合

計積載量を 5 ton とすれば、

全 部50kg爆弾とし て 100ヶ、破壊及殺傷ff[ [ i 悶平均 100m
2

と見ても計 10. 000m
2

，共 波il 士

さ、共 人心に筒繋を輿へる貼は別 として、共破壊範聞は極めてノj 、さ し 都市の一角をかす

める程度にす ぎぬ。上海の鍛路管埋局は鍛筋コンク リ戸 ト出 6 階 建、延約 7. 300m
2
の普通
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の事務所建築にすぎないが 、 我符ま止なる＿［［ｾ軍の正確なる反覆爆撃にも拘ら十 、 今向 ｊ 市然 と

立ってゐる。勿論522も! 末も打抜かれて 、守備の支司1¥軍lこ1盛大の損傷? ? 輿へ? こ事は疑ひな い

が、こ れに費 5 れに爆弾の純誌も少からぬものであらう事も亦、開痕の調主主より推定 に雛

からぬ。それ に も拘らす¥ 此建物 f:t ｦ ｾ Ｎｦ ｬｬｬ をすれば荷Ｚｦ ｆ ｊ に何等差支へない程度である事よ り

児て も 、 爆 ｪ 阜の都 市 政壌ブ ｊ は 、 使秀な技術をを＿以以、て し ても ｦｾＺ 払 ｬ

い事カがzわか る。

叉 、 古 い 話にはなるが 、 険制 ｈ 大戦中 、 ロンドン空襲記録 ＲＵ 回 Ｈ Ｑ Ｙ Ｑ Ｕｾ Ｑ Ｙ Ｑ ＸＩ に釘し 、 爆

那 644ケによって死身 614入、傷 者 1. 74o人主あるくC. W. Glover調) 爆弾 l ヶ首り死者 l

人弱傷者 3 人弱となる。損害は案外少い。

唯、動力 、通! 言、運機共他重要中根機閥等敵の¥]) U、目的物は特別であるが、共他は今日

目忠告: の彪置としては 、既存のコンク リー ト造建物の利問 、急: 設防益壕によって 、防設すれ

ばよ い。不毛、命中しにものは百年目 、市民全瞳より見れば極めて微々にる犠牲で 、平時

の交通事故による死傷に較べても僅少であらう。寧ろ 、恐怖による j見詰しをこそ恐るるもの

であっ芝 、爆郊のJ威力被害の如何なるものかに就ての正しい認識を養ふる事の方が、重要

なる準備である。

次に 、 それでは 、 Ｕ ｴ ｯ ｮ 全部を憲瓦斯とすれば 、 家にもより 、 天候にもよるが 、 大約 ＱＰｾ

15町四方が被害範囲であるが、これは 、多〈は数時間にして消失霧散するのであって 、何

等のI政底力はな いから 、共 liI I防茸: マスクで禦げばよいのであって 、防悲マスクの整備及び

f持母設備の整備 さへあれば、比較容易に釘彪し得る。

4. 爆実弾を撒かれたら

前述の 3 蓋 5ton全部を焼夷弾と仮定して 、爆弾又は悲ガスによる被害と較べfこらどうな

るか ?

悉〈を 5 kg として 、1000ヶ、高2さよりの古目撒布としても 、命中率弘、Ef J ち命中 333 ヶ、

共内の半数は未然に消しとめにとして 、あとは 、押入、天井、狭い路グ〈持他で殻見しにく

〉、消火し難〈出火に到らしめにとすれば、約 170ケ) i J i ' の) ( 元が同時に市中諸方に琵生す

る事になる。これは 5t on としての計算であるが、僅か 5tonlこして 、而かも闘京大援災の時

の;東京市内の失火散を超へてゐる事: を思ひ合せるならば、1架然fこるものをJ喜子るではな い

か。一度 . 風に煽れにならば、我都市の現献を以てして[ 立 、一物も残きぬ焼! 1lf' ヶ原とな ら

ぬとは誰 b; 断言出来るか。これは 、爆開や濠瓦j析とは比較にならぬ大tfl 答である。食料、

被服{ 寸料、軍需品 、及工場、通信、運輸、勤力設備が皆焼り? 二日発は、果して大陸におりる

新 秩手の建設に専念 し得るであらうか ?

焼夷弾攻撃に封しで は、い さ' となれば若手々は身を以て火を 消す意訊の挺身的消防も是非

必要であ る。 軍隊 D所消 「必勝力料ijl!il llJ を以 て消火に首る事は必要である。 但 し、それに
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りを以て 、漫然安心する 事は出来ぬ。前線の兵士が、戦前j に先立ち 、時間の許す限り土喪

主? 積み 、壕を掛り 、凡ゆる地物金利f : I J して 、損害の収減を|品l るカヨ日〈 、我々市民も亦、敵

の焼夷郊と戦」、前tこ、資材の許す限り 、時間の許す問灯 、都市の家屋を憾なに修理して 、

少しでも防火的にしてお・かねばならぬのは 、組めて明l庇なる理屈である。

5.  想起せよ、関東大震火災

8 寓の情霊と 100億闘のE 富を犠牲にして得 fこ貴重な粧喰を無駄にしては相前まぬ。大

正 12年 9 月、帝都の一望千里の焼野原に立って、誰でも が異 口同 音に云つ fこ事は何であっ

? こか? 是非共絶割に焼りぬ筒を作らねばならぬと。最初の決心は立・派であっ7こが、 日と

共に人心は綾み 、今日は相も麗らぬ木造建物の大築l到ではないか ! 今日 、此非常の時機

に際 し 、再び寓ーにも、斯る 大火が起つにならば、どう であらうか ? 今_.. 度、真剣に

あの昔時の惨j伏を追想し、印象を新fこにし 、今後の封東に緊張せねばならぬ時機である。

6. 欧米の都市では!

ロンド ンの大火のあとに 、現在のロンドンの様な不燃都市が建設されに 、共? こめに 、大

戦中 651 ケの焼夷弾をうり 245ケ所の出火はあっ1こりれども、何れも大事に到らす' して消

し止めてゐる。 空襲による全損害で約 200高ポンドであるから cC. W. Glover itJl D 共内の火

災損害は更に少さし出火ーケ所に付、恐らくは平均3. 000- 5. 000ポンド程度以下のノj 、火

で摘んに事になる。組めて羨 ましい事で ある。泊品ー設備の必要もさる事乍ら 、家屋の榔遣

が、大韓耐火的になればこれは期待し得ぬ事柄である。ましてや、焼夷弾のみならすづ暴仰

とも同時に見舞はれる場合には、ー消防作業の困難さ 、及消防は人的要素に多分lこ依存する

結果、悪t条件の場合には極めて不確貨になり勝なる貼を考へれば、消防設備如何に充賞す

ると雌も、これのみに頼り得な い。 飽迄、効果確貨なる家屋の防火構造と云ふ物的施設に

依什: するものでなげれば、安心し得られないのである。

シ カゴ の大火もロンドン大火と同様有名であるが 、 共首時の英米の闘力は未ＱＧＺ新興 ｲｾｾ Ｑ で

あって 、大正及昭和 lの我 日本の闘力より上であっ? ことも; r ; へられぬ。彼等は酬を帥じて正

に 大なる幸となし 「 燃えぬ都 市 ｊｾ 完成し＿こ。それに較べて我閣の聞東大火災の後の不成

績は 、 熟し易〈もさめ易い悪習慣と「此 一 世 は恨りの位ひ」式の低「統的な匙物 ｩ ，ｾｾ況の悪習慣

Eが改められぬ事が根本であら う。此民家の不熱心、不反省主? 啓蒙し 、鞭躍する事は 、今

日の建築行政閥係背並一般建築家の一致協力してなすべき最大の義務である。それがにめ

には凡ゆる 可能なる方便手段を講じ 、共工事5り虫白血は他の凡ゆる平和事業に優先して促進

さるべきもので あら う。

肱米諸都市は防火には既に卒業してゐるのであるから 、今日 、切迫し? 二時局 lこ|僚して 、

防空砲設をなすに首って、専ら防弾と防哉のみに専念し得るのであるが、我閣 に於ては 、

残ｾ乍ら先 づ防火から始めねばならぬのである。大震火災後 、 もっ と、耐 火建築が進歩し
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てゐ?こならば、今日 の防空施設はもっと容易である筈である。ロンドンで色 、シカゴで も

最初は我閣と同様木造都市であっ? こが、あの有名な大火の洗踏を うりて後不燃都市の完成

を見? この である 。首時の駕政者の英断もさる事乍ら 、協力し努力しに首時の市民の員剣さ

は大いに墜ばねばならぬものがある。

7. 支那てさへも !

上海でも 、南京でも 、杭州- でし恐らく文部の主要な都市はどこでも 、防火壁が質に徹

底的に普及してゐる。二階又は平家の長屋建がよく普及してゐて 、11日口 4m位毎に等間隔

ｬ こ防火壁が配置 さ れてゐて 、 屋根及外壁よりは外側に向げて ＳＰｾ ＴＰ ｣ ｭ 位突出し て ゐる。

中に は仲 々古風な装飾のついにのもあって、共体統の古い事を思はしめる。叉防火袖壁が

各戸毎に一定間隔に整然と配世されて、それが各自の jむの看阪になってゐて 、屋放共他を

大脅してゐるのは硝特の風景であ b 、相l壁l ' 邪魔扱ひにせす¥ 巧みに取入れて利用してゐ

る一例である。此等は我閣でも見習ってもい〉例である。とかく 、支那といへば馬鹿にす

るが 、防火壁の普及に闘する pl O、大いに事ばねばならぬ。 それが可成小さい間合のー寒

村に於てすらさうであるから、共体統の如何に古いかが後せられも し、恐らく幾固とない

苦い経験と努力の結果護法しにものであらうと思ふ。」二Ｃの或 ｐｾｪ 出荷の焼跡 ｉｪｩ を見ての話に

残激掃討の fこめに焼討をしようと火を附げでも 、 ー戸 一戸火を附り て廻らねばならぬので

貨 に骨が折れ? こと云」、事で、見れば全く、 屋根や床は腕り落ちてゐるが、各戸毎に防火壁

は整然と立ち並んでゐる。 一度 火力 Z附げばどこまで燃え姉がるかも 9;11れぬ紙と木とで出来

Tこ我々の都市に較べて 、誠に羨ましい| 決りの事である。

8.  昔でさへも!

う だ っ

所が我闘でも昔は、土磁也、 控家、貼五等の防火構造、l! pj 主と云は れる防火袖壁が徳川

時代の中頃より次第に普及 し、殊に大l坂及共間近には今 日でも組めて多〈残ってゐる。度

々の苦がい火災の経野村〉ら得fこ貴重な工法であって 、' 今日これ lこ事ぶべき所も多々ある。

又火除げ 地 とｷｽして、 一 向匝の中央・には可成 ｲｯｾ い空地を設り 、 延焼防 ｊ 卜 Ｎに使ならしめる事Ｎ

が行はれに。然るに時念な事には、明治以来j折る統制が失はれて 、今日では共空地に無統

Ｑ Ｑ Ｑ ＱＩ Ｑ こ家屋が建てられ、共結果として、ｾｪｻい路次、殊に消防作業及避難上回る袋路子えが無敢

に珪生して 、今日の此趨術集的な燃え移り易い都市が1+
1

1来上つ? このである。即ち密集し? こ

結果、壁と壁と接近し、更に惑いのは窓と窓とが接近して向ひ合ふ箇所が多〈なれこれ

が火災延焼を極めて容易ならしむるに到つにのである。市街建築の斯様に無統制振りは吾

の々niU先 tこ封しでも中需のないものである。昔の錦繍を見ても、大名屋敷の長屋門や、劇

場は申す に及ばす一般の間家等にでも貼瓦盤、塗壁の如何に普及してゐ? こかが判 る。 それ

であるのに、現在の我々の都市の質献はどうであるか ?
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9. 然るに我都市の現献は!

東京市に於て 100寓戸 、共延床面積 10. 000高m
2
、大阪以下の五大都市 110寓戸 、共延床

面積 11. 000高mh 共延床面・積の約 90，%が 、木造建物である。都市の中心の一部分を除い

ては、果し ない木造家屋の密集である。

最近 10年間に 、道路は立波になり並木は美しくなっ fこ。そして大通りには立流な高層建

築が次第に並ん fごが、一足横丁に這入って見ると 、醜い、日首りの悪い、そして「紙と木

っ端」や トタン張のパラック建が如何に限りな〈縮いてゐる事ーか。

高い場所からお互の住んでゐる街を見下すし平素住み馴れて何とも思はなかっ? こ街並

の姿に今更の様に驚〈のである。細〈暗〈人一人通り殺ねる納1路次、物干革、雑然? こる看

板、如何にも無計霊な密集fl)¥態。それに下見板、障子、格子戸 、戸袋等々凡そ燃え易いも

のの如何に多い事か。然かも防火壁一つ見詰らない。一度火力 ;1:l-l 1こら 、 どうなるか ! 員

剣 に考へ? こら 、 こんな燃え草を積んに様な街には一日も安心して住めない筈1': 。

更に念入りな事には路ヨたと云ふ路次には盛和や、薪決や、宰' f . 向や、時には盟や張物彼等

迄が雑然とおかれてゐる。j $ . : iJ 苫街や、工場街では到る虞に荷造りJ I j の木箱等が屋外に払み

重ねられてゐるし、市中の材木屋や薪屋では貰ーに大量の木材を貯離してゐる。これらは一

度失火し? こら 、賞に好適の延焼補sJJ 材となる。 Zさ箱や、材木に火の粉が着いて、飛火とな

っ? こ例は何日の大火にも必令ある。

此庭へ焼夷障の雨下を栄つにら? そして吾々の都市の工場も、倉河内、住宅も焼かれ

共結果通信、動力、交通も断fこれる事が起つにらどうなる! 戦地向付食料、被服、共他

軍需品の製造、輸送に支障を生す・る事になっ? こらどうであるか、叉焼げ出されて衣食なく

寝るに家なく、働ら〈に職場のない市民ーが充満し? こら、どうであらうか!

不幹事を好んで云々するのではない。起り得ぺき斯様の事態を充分に7象想し、市民を指

導するのが建築家の義務であるからである。

高一、斯様の事態に遭遇し fこら、東亜新秩序の聖戦の途行に如何なる文附がおこるであ

らうか!

こ〉が敵の ｮｲｾ の着け所である。

10.  ブリユツヘルの豪語

「僅かの焼夷弾力: あれば、東京は一夜にして焼野原にして見せる」と。資政て、ブリユ

ツヘルならす・とも、我問と事ｾ構へんとする第 三 ｉＢｘ ｉ の司令Ｑｦならば、散でも考へる事であ

る。 これに劃して我岡氏は何? 以て肱へるべきか。r : l < 、今日唯今の空襲ならば家庭防火

群走以τ 明日の空襲ならば、木造家屋の 「簡易防火改修」ま以てと 。市民皆都市防衛の兵

士である か らに は 、前 線の兵士 と 事に鑓りはな い 。一度敵の腿霊祭を受〈れば身Ｇｾ挺して戦

』、の みで ある。然し少 しで も時聞が興へ られになら 、若 しそれが前線であれば壕を掘り 、
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土嚢を積み 、仮令僅かの地物をも利用せねばならぬが如〈、都市の防衛に於ても、時間主

物資の許す限りの方法によって 、少しでも燃え にく〈し、 少しでも焼夷弾火災の被害を局

限する搬に準備を施さねばならぬ。これが即ち「簡易防火改修」である。

11. r簡易防火改修」は銃後の護り、国民の義務

防火は消訪で、とは誰しも考へるが、これは後章で も述べるが主n< 、消防も必要、家庭

防火群も緊要ではあるが、焼夷問者E童書に封して都市・i : ' 護るには 、木造家屋を少くとも「簡

易防火改修」寸る事が必要低! と くべからさ' るものである。

ドイツの諺 iこ「創に勝っとも、火に放る」と云よ、のがある。

我都市の現似を正市見し焼夷弾火災の威力を認識するならば「簡易防火改修」が同氏の義

務であり 、銃後の謎 りで あるのは首然である。

12. r簡易防j ; . 改修」とは

餓筋コンク リート 浩に街全髄を改造する事は別想、であるが、 6 大都市のみでも数千寓噸

の鍛鋼を要 し、 百数十億闘の資金を要する事業主? 一朝一夕に完成し得べきでない事は l切ら

かである。過期的にはせめて 、防火線? ごりでもコンクリート迭でと云ふ方針も考へられる

が、それすらも 、今日 の時局では到底橡' 之が立にぬのみならす" Ｑ ことへ都市を防火線でｾ

藍IJ しでも 、焼夷弾攻撃に劃しては 、防火上絵り役に立? こぬ事は 、後掌にも述べる所ーである

きればと云って、我々の薪 の様な木造都 市会、現ｾＩ｜ の ｩ ｴｴ に放 置 して、策も 施 さす｜手伝

扶いて肉 ｩｪｦ 慢 の来襲を 待つ詩ーにはならぬ。Ａ座名町に出来る限りの ｾＧｦＮｩＺＧなさねばなもぬ 。

きれば、赴〈所は、既存の木造建物を各棟jすに 、簡易に 、迅速に 、安直 に、 防火的に改

修するより 他に、 今日採るべき注はないのである。これが「簡易防火改修」である。

建物は使用しつ〉 、共外壁や外周の窓出入口 、軒先等ーを鍬鋼モルタル塗、改良型トタン

張 、塗壁、耐火木材を以て防火被彊をして 、隣家よりの延焼を防 11: しようと云ふのである

焼夷) 翠が護火し? こ棟は炎上するも止なを得ないとして 、隣家へ延焼するを防止し 、以て大

火になるのを防がうと云ふのである。

防火被湿の厚さとか 、手法制部は別とし て、出来るにりは 、各棟告i: に共外周の全部に防

火被援を施すのが良いのであるが、隣J妄家屋との距離に肱 じ、叉消防作業の容易な部分は

賓胞を迅速にする? こめ止u ' を得す' とすれば、新干の消防力を期待する事として 、改修範囲

並程度を設和する事も亦必要なる底置と考へられる。隣家と平行援して職工の11:入り困事fj の

箇所の防火改修は工費を増大せしめるから 、 ＲｾＳ 棟 の合計延床面積が或 一 定の限度ーを超

えぬ範囲内 lこ於て一棟と見倣すのも、時に必要なる庭置と ，1/ ; ! ，! まれる。然し 、根本は飽迄各

棟全周改修の方針であるべきであるが、各都市、各街医官: の四国及各加の賢IWに服じ て防

火的に最も有効なる 様、然かも迅速、簡易に改修工事が進妙する様、共場所に臆じ時に服

じて［薗蛍 ｉｾ 考｛ｾ［すべきは 、 行政上之れ又、必 要 なｾ置と思はれる。防火改修の細部並各都
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市の家屋の特色に臨じて主主々研究を要する 事項もあるが、共詳細は後主主lこ述べる。

13.  r簡易防火改修」の効果

東京帝大主{ 慌の干巨大構内 2 回の火災質験( 平家〉問 、月島火災主開会 2 回( 二隣家) 防空

施設研究合の淀橋火災質験及去年 11月の大阪1H主{ 院大阪牒前及内務省並建築接合共同主ilH

淀橋におりる防火改修家屋の火災質験等の火災研筑を粧て考案せられにものである。日佐、

之等の賓験は火元家屋は概ね床面積Ｑｏ ｾ ＱＰＰ ｭＲ 程度の 一 棟にすぎす ｜ 従来の大火の場合の

如〈、幾十、幾百棟が同時に燃えつ〉ある場合の火勢とは異なるのであるが、火災は始めよ

り幾棟も同時lこ燃えるものではない。最初は小さい火にすぎないのが、燃え績がると共 lこ

火勢は加速度的 に強大となり 、遂には防火線も突破し 、泊、防i除も策の施し桜もなく敗退し

焼 げるものは 焼き君主さねば Ｎｬ ｬ Ｚ まる所主 ｾ ［ ｴｬ ｬ らぬと云 ｩ 、事になる。 これ が大火の 質 際である。

各棟毎の火事ならば其火勢は知れたものであるが、大規模の火事になれば策の施し; 様がな

いと 云ふのが火事の性質である。各棟防火改修主義の可児ひNi'! 立正に誌にあるのである。大

火事になれば、コ ンク リ{ ト迭も、 防火料品 、消防も延焼ぞ肋ーぎ得ないのに一棟1ｾＮげの火

事なら ば各棟毎の( 大建物は池宮に IJ、底割を要するは勿論) 比較的軽微な改修によって 、

延焼を防ぐ事が出来る のである。

一棟の火事の温度・も 、高温度の縫続時間も 、幅射熱も 、共他の性質ち幾度かの貰脆によ

って明瞭である。 そして一棟の火災の火勢に劃しては 、 ど< i i > 程度の改修によって延焼を防

ぎ得るかは、去年のは橋j f 般によって 明瞭にされてゐる。始めは彪女の如〈 、総 b に脱兎

の如 しとは正に 火事の性質を示すものである。

火事を各棟持に局限し 、 線大せしめない 所に 「簡易 ｾＩｪ 火改修」の税ひ所 ー があるのである

故仁、一軒や二軒改修しでも問周皆無改修では改修効果が充分に護却されないから 、mr 内

奉って 、各都市の牝t 築地直は住民患って賓地せねばならぬ。

防火改修の効果は、改修の程度並普及の程度iこもよる事乍ら、少く t もこれによって 、

都市が極めて 、延焼しに< < なれ現在の都市が防火J 二執箸なるを見るであらう事は論の

ない所・である。

14.  r簡易防火改修」は無言のま威

防火改修の? こめに町内111訪日、近隣協同して、有効にして出来る n 1安慣なる方法を静

じ、改修の質施を競ひ、誌に都市の防火改修が完成しにとする。家庭日ijj 火群はある、共背

後の家屋は延焼しにく〈改修されてゐるとすれば、焼夷弾攻撃、最-7.'1布るるに足らぬので

ある。

此 事責が我問と ｾｲ ｩＺＧ緋へんとする第三岡に如何なる印象を興へるか。我都市を空襲する

事が自らの犠牲 乃み徒らに大きくして、空襲の賓完(1少きを畳 らし めるで あら うの戦はす' し

て周せしめるは策の上乗なるものであ る。京洋平和のfこめにも、 これに越し仁事はな い。
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市民は銑 も ｫ ら ぬ に 敵ｾ敗退せしめ＿こ事になる。防火改修の意味は勿論 、 一般防空施設緊

要の意義の一面は亦蕊に存するのである。

15.  i 簡易防火改修」は優れた投資

防火改修 によ って、 我間平時、年々 2 f:窓闘の火災損害を著る し く軽減し得る事を思へば

各都市として も、岡家全趨とじて見ても「簡易防火改修」程、優れ?こ投資はな い。改修工

事が、各都市完成しにとせば、火災損害軽減によって 、恐らくは数年間を出です・して共投

資金額を回牧し得るであらう。併せて 、此改修 tこよって 、重要なる物資と人命との壊滅を?

? 象防し得る事を考へf; 1干せば、更 lこ共意義は重大となる。

又、個人の立壌から考へでも 、一般火災保険契約では戦乱による火災及共延焼の損害は

保険金を支持!l はぬ事になってゐるから 、焼夷弾火事で焼げでも保険金は得られない事 iこな

る賭を考へるならば 、 焼〈事は出来ぬ。改修工貰Ｚｾ東京の特集地区のみに就てＥへるに 、

共方法にもより 、隣接家屋共他四回のJ I ) ( 況にもより 、71i 品利月Jの程度共他じよっても司成

苓るしく相具するのであるが 、 床間積 Ｘ Ｐ ｭＺＡ 程度の 一 棟について、平均概ね Ｔ ＰＰ ｾＵ ＰＰ 困程

度が大韓の見首である。今イ| 夏りに 、共牛分を同席及市より柿1I)J ぞうげ得るものとすれば、

Ｒ ＰＰ ｾＲ ＵＰ 閣の個人負婚となる。一時榔の職時火災保険と 三 ｾへれば 、 決して ｩ 吉 ｩ いとは思はれ

ぬ共建物生命を今後 15年と考へるし l 年につき 15闘の戦時火災保険料と云ょ、事になれ

平時年々掛けてゐる保険料ぞ臨時保険の意味を粂ねて 、 5 客IJ 増にすると思へば何でもない

のである。これは伺人としての胸算用にすぎないが 、防空が問民の義務であり 、 「簡易防

火改修」が防空の第一歩、i I' i 民家主の義務であるとの認識の」てに立ち 、これが同時に個人

財産の安全の鴛めに戦時保険に、間「市有!ill)J を得て、加入すると思へば、大いにやるべく、

叉やら さ' るを得ないのである。( 以下次提)
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工 事 場 の 災 害 譲 防 問 題

月員

ト 災害鷺防の指導精神

ノ弘:、

' 口一 策 雄

或 る ｩ 荷 れ＿ 二 日 の午後三 時 頃 、 ｾ現場を訪れると現場崎哲員詰 所・ の蔭から朗々 ＿こる力 強 い

聾が響いて31( る。

「大霊 コレヲ天地ニ受ケ 、肉 身コレヲ父母ニ嗣グ」

「は〉あ安全額七なJ と思ひ乍ら近づいて行〈と結いて同じ文句が大勢の混控で周囲を既

倒する 様に問えて来る。云』、迄もな し 現場に働〈凡ての 人建が、現場主任の音頭取 りで

「安全煩」を唱和してゐるのでゐる 。

之が数分間で終る し 主任から簡単な話があれー何は「おやつ」の菓子袋を貰って談

笑し乍ら 散って行つに。

後で聞 けば此現場では之を宵2遡の行事と してゐる rJ Iである。

勿論 「安全額」の言葉の意味は弊働者の諸君にはその健では理解 し難いであら うが、後

で主任から之を順次易しい言葉で1)畢生に毅へる様に説い てゆき 、今ではも う彼等も其の

意味をのみ込んで居るらし い、少 〈共共の精示1I
1はよく知ってゐる様である。一何一句の解

稗は知らな 〈とも 、肢の底から 思ひ切 り大きな聾を附 して「安全額」を 11昌へる こと は朗か

な健康的なことである。

災害議防の指導精神は此の「安全額」 に監さてゐ ると思ょ、。

時局は愈々吾4 等産業に閥係す る者、即人的資源、の重要性を認識せ しめる時、よく 銃後を

護っ て、 第 一 千 ｾｫ の将兵諸君ーには 心 おきな く 働 い て貰はねばならぬ時 、 職場ならぬ工事壌で

自己の不注意から傷つき 、不具者となり或は傘い生命を失」、若ーが愈ノキ多〈なる 傾向 lこある

こと は、陛下の赤子と して、 皇闘に捧ぐべき身を申課な いことと 思はれる 。害事働者諸君は

もとより、 之を指揮する監' 野の世話役の諸君も「安全額」の精前1
1を深 〈心 に銘し て産業報

聞に遇進され7こい。 ( 末尾「安全額」参照〉

2. 災 害 統 計

昭和六年以来屋外努働者保護の鴛め tこ質施 されてゐる「労働者災害扶助法」は建築工事

に就ては 、大韓に於て軒高 9 米未満且建築商砧 330平方米未満の木造家屋 、及請負金額一

高閲未満の建築工事を除いて は共の適用があり 、併せて 「労働者災害扶助責任保険法」の

遁用を受げてゐる矯め 、全閣の工事場に於ける 災害殻生欣況は死傷報告 に依って詳細 に之

全検討する 事が出来 る。 以下述べんとする 統計資料は上記責任保険 に加入せる民間の殆ん
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ど大部分の工事を含んでゐるものである。

近年此の責任保険に加入する土木建築工事の災害護生欣況を見るに 、累年使用努働者の

綿敢に於ては大差なし殊に最近は減少の傾向さへあるに反し 、死傷者の散は増加の一途

を示してゐる。( 第一蹴表参照〉

而して土木建築工事の災害護生率は 、之を最近著しい護展を示してゐる重工業方商に於

ける災害護生家と比較する時( 八日以卜. 休業の重傷及び死亡に就て〉前者は{ 走者の約 101&

に達する高率を示してゐる。之は此際特に土木建築業界の話省主? 促し? こい庭である。

( 第一披表〉 土 木 建築工事に於りるる災害累年表

|五±lmhE11重傷傷|

昭和 8 年 1  

?  10 年 1

?  12 年 l

5891  11 .  947. 1  

1型己竺l

刈 28.
348

1

Ｙ 。む よ ｾ

数 | 死 傷率〈千人互利

計 | 死 亡 | 重 傷 | 計

l口 311 1. 451  29. 101  30. 55 

19 叫 2 仰I 57. 481  59. 56 

27 吋 2. 161 73. 961  76. 12  

29. 1251  1.981  72.311  74. 29 

五五円 ＷＷＵ 円 ＲＮＲＲ Ｑ ｾＵ

備考・ 固 まEノ:重傷ノ、休業八日以上ノモノナ H。

次に建築工事のみを取出して共の災害鼓生の原閃を検討して見ょう。( 第二琉表参照〉

災害の原悶を大分類し共の百分擦を示せば凡そ次の七開になる。即ち

1. 工事機| 戒に困るも の・ ・・・・ 12. 78Y. 5. 勢働者の行動に因るもの ・・ .36. 13Y.

2. 墜落に因るもの・・ー ・・・・ ・・29. 85Y. 6. 4 ! お惚の飛来に因るもの・ ー2. 47Y.

3. 物骨量の落下に図るもの・・ .. .. . .15.28Y. 7. J Lの{也の原因に図るもの. . . . . 1. 41Y. 

4.  待殊危険物に因るもの・ 2. 08Y. 

( 第二競表) 建 築 工 事 災 害 調 ( 昭和 12年度〉

稲

死

傷 ｾｉ 休業品ｼ死 亡 ｼ 言十
.ll IJ 間 以 上

ヂリツタ・クレーン 5  

コンクリート 、エレウ. _ 9  _  
19 

ｾｴ の イ也 揚量 、 漣織機 Ｑ 戒 147. 

主凡f  打 機 44 

コン クリート、 ミキサ ー 36 

木 工 機 械 53 

工事機憾に図るもの

自動車、ガソリン車 30 

鋲打、孔明機 43 

トロツコ及其他im獄事輔 355 
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キ ン ネ Y プロッ夕 、 チエ ーシ、ワイ ヤ ロー プ | 130 

英 の f也 機 械 55 

言十
912  

足壊建設又は解骨豊中
109 

足場板〈丸太〉上にで作業中
670 

足場板主主行中 167  

共のf也足努より 163  

餓骨上より
76 

作業寝床開口部より
15 

墜 落 に 因 る も の

建築物より( 屋被〉
116 

税子又は階段より 74 

木造納品且又は小屋組より
102  

揚重機より
12  

;)'1;の{也高所より
62う

言十

上方作業努より
61  

揚重機に吊1 ; 1こるもの 75 

物館の落下に図るも

土万の溺緩
131 

の
構造物又は材料の但l嵐 桜 402  

英のf也高所より 421  

言十

官Z 事主
42  

燥 を珪
8  

特殊危験物に図るも

高 警告 物
87  

の

其
σ〉

イ也
11 

言十
148 

市上げ( 下げ〉中の物鰭の躯突
93  

積 込、積下し又は運搬中
440 

収扱中の物骨豊
913  

工具にて加工中
259! 259 

苦手働者の行動に因る

踏 主友
269  

もの

獄、 とり 、将佳1]
398 

踏 下 し

一一|J 34L tヱ4
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英 の 他 81  

言「 [  2，567[  101  2.577 

限 81  

物骨堂町三飛来に図るも

尖 の イ 也 95 

の

言十 176  

共 の イ 也 の 原 因 に 図 る も の 100i 

線‘
言十

支互に注意されるこ t は、努働者の行動に因るもの 、就中取扱中の物誼に因るものの多 い

ことである、 11[ 1 ち労働者自身の不注意 lこ起因するものの多い酷である。他の原因に就ても

災害率の高いのは 、段落、物惜の落下等であって、之等 第 q 廃園

建築工事災害原因別統計

( 昭和 12年度〕

から本易に推論出来る乙とは 、建築工事に於げる災害の

80% ，迄は労働者自身の注意さへあれば之を避り得るもの
，H' J 7‘  
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叉災害殻生の時亥ｉｪｾ統計的に見れ

ば、作業着手直後、52. 休前及夕方に多いことも注目され

であることである。

る酷である。之等を考癒して現場監替員、世話役諸君の

安全運動に封する一層積極的な協力を要望する次第であ

( 第一蹴岡参照〉る。

ヨたに災害中死亡者の割合を見るに、陸孫に図るものが

絶、教の 47. 83%Rド! と数近い
第 2 披園

建築工事災害原因別宛亡銃計

〈昭和 12年度〉

数字を示し 、治i所作業の危

険性を如賓に示してゐる。

( 第二競闘参照)

災害護生に依って 、本人

の不幸は勿論之に関聯する

隠れに損失は 、現れに損失

の四 、五倍に達する事が想像される。 即ち

被害者の手間の損失

周閣の苦手働者が仕事を中止する; 尽めの扱失

社員 、 ｗｾ 督魚 、世 話役等の前後応援に要する時間的鎖失

機械器具叉! 主材料のtr1.失

ｒ ｦｬ 血 災筈に ｦＪ ふ工Ｑｪｾ遅延、人員補充ｾ等5. 

が考へられ 、 災害 Ｗ 象防のｾめの安全指設は碓質な投資である

ことが確認されるであらう。

特に最近工場開係の建築工事が著し〈増加すると共に、共
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の災害も激増の傾向にあり 、、生産力機充計 垂の第一歩Tこる工場建築工事に於ける災害防止

こそ緊要な問題である 。

3. 安 全 針 策

以上の如き趨勢 に鑑み 、政府は昭和十二年九月 、内務省令第四十一統を以って

「土木建築工事場安全及衛生規則」 三十七ケ僚を公布し 、同年十一月一日より 之が賓泌

を見＿このである。本丸ｉｪは努働者災害扶助法 ｕｾ 一保みト‘項第二班 、即 土木建築関係工事全般

に適用されるものであり、有も建築工事 lこ闘係する人々はよく共の内存を理解すると共に

之を現場に如何に泊l臨せしむるかを工夫することが安全制策の棋本問題である。

今其の要期を列殺すれば

1. 土石の崩題提洛下に関するもの

2.  物館の落下に除j するもの

3  苦手働者の墜洛に附するもの

4. 機械に附するもの

5. ]草車沼運搬に測するもの

6. 燥俊物兵他侍Eまなもの に関するも の

7  衛生に関するもの

8  安全委員及安全日誌

此内安全針策上重要な役割をな す者は最後の安全委員である。事業主は工事境の安全に

閲する事項を隼らし むる需に安全委員を選任する義務を有するのであるが、思ふに安全 運

動は上越の質i背より明かな如〈、規則で強1 I i 1 j されて行はるべき性質のものではないと 信す

る。現場の自殻l生が最も重要な ことで ある。今後愈々重要な人的資源愛護の大目的の震に

過賞な安定委員が合枇側からも世話役からも出来れば持働討の 中からもよ〈本運動を理解

しTこ人々 が選定さるべきである。

自護性のことに就いては、業界も共の重要性を認識して 、現在来京に安全研究合が主要

な業者の聞に組織され、 ヨたの 四問題につき極めて買. きをな態度で 、科接的な研究が行はれつ

〉あるこ主 は同慶に堪えな い。

l  足場の安全施設研究

2. ウヰンチの安全研究

3.  ｾ遂 ｩ 註の尉媛防 止に闘する研究

4. 安全委員舎の組織及活動力法並に安全教

育力法の研究

狛大阪に於ても同様な委員舎が組織され活動してゐる。最近各合m士、組が夫 々個別に安

全委員舎を持ち数百名の安全委員が一堂に合して安全運動に白殻的 tこ乗出す傾向を見るこ

とは悦ばしいことである。組織的に積極的に進なことが最も大切なことである。

「第十二回全国安全週間」は七月 一 日から ム週間金問事業場に時局を認識して活躍に貰施

されるが、未1': 本運動に積極的に閥心を持って居られなかっ ? こ向は此の機 GYrに 力強 〈出設

されん こ とを希-墜 してやまな い。

因に本年の安全遡11¥:1施行日次計霊は :=J( の通りである。
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第 一 日 〈 土 〉 安全報図宜容日 第五日( 7 J c )

第 二 日 ( 日 〉 健康憶力渦禁日 第 六 日 ( 木 〉

第 三 日 ( 月 〉 安全施設強化日 第 七 日 ( 金 〉

第 四 日 ; 火 〉 衛生施骨量攻幸子日

最後に本年の安全遡| 閣僚語並に安全額を掲げて捌筆 する。

V lI 1  6  

「興} l ff の 偉 業 に 輝 〈 安 全 」

安 全 額

大窓 コレヲ天地= 受ケ 、 肉身コレヲ 尖母 = 綱グ、

￯ｪｾ＠ i! t 一系ノ聖天子上=在シ、秀 iilf/ 山河永へ= 脊

見。吾等コノ町'1'測= 生ヲ享ケ 、穏健カ= . Ali. r登ミテ

今日モ亦生産 ノ業= 従 7
0

大腸ノ、畑乎 トシテ 、天= 輝キ 、至誠ノ、炎々 トシ

テ胸奥= 燃品。皇闘盗殺ノ泉!J1Aノ、、 ヵ、ッテ吾等

ノ双肩= 在 リ。 炎熱屈セズ沼寒鈴 7 ズカヲ協 セテ

産業立図ノ大道= 精進セム。

病メル人、 傷ケル友ヲ思へノマ1溌刺トシテ jl Jll J キ得

ル身ノ何ゾ芸評ナノレ。一瞬ノ? 自慢li ノ、忽= シテ身ヲ段

り人 7 f毎夕。切々ノ注意念々ノ! 緊張、安全第一コ

ヘ賞Ｇ］Ｎ我等ノイ吉ｾ莱ナレ。 尖母 アリ我等ノ Ｚ 安ラケ

キヲ念ジ、児女 Y リ我等ノ i議ナキヲ待ツ。閣安カ

レ民安カレト 新 リ給 7 大 御 心 / 渥キヲ ，思ヘバイカ

デカコノ身命ヲ不慮ノｾ禍］抗 Ｗ 可キ。希クパ身

心、金4 j 仕健= シテ 、繍々報図ノ i務= イ Y シマム コ

トヲ。

イダヤ皮ミ 畏ミテ新ラナム。天地需* 明モ sf.l'l-'Zア

1/ 0  

資源愛滋賀行白日

防空防火訓練日

生活刷新源調日



吾 等 の 立 場 よ り 見 ?と る 災 害

柾 貞 雄

1. 緒

戦時謹勢下に入りて弐々に護ギri せられ fこる資金調整法や主要物資の jl iIJ 限令等は頻りに各

組産業を臨迫して 、一時は我が業界にも非常なる筒動を興へ? こが、要するに平和|産業から

戦時産業への特向であって、 長期建設、生産繍充の悶策の下に躍進する特照産業の開設鋪

充と併進して、我が業界も此の方面ではかなりの祈況を呈して居る。而して此等産業及び

吾尋- 業界の原動力? こる努働者は批丁の出征、有能職工の1事業及び満f f .¥f 方面への移動等』こ依

り産業の撹大に反比例して非常なる減少を来して居る。之を如何にして充足す可きか。こ

h に於てか従来の災害に封する概念念更に 一層強化する必要に迫まられて来? こ。即ち人命

愛護の意義より一歩進んで、我が闘力の保持増. i f u と言ふ大使命を加ふるに至つに。

2.  災害比率は依然 上昇

最近の災害の件数及比率は如何であるか。建築物は災害率の多い高層の商業建築より箪

暦の工業建築に時向しつ〉ある。狭少繁雑な都合地から開澗な郊外に移動しつ〉ある。叉

安全衛生規則は 一昨年十一月以降貰地せられて居る。然るにもか〉はらす・災害の件数及び

比率は却って上昇の傾向を示しつ〉あるは果して何に基因するであらうか。

昭和十二年度土木建築〈扶助法適用事業 ) 死傷数

死 902人

傷 59. 524人

休業日数 410. 982 日 年換算 11 26年

第一表
床面償ヨリ見タル建築ノ傾向 f会商問二十二都市注築認可申請1

コ : 省 調 査

床 百 積 ( m
2
) 昭 和 12 年 | 昭 和 13 年 | 増 減 割 合

l 月 464.  796 305. 697  34. 2減

イ主 宅 建 築

5 月 694. 344 56 I. 971 19. I減

289. 980 268. 698 ＷＮＳ ｾ 威

工 業 建 築

5 月 473. 659 592. 273 25. 0冷

309. 828 112. 071 63. 8減

商 業 建 築

5 月 309. 456 180. 844  41. 6滅

I  ｾ＠ ;  I  

90. 593 51. 139 43. 5滅

英 f色

113. 0Ci 8  74. 967  33. 7滅

1 7  VII 



第二表 全 国 建 築 災 害 累 計 年 表 ( 害事節J局調査〉

年 宅欠 | 死 傷 件 数 | 勢 働 者 漁 定 延 人 員 | 死 傷 比 率

昭 和 8 年 5. 970 16. 724. 223 0. 000. 354  

4与 9 年 9. 026 22. 725.416 0.000.395 

4与

10 年 12. 023 26.812. 506  0. 000.45 

4与

11 年 15. 006 34.467. 587  0. 000.44 

4与

12 年 18. 016 37.000. 000  0. 000. 485  

3. 災 害 の 原 因

上記第一心 第二の表の示す如 t 建築物の傾向は漸次車層の工業建築に移 りつ〉あるに 、

災害の件数比率が逆に上昇 しつ 〉あるは 、第一 iこ工期の短縮、第二に人的要素の低下 に基

因するも の 主推断せられる 。

第ーには工期の短縮の意闘に出でTこる強行的作業の矯めである。即ち雨雲n寺の作業、或

ひは夜間の作業等叉空間的には立韓的 、 平面的の交錯作業 主 ｾ［或は取付［Ｍ［付の錯綜等の駕め

lこ作業の無理、害事働者の疲努が生じる。叉共間材料の切} -;- 残地は| 山陽iな〈飛散し而も必要

以上の努働者を伎役する j伏態なる故従来に比して災害の率直i きは首然で あって 、設備を以

て之を防止し で も効果の揚らぎる所以である 。

之れが防止は工期の綾和 に倹つよ り他な し 施主及設計者は? を: 初工1聞の決定の際此の制

を考殿に容れ られ、 監管官邸 に於かれ でも許可 に際して此の駄に注意を: t J ll はれ度きものと

信する 。

第三表 災害保蹟契約工事7象定工期 Ｈ厚 生省 保険院管王主 主 ｾ資料ヨ リ 〉

年 宅た I  ［ｴ［［＿ＭｊＮｬ Ｐ ｟ ｴＮ Ｏ ｾ Ｏ＠ I  ［ｴ［［＿ＭｊＮｬ Ｐ ｐ＼ｬＯｾＯ＠ I 甜 ゃ ん六ヶ月 以上ノモノ 六ヶ月以内ノモノ 月以内ノモノ比率

昭 和 825 1.784  68. 4  

t:- 834 2. 681  76. 1  

4会 1， 306 3.014  69. 7  

t:- 1. 247  4. 145 76.8  

d与 1.347  4.604  77.4 

併用ー7刃〉

317 1.422  81.7 

第三の人的要素の低下の主因は熟練工の減少である。 r[:l来土木建築工事 には何々工 と銘

名 の 出 来 ない人 夫 即 自 ｅ ｛Ｓ ｾ 移働者が大多数 で あ る が 、 時局柄共傾向は続々甚 ｔ ごしし 向ほ年

齢的には老幼の 撒 を 増 すに 至つ ＿こ。此 の 所 謂 人 夫は 比 較的単純な作業 即 運搬 、小 手 ｦ ｾ ｩＭ 、期

方等に使役するが、市 も災害の多 い事は第六表の如 〈断然主位を占めて居る。土木工事が

V II 1 8  



建築工事に比較して災害高率なるは此穂鍔働者か多いからである。叉所謂災害型とでも云

ふか、同 一人で同 ーの災害を繰返す人もあるが此の中 には仕事に勇敢なるものと 、無頓着

のもの k ある。

向慨して働き 盛 りの二十蓑三十蓋の者に多 し 叉重傷者を出すのも多〈此の部類である

第 四 表 死 傷 者 年 齢 別

16歳 21歳 26歳 31歳 36歳 41歳 46議 51歳

年総，8IJ 15歳 以下 言十 l  

20歳 25歳 30歳 35歳 40歳 45歳 列車抵 以上

F頂

川 51! 1 叫 川 川 叫 川

9 1  51 3 1  I 1  21 41 61 7 1  81 

第 五 表 工事. ) l IJ こ謝スノレ死傷 ( 諸 問 震 }

工 本 | 死 傷 側 | 出 荷 数 | 比率

建 築 工 事 | 1. 51 

土 木 工 事 | 1. 91 

是等; 最 も災害1Ljニ数の多い自 rJl 労働者の訓練指導と 言」、事は質に困現!l の業 にして、! 誌面iJ ! を

般 にし、 懇切 に指 導し 、 叉機械工兵に［ｉｬｬｾする智識を途［Ｚ［ＷＨに輿へて危険より 速さ' からしめる

外はない。

4. 職 別 に 依 る 災 害

不熟練工の災害率多き事は前段 lこ於て述べTこが、職業 に依つでも災害率の大;J、あるは菟

れない。是等; 職別の災害は設備の如何も本より無いと』ま言へな いが、職それが持つ性質で

はなかろうか。此庭に職別の災害防止益j策を1慎重考慮すべき 必要を痛感 するものであるが

その指導訓練は一朝一タ に出来るものでな〈所制年期を勤め上げに者であらねばならぬ。

然し重傷死亡等の原因? こる墜落物踏の溶下、 hJjJ 袋倒壊、機械の故障等に依る災害は或る程

度或は杷鎧に設備その他の改善に依って故防す可きである事は言ふ迄もない。次表の示す

如〈不熟練工の 人夫高位を占め 、土工之に; : j ，くぎ 、叉高所作業の鳶l肱及び危険率多き餓工勾;

の順とな り、研工、石工等の件数多きは微傷多き矯めである。

第六表 Jf，捌死傷累計表 { 締 結 君 主12年)

職. .8IJ  1死傷歎 1就業努働者 1災 害 率付

延 人 員 一 商 人 =

土 11. 0  

鳶

人 21.3 

1  9  VI I  



大 5. 2 

銭R 7. 3 

7. 3  

左 4. 1  

8. 2 

I百 18.3 

石 20. 0  

塗師 工| 1.5 

J毛 4. 7 

言十 |川6 1 2.42同 4 1 8. 2 

5. 災 害 の 原 因 別

次ぎに災容を原因別に検討すれば、次表に示す如〈土木工事に於ては土砂崩壊又は落下

を第ーとし、運搬取扱中之に次

ぎ、建築工事にありでは運搬取

扱 ｾ ｉ ｬ を主位とし、墜落が之に次

いで ゐる。 此鹿で墜落であるが

側足代上より墜落する事は殆ん

ど稀であって、多〈は大工に於

ては1限枠 Jj i! J J 中又は IJ 、屋_1--.1こ て

作業中、駕は11史f' p取外し中叉は

高所に於て運搬或ひは作業中で

あって、共他鍛工等は大工と時

々同様である。これを以て翻れ

ば安全衛生規則に側足代に閲す

る規則を般にし 、足代掛げに熟

練工を強要しあるは、元より 重

要ではあるが 、質際は此の矯め

の災害件数は殆んどないことが

了解される。

事， Aこ主

有国 え1易Fi

lf .jJW.. 

2斗2
長線中

ti- ι  5" 88 

f主主
土/3

ｾｾ例 4.4-も

同不て

:i-下 387  

章輪 35斗

踏オ左 2 _¥)  

エ異類
178 

機 械 141 

二主 Z沙

1 2ft. 
崩 壊

倒壊物 i ス0

l街物4争長ュ
; -2 

ＮＤ｣ Ｔｾ＠ μ z  

ｾＱｾ 昂回判 (  dJ {. o! ] -f-疋1

l (JiI 1. 00 .100 柳 川 600 700 ;00 100 

一

J - - -

ト四百回・

ヤー-

』園田

トー

第八表 工 場 建 築 災 害 調 (1昭和 12年皮〕

| 工事建築 ( A) I 英ノ他ノ建築( B) I  官十 ( C)

原 因

炉J I  ( 会) I  ( 号) I  ( 育分率〕

VI I  2 0  



467 445 912 

工事機械 = 因ルモノ

( 0. 51)  ( 0. 49)  ( 12. 79)  

625 1. 504 2. 129 

墜 務= 図ノレモノ

(0. 29)  ( 0. 71)  (29.85)  

373 717 1. 090 

物惚ノ落下= 図ルモノ

(0. 34)  ( 0. 66)  ( 15. 28)  

53 95 148 

待基金危険物ニ図ノレモノ

(0.36)  ( 0. 64)  ( 2. 08)  

型/事働者ノ行動= 因ルモ I  
975 I. 602 2. 577 

( 0. 38)  ( 0. 62)  ( 36. 13)  

側 ノ 飛 来 = 図 レ モ / [  

58 118 176 

( 0.33)  ( 0目 67) ( 2. 47)  

尖 ノf也ノ原因= 因ノレモ

32 68 100 

ノ

( 0.32)  ( 0. 68)  ( 1. 40)  

2. 583 4. 549 7. 132 

総 言十

( 0. 36)  ( 0.  64)  ( 100. 00)  

第 九 表 7K 力 護 軍 工 事 災 害 調 ( 昭 和 12年度〕

二六ぞ!ド 内ド 外|合
亡|重傷|計 亡|重傷|官l 死亡| 重傷| 計

( ，1  Ｉ 土 石 Ｏ 捗 ｩ ｾ 叉 ノ、落下 25 1. 052 1. 077 1 1 1 ml l 醐761

1  (35.66)1 ( 25. 12) 1  ( 25. 30)  

( 2 ) 物 惚 ノ 落 下

十i
1 1 1851 1凪118

1  ( 2. 33)  1  ( 2. 59)  1  (2. 59)  

目 1[ 27 [

34l 790l 824 

( 3 ) 墜 '14i- 7  566 593 

( 26. 36)1 ( 11 . 07) 1  ( 11. 34)  

( 4  ) 湿 搬 車 柄 675 

( l. 55)  ( 13. 75)1 ( 13. 53)  

十l

96[ .8[  
( 5 ) 機 械 設 386 394 

( 8. 53)  ( 6. 71 )  1  ( 6. 75)  

( 6 ) 積込、運搬叉ノ、 取扱

- l 「m
266 654 654 

中ノ物鐙
一 ( 12. 89)1 ( 12.67)  

80 94 

( 7 ) 火聖路叉ノ、爆鶏 791  2  13  15 

( 10. 85)  ( 1. 12)  ( 1. 29)  
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2  I I  131  
( 8) 電

3 ー 10 

( 1. 55)  ( 0. 15 )  ( 0. 18)  

177 177 

( 9 ) 工
具 128 128 49 

(2.48) ( 2. 44)  

( 10) 物 怪 ノ 飛 来 170 170 183 183 

一 ( 4. 95) 1  ( 4. 86)  

( 11) 火
傷 14 14 ー

一 ( 0. 48) 1  ( 0. 47)  

死 1 2 1  

10  

21  8  8  

一 (0. 14)  

(12) 溺

( 7. 75) 

一 蹴 路 間 1 -
1  ( 0. 78) 11 何2

943 

282 660 661  

( 12. 98)  ( 0. 78)  1  ( 13. 20)  

701  21 

(14) 構造物材料、貨物ノ

94 

( 2. 27)  1  ( 2. 26)  

倒崩壊

( 1. 55) 

1  

110

1  ｉｉｾ＠ 4 1  119 

1 4 1  m m  
イ也 123 

( 15) 尖 ノ

( 3. 10)  1  ( 3. 21)  1  ( 3. 21)  

言十
| l  l l i T 7 1 3 1 7 出52 12. 85412. 90617714. 28114. 3581000. 00) 1000. 00) 1(100. 00.  

悲に建築工事中で災害の最も多〈且つ霊死傷の多い墜落及ひ' 落下物 tこ就て述」くれば、墜

落は建築物の高さに比例するものでない落下物は或る程度高 さに比例する事である。

これは墜落には精需11
1的作用が働事 、落下物には物理的作用が働くからである。 E笹本は三

十尺、四十尺の高所よりのものは殆んど稀で、大慨は十尺内外が最も 多い。即ち注意力の

問題である。市して災害の程度は

高低に左程開係、ない。箪・者は百二

十尺の煙突から 叉百尺の「パラペ

ツ ト」から盤推して今向 lま健在で

働いて居る人を知って居る。落下

物は建物の高さに比例する。即ち

鎖骨建築の如きは数段作業となる

矯めその教を増加し、落下物が落

下の加速度に依って被害を大なら

しめる事は物理撃的に見て明かで

ある。 比較的干l'撤が多〈且つ軽傷

の如〈して休業日数の多いのは階
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抜であるが、之れも災害型 iこ属する人に多い然し之れは現場の整別に依って除去する事が

出来、事責迫年減少しつ〉あるは喜ばしい次第である。

災害鼓生の時刻は大趨前表の示す如〈 、釘.年度叉内外共-lこ凡そ 一致して居る。即ち 1r前

十時及び午後三時前後が最も多い。これは従来撃者の設では疲労、俗怠、主主1Bi : 等の結果と

されて居るが、苦等の1国鈷よりすれば、質F は此の11寺1mが克も 能率を殻輝しつ〉ある H寺で所

言問鹿 ｾｩ 阜」 、強阿は山を見守 、 であって 、 仕事に熱中し過ぎる結果と言」、方が寧ろ安官［では

ないかと思」、。

監督の任に首るものは最も此の時刻に注意を要する。共の防11- . 法は此の時友IJ に十分乃至

十五分の休泡 Ｑ 時間を取る事であって自信に質 ｾ ｩ 去を怨げつ〉ある。 ｦｬｬ し特種工事Ｎ例へば「コン

ク リート 」打の如きは此の時刻の十分乃至十五分の休憩が非常に能寧の低下を来すので問

題となる 0 ・即ち休憩の矯め仕事を一時中 JI: するには夫れ相'JJ; の準備が必要であり。又労働

者は多 <IJ 、廻i!; iJ11t である故午後の休憩を忌li 日; するのであって 、こ 〉にも王m想! と現貨との矛

盾がある。

7- 安 全 設 備 と 経 漕

工場方面にては或る意味で安全設備即ち生産設備でゐる場合が多々あるが、土木建築に

於ては物が ＱＱ 夏設であり 、 一時的である開係上 、ｻ 寸工共に経 ｩ 内的にし＿こいと思 ｩ 、 のは ー 肱 Ｑ ＡＱｾ

JIII からぬ事である。f J I : し事いやしくも人命に闘し 、1W1策遂行の重大要素である事に思ひ到

らば、進んで安全衛生規fl l J を遵守し共の趣旨を徹底せしめき' る可ーからさ' るは 勿論である。

向之を粧情的に見るも 、 限りある労働者の間力を Ｑｮｾｾ｛ｮ し 、 長時 ｮ ｮ 伎役し て能察を低下し 、

災容を蛮生しては直接負婚を増大し 、加lふるに災存在生時に於け. る本人及び/ I'J 聞の作業の

中止の損失等を累計すれば相首額に 建す可 〈、若し之れが設備の不完全より琵生し?こると

すれば共柿修に 要する失貨は又相官なるも のなる可し。きすれば、仮設? こりと! i l lf も最初よ

り充分なる計訟に基き之に釘し油正なる経費を充 Ｇｴｾ［ｩ ・る事力Ｚ即経術的になるｽￍＩ ｪＭ 以である。

8. 結 尾

人命の貴重なるは今夏質言を要せ十叉人誰れか灯んで災容を招かんやである。共及ぼす

鹿は一人にして止まらな い 位の事は持働者ー各自が百も承知であれ現下の ｈｊ ， 勢力 ［ Ｍ Ｍｩｩｾｪ の瓜

一本の指の損粍でも 、 直接間家の消長に影響する事も腕抗ながら夕、 ｵ って居る。ｾ際現場で

怪我する事は職場で弾に lドる事とは和共趣きを具、にして居る。迎ければ大底の場合避りら

れる。又現今の設備が決して危険金感じる様なものでない筈である。それに何故災害が絶

へないか。夫れが怪我であろうか。食はんが矯 め ｩ 動〈。 ωｊ い＿こｾ め に食へな〈なる。之を

運命と言って仕鈍へきれょうか。政府 l主義に扶助法を/ 1 ' ，し 、次 いで安全規則を護ギri し? こが

要する に先のは後始末であり 、後のは原因の防 11:でーある。之れを{ 仰訴に換言すれば未来と

過去の 心得は 1+¥来?こ。さて現在はー開設が投って呉れるかと言へば夫れは結局自ブJ 本間で
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行 〈 よ り 外 は な い 。 即 ち 共の 日 共の 接 の 災 害 の 防 止 に 就 て は: 吾等蛇督の 任 に 首 る 者 と 務 働

者各自と力 Z確 かり と 心 と 心 の 手 を 取 り 合 っ てJ刊戒ま しめ 相 扶 げ て 此 の 恐 る可き平手11の 職 場

に 寸 分の油 断 も な く 惟 々 し く 戦か つ で 行 〈事 が 災 害 防止 の 本 旨 で あ り叉 隊!策 に 忠 な る 所 以

で あ ろ う 。 以 上

商工省工婆指導所研究試作品展示含

昭和 3 &v 以氷仙釜 にあって我図の工事毒産業の設展指導に常り 、 待に最近は輸出恨興の闘策の

下に 、主主匠の高級化、技術の近代化、生産の合理化等に逝進しつ= めつれが、 愈! kl 侍局の要求

により東 京 本所の 建築 、 腕 ｪ 西支所Ｈ大阪〉の ￰ｦｾ 設が資現される事になっ ＱＺ 。七月開所と同時に

左記の要領で展覧舎が催されるが、 目的とする t ころは過去十一年間の問先試作品及び事業内

容を紹介し 、 之が利用活用によって日本輸出雑貨の高級化上の闘滑なる将来の連絡漣i ! 主に資し

れいといふのである。同時に合療には相談所及懇談合等の開設がなされる筈でめる。
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商工省工事指導所碗究試作品展示会計君主

一、 合 期 七月二十二、三、四日の三日 間

二、令 接 朝日令官官Ｈ大阪￯ｉ￯ｾじ 路 中之島三丁目三苦手地 〉

三、陳列品内容

イ、輸出向工製品 の研究

耐 光 性彩漆の研究 、 漆器に日目する新加蝕法の研究七種 、 淡のｊｲｊＧ ｴｾ 塗袋のｾｆｦ究 、 金鹿着

色の改善に日目する 研究三種、 アルミニウム加工技術に附する研先王積、 彫刻服用品 の

改善研究、ステンレ λ 際用品の研究、銅 tl 日線用品の研先、家具の構造l i J T 先四種、 d、木

工霊ｾ， ｦ｢ の研究、 編 組工 製品の研究

ロ、代用品の研究

竹材別問の研究五種、待殊合板の研究四種、 木材不IJ 照合板の研究ニ樹、 ファイパ ー別

用liH究、水産皮革利用問先、新製漆の問先、 金属 に依る 茨百彪 Jl I l 服用品の1l f f:t t 二樋

ヘ 基 礎 研 究

家具及照明具の規範原型の研究二種、 プナの防斑の日I究、 輸出向漆務、核及下地の改

善明:F12g三種、アルミ= ウムの蝋付に附する研究二種、 金属 に依る 談前mp.I'. 法の研究二

種金型の研究輸出向 ｩ 察官器及木工品に於げる 蝶番改善 に 関 するＡ 日 ｲｾ

= 、本所事' 業 紹 介

本所事業方針、若手当主制要及設備、ml 係、{専M及研究生関係、共イ也

回、陳列品対数 約七OOI D占

五、共イ也の催し

相談所設置( 合期中〉令境内 、座談令〈各専門別〕懇談室にで、 ラヂオ放迭或は講演令
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昭 和 1 4 年 6 月 2 日

先生・ A B  C 倶 柴 部
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坂 一一 進行係をやらせて噴きます。御案内申上 非常時天災時に於げる. ! i i . 置、卒常の訓練れ、ふも

げれ如〈この計重は編! j i l i : のっちで、お立になりまし のをよく行って居られる様に考へますので、我キ

? こので、誌上に愛表致しまして そして合員一同を 建築家の方にされ 、ふ本が非常に季考になるんち・

科金する様なお話を願ひ? こいといふ桜な率でめり ゃないかと思ひます、常識的の事で結構ですから

まし? こ。それでなるべ-( 協舎に開係の無い協合外 何かさう L、ム方面のお話を伺ひれいと恩ひます。

の方にお話{ t > 願つれな C，ば、ぃ、ぢゃないかとい 伶それに抑らす，何か災害関係に就いてお顕ひを以

ふので、さういふ方面の方に多く御出席念願ひま します。

すつもりでみり まし? こ。二三さういふ方商のカが 鮫島 4 一 貫は私 l立後藤さんから今日のお斐頃命

御妖j常にな って居りまして、誠に溢憾でとき刊 、ま を受げまして、後藤さんがこの令に出席出来ない

す。 叉この席に衆て項げればよかっ? こと考へられ ものですから私に参れといふ事でゐ b まして質は

るカがあっ? 二かも知れませんが、 計謀者の方で十 建築協舎と餓遣の天災と いふものと一緒に並べて

分智識がありま せんので、決し? こり又は無理なお 考へる主主は依り録がない様で如何がかと思ひまし

願ひｾしれといふ黙があるかも知れ ませんが 、 恐 れが一方から考へますれば、餓遂で卒素ど八な様

からす御諒承原ひ1:o、と思ひます。それか ι ぉ集 な組織で、天災といふものに倫へてゐるかといふ

りｾつれ 方には政 め大股こんな話をして項き ＱＺ ， 、 事をナ・・・・・・

t いム希望を添へてお頴ひしれ縛な んで すが、こ 坂ーー それが伺ひ7こかつれ八で す、どの位跡。

の席上で、お泉付の一毛おその他にお して、 :t，，- 話を願 に災害に関してやって居られるかといふ事子 ・

って結構Tごと忠ひます。この様なお話を待にお・願 鮫島一一 色ても怜しし、のでゆっくり考へる暇が

ひして御出席を依積 し7二本 し そ れから協合内部 ないのτ お話する順序会考へてみれ司王もな いので

の方の災害強度委員舎の関係の方或l立編料の方に ゐりますが、 まゐ鍛造の災害と申しますのは風7! (

lま待にお話を願はなかっ1: のでありま すが、座談 警の接合でごさ丸、ます、火災と申します様な例は

舎は話上手な方が必要なのと同時に聴 t 手な方が 非常に少ないのでござ・いまして風水害、持に風よ

矢張り必要でめると思ムんです。それで協舎内部 りも Ｗ Ｑｴの場合が多いのでごｾＭ， 、 ます。そしてその

の方は寧ろ聴くＺわーの側になって ｉ 頁き＿二 ｌ 、と恩ム ｾｪ 場合に起ります筈はどんな様なものでめるか と申

であります。いづれも、相常 の方ばかりでありま しますと 、餓道線路が何かの被害を受げ る、伶細

して、各方面を7御存知の筈なんでありますが聴 11う まかく中上げますと餓道線路の敷L、である虚に盛

す時の要領は素知らん顔をして婚出すんですね。 土があ b ますがそれが尉れる。或は築堤がJ 1t の銭

一般の合員の頭といふ率五? 考へて、 7こt へ自分が におt される或lま附近ー幣洪水の然に浸水して長い

よく承知してゐる鼠であっていこ んな様な事を 時間滞J 1t するといふ綴な察、 それから線路が流失

漉〈のは耳弘、かし い といふ様な糸がしてしそれを する叉地震とか戎[ ま洪水といふ努合にトシホルが

そ知 ι ん顔で手繰 り出して項〈と非常に一般の潟 尉援するといム様な事がまめ大鑓考へられる、こ

にいい のぢゃな いかと思ひます。さういふ計輩で れらの事故に或は外の原因もごさーいませうげれど

ーツ話の題闘でｩｍ営な慮ｾよ〈手続り出 して項き も、伴って起る事故、叉列軍の脱線煩覆と いふ機

? こいと思ひます。主主行係とい ふ様な$ 1ま不馴でめ な事故これに伴って起る事故又鍛造省が持って居

りまして、なかなかうま〈出来ないと思ひ ますげ ります専用の遁信線路の事放といふ様なものが起

れども、待に手繰り出しのカをお顕ひしで置きま ります。次にこれに鈎する虎置或は散防といム様

す。唯一人が喋って他のものが斉唱してゐるとし 、 な事を申上げます。まめ事故が起りましれ時には

ふのでなく混然ー鐙となってーツの話を主監めでf f f包含; 的の滋置合取ります。これは俄遂の性質上水

き?こL、と思って居ります。それか ら時間の関係で 格的復奮をやります前にまゐ取敢十なんとかして

大位九時に終了 の放定でありますが、お;-m支の方 列車会遁すだりのZ広告ナ念いでしなげればならぬ必

もごさ、、ますのでなるべ〈お差支の起( . な い機に 要があります。その次にこれを本絡的に遁十る或

主主し? こし、と考へて居ります。それではもld:' 勝手を は吹夏 ｾｪｊ 日へにものにすると い ふ様になります。

申しますが鮫島さ んにー ツまアお穎ひ欽します、 それでIlr放が趨り ましれ場合 に封して餓道線路と

私 の方からお.-IDtひ し?こ し、と思つれのは餓道常周が 致しましではまめ燃急、の色々の準備公平生からし
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なりればならぬ、 ま宇一若手に必要なものは材料で な C ぬといひますのは、全飽的の大きな水害とい

あります。 この材料にして卒生か C. 用意を致して ふ様な坂・合 lこ、地力の土俵が何慮かにあると いム

居りますがます・枕木これは新しいのと古いのと商 事が解って居りまして 、それを買出しに仔つでも 、

労使ひます、古い枕木は、線路用としては不通営 地方の消 防隊や阪の関 係で土俵の玖ｾ押へもれて

なものは撤去致しまして或る一定の盟主: i iHごげ適営 餓道が貿ふ事が ｉ Ａ ｈＡｾ な いとい ふ様な惑が起る 、 消

な務所に積重ねて置きます。それが何O & かに必ら 防隊などに幾ら認をナ言って話して い そんな時に

す' ゐるのであります。その古い机:71くを際、念の枕木 はお互に点立が立って居りますから 、 そ八な事でう

として間に合せにする。叉新 らしい枕木が毎年豆島 ま〈行かない質例もあります。土工用の道具モツ

る期防に何育といふ様な風 に制宛てられてこれも コ、措ヤ天秤棒、 シャペル、など持って居ります

一般に その時に来るのではごぎし、ませんので一年 げれども大きな災害の時には関係諸負人の方の手

を遜じて何問かに ｾｂ 布されるのでめります。これ を借りて、間に合せる或は餓道省のカで念いで騰

を後の枕木が来る見込がつかなりれば全部は使は 入するといふ機な方法もめり主す。それから餓遂

ないといふ容にして、或る一定数の後の見込がつ の電力逓信線の関係、電力これは大惚直倍の形式

いて衆るとそれを? 扮出す、後の材料。が来る毎にi I ' ， :r 採って居りますので材料lま全部省内で持って居

す、水害な んか一年の中時期が大総決って居りま ります。どち ι かの工司王をやります 1: めに専用梨

すか ら、 その L頁になる主待iこ準備して用意して居 笠線など海山ありますから 、 それぞもってみやると

ります。レ ールが流されれと いふ様な場合には卒 いふ事になって居 9' ます。 それから人間を集めま

生用意しであるレ ールでは足りませんの で停車海 す方法{ 立、紋路の保守工事に線路工手を使って班

に横れはってゐる何1.11線をちょっと外子しでも って が出来て居りますので、どこ そこの線路班といふ

衆るのであります。傾く僅かな数量でありますと ものが四五入力、多い! & になります t 二、三十人も

汲備軌僚といふものを、 これはレ ールの稲績が幾 ーツのグル ープになって. z p : 生からやって居りまし

遁りもありますので、 その線路に使ムレ ールが津 てそれ等の住所が解って居って、 もし客数がめる

IJJ iちります、 そして又一般に潔11: 流 されれといふ と命令が下って甲から L 、乙から丙といふ様に行

機な場合は、 その本線のレ { ノレと ff ¥I J 線のレ ーんと o慎序が決って居ります。それを手こから次へと自

大きさが遠ひますのでぐわ ｌ 、 の惑いｾｮ，起ります 縛車ででも停へる機にしであって、 どこそこに行

げれども 、何hlt かの側線を持って来る 、 ぞれから 〈とします、 その場合最少限度の人間fごりはすぐ

組織が非常に大きなものでありますからレ ールは 出てこられる様に畿務官舎に住居して餓道はそれ

何慮かで必らす，軌僚交換を致 して居るレ ールがめ に専用低話を引込んで居り ます。それは線路が今

ります。叉交換して置いて外に使ひ途があるまで 鍛れれといふ機な場合、或は、伶橋梁が流されれ

積んであるレールがめります。そゐ古いレ ーんを などの場合には係り大きな凶十尺も五十尺 b とい

使ふといふ機な容もあります。附毘品並びにこれ ム様な橋怖は隠急;工訴にはなかなか使ひ革It いもの

を組立てますといふ様な時ーもあ b ますo 砂利は侍 ですから 、大健凶十尺位の桁 :r かなりめちもこち

.B1J に用意致して房りません ので1信念の間合せをす らに惚念用の怖として積込みが11H! ミる械にffllj 線の

るのは兵慮等の土を lまりこむ事もめりますし石炭 脇に積重ねて貸車の床の高さに積ヒげで置いて屠

殺が馬車にごさ' いますか色一時これをほりこむと L 、 ります。それにレ ーんでも波すだげで横に flf_ げば

ム様な務合もめります。それか ら叉水の出る時に すくぺ橋になるとし、」、械に 、隠念工事の橋台掛りま

なりますと砂別を念に取る容がm*ませんで増水 すのは餓り桁ぞ使ひませんで軌保' . ! : 組立て軌保桁

時期の前に相官E青貧人の方が取って溜てゐるのが を非常によ〈使ひます。臆念; 工事は兎に角汽車を

あります。そんなものも懸念的に外の工事で使ふ 遁す仁めにデフレクシヨンは多いりれども何本組

様になって居つれの念念に聞に合せるといふ様な めばよろし いとい ふ様な強度計算は改め出来て居

惑もしますそれから築堤など鍛れまし土持 lこは土 って机僚の組カlま、批保. B
1
J に依って幾らか滋ひま

俵 :r 海山使ひます、 これは. z p: 生から買っては居 b すが大位決つで居って、 そのどれかの方法に依つ

ませんげれども 、何慮にめるといふ本は調べて居 て組立るといム事になって居ります。これに件つ

るんでめりまして、 この皐占もう少し考へなげれば て或はその他の原因で列車率欽が起つれ機lo目車が
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脱線しで1ぬ傑から牟分阪覆して務ち t: e いふ様な 主でも動げばイルカ t鳴るといム方法も布陣じて居り

事 故 が あ り ま す し ま す，機関車を上げなげれば線 ます。それから踏切苦手PJr に保線専用の穏; 話を号 IL、

路を関遜 する 、 事が ｈｾＪ ないといふ筋合には各機関 て置きまして色々事放がめりまし? こ時にも使ひま

康に熔念、車と いふものが2 f 主主から用意しでありま すし叉その他 の線路の保守上 lこ も 使 っ て 居 b ま

す。その中には枕木を短かく切ってすぐにジヤツ す。大惚近頃だんだん行波って来まし t: 。保線事

キ蓬になる' 1，の、 ジャッキ盟主蓋機関車を修繕する 用の回線が一本めりましてその方の専用に使つア

? こめに入るもの電力遁信電話電話線い 、ふ様なも 居ります。それから施設と致しましでは雲が降り

のを倫へて居ってそして、機関J f なる工努「この ましれ時に雪崩が来ます。これにおする純段落石

渇では鷹取の工場」などにこの施設がめりますか に劃する施設といふ様なものがごさ1 、ます。落石

ら、 その機関車Tごげがすぐ際援に行って落ちれ機 に重きしては大きなコンクリ ー ト録墜を遣ってその

関車 ｾＮｴ げる、それにはガス切断器など等色 ｨ 細 ポケットに石が落る様にします。然りに: K 1 大にな

かし 、ものを用意して居ります。それは場合に依つ りますと、ロシクロートの大きな柵を迩ってA に

ては ijijla堂上に貨車 t i eT; 倒れてどうにも仕方・がな 角其慮に引懸ってー下の方に止まる様になる、或

い ｩ 時には餓遂の部分ｾ，切ってそれだり引上げ＿こり は 、コ ｹ クリ ー ト路壁 ￞［ｾｉ 尽くて大きな柵 ｔ ごげを逃

して居ります。又線絡を織の方に引張って行って つで関西線の笠置なんか !i 、めそ こは風致地阪で

線路ｾ曲げて一時外の線路を殺げて遁すといふ機 ありますから背〈主主つであるので、半分トンネル

にしそれから徐今に貨車を上げるといふ機な率も の様になって線路の上金石が飛び越へてj又針nUI に

あります。これが事故が起きれ傍合に行ひます方 落る様な施段をｾって居ります。それは了皮熱海

法で、卒主主事故におしてどんな様な警戒方法を深 t 閤 /Hj 宰の中間に片方がア ーチになってゐる虞が

ってゐるかと申しますとさきほどお話し? こ線路斑 ありますが、めれなんか トンネんにもなもんし切

がごぎL、まして工手長が居りまして毎日一関づっ 取りにすれば石が君事ると L 、ム様な慮は半分ア ーチ

自分の管内を巡瓶致して居ります、叉分限長がめ でやって居りますo 小械と札恨の問にも似1: 桜な

り自分の管内を; 亙営に見張る、保線阪長は一ヶ月 ものがあります ｯｾ に主主しでも矢設 ｨ 鉱石と同じ

lこ一回は線路を巡服するといふ11 l i J 皮になって居 b 様な柵によりましてｾ｛ｃ ｮ 食止る ｭ って洛て来るの

ます、 それからこれが普泡の巡戒でその他に非常 を止る械な捌が巡ってゐります。叉雲尉を防ぐ地

帯戒と L、って卒主主は何も望書戒する必要lまないげれ 設にもこんなものがめりますが鍛造は今) 1 ; 古レ ー

ども 、雨風の時には危験な場合の多い様な. I l ! . は非 ルが海山あつれのでこれを組合せて進つれものが

常事喜戒を付げるといふ事にして一定1時間を置いて 沼知山線宮津線 1]11怠本線方面 1: 津山遺って居りま

やって居ります。非常警戒はーケ所に止. まってゐ す。この雲の方も結石と同様に雪崩が落ちましれ

る場合もごさ、、ますげれども大f } ! r o ; る距離を? 置い 時に下に納が!mつでゐって警戒容所のベルが鳴る

で、甲が乙の地に向って準む ZJ! 立甲に向って進む 様にしてめります。ペノレが鳴ると人聞が tPI て行っ

そして或る虎で落合って別れでお五ひに賜って行 て列車を止めるといふ機なカ法をして居ります。

い 叉被害が卒主主からある 、落石のあるといふ様 叉ラッセル車、 7 ツクレージヨんとカ色々の除容

な施、例へば周知山総の綾な. I i t は何時落るかも解 車を用意して居って、これをi J 1 . の降つれ日に J'Hし

りません待に春になりかげには右が浮いて法ると て雲を除げて居ります。そしてこれらの色# の種

いふ機な訟がしばしば起り ます。こんな様な虎 l立 類がとぎL 、まして、北海道では二種類も宛がはな

常置的に警戒をｾｬｩＧＥする場所として蕃戒の定員人間 げればならない慮がゐります o ]IIJ に] j [ がめって線

が決って居りまして毎日列車の出に其ｾｾＧￌｩｬｩ廻す 路の雲を除げて後カら行つれのが線路の外にもう

るといム機な方法を保って居ります。 警戒番所が ーペン ｾｪｅ ｉｉｬすといふ機なＺ［ｲ ｊ ＮＺＺｴ， します。そのこツの

慮 h の踏切でもなんでもない. ! I t に餓道のすぐ脇に 聞は衝突しない秘にｾｾで迩絡して二重 ｅ で行って

遺つである鼠が tちります。これはTごんどん工事を ゐる 、了度後に飛仔機のプロペラみれ綾な芯棒が

や りまして外の方法で務右を防殺しましてその軍事 あってロ ード を: i i ! i じて官iJ の恵とめる間隔をもにし

戒容所を除く方針で進んで居 ります。何一層ひど で行ってゐる ｴ ぃ ι 機な司 Ｎ ｾｾ四五年前 ｉ かも行って

い務石、例へば笠置なんかは大きな岩石がちょっ 房ります。警戒蹴療のイ也 に容の降りましれI尽に人
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夫を使ムの にーすH:¥てこいといふ位のものは各緩 いつはず1車が落ちん様にしであるのかと思ってゐ

でこの線は第一に傘げるべき線路でゐってこれに まし 1: 。

は大骨量雲が降つ1: らこれ伎の人駄が入るといふ事 臣室井一一只今は大惚災害の起つ1:1時の隠念: 重量僚

は卒生から調査してをかれて居ってそして政め承 ですが、餓泣を数殺する頃合、先程建築と般道 li

詩{ t - 得て置 いてすぐの間に合ーム機に保線区長と申 貴金 9 ｭｾｬ 係がな いといふ 様なお話でしれが滋遣を数

しますか、或は自分の匹域内では保線臥長は保線 殺する場合改め既往の災害といふものをデ - 1) に

事務所長に汲めこれどげ使って宜し L、かと いふ秘 して可及的、す ぐ さ い 、J 、災害を巡り件られる織

な承諾を得て居ってそれですぐ間に合ふとし、ふ様 な餓遁: 敷設立地といふものがめりませんか。

な施設をして居ります。叉事故が起りまし? 二接合 鮫島一一敷設の時に洪水は、 どの位といふ様な

に謝して地方の背年国主いふ機なものと連絡を取 事! 立大館考へて行って居ります。非常に建設線な

りまして、 そちらの効力を得ると いふ様な事も致 ども極端に節約されましれ匁に、矢張り六十尺の

しで居ります。それから相常大きな事故で b めつ 椅 ￬ｾｾ ヶ散り＿こし 、時に五十尺殺げるかれ 、 ム様な ｬ 時

ＱＺ 様な場合の辺誠＿に就いて鯨 ｾｉｩＡ 砲を使って今大Ａ仮 に li 1 > X ; る程度考へでやって居ります、山陰線の橋

でも 飼 って慣 して居 b ますが仙歪めれりでもこれ 梁が、Tごんどん現在の橋梁ではし、りなくなって泉

佐行って居ります。大住地殺と いふ機なものは、 て居ります。これは 山陰線全非常に倹約して遣っ

こんな械なものでごさ、、まして、ｾＡ放が起 りまし れと いふ原因か b 知れませんが鍛造線; 1 ; ; /1' ，* まし

れならば、すぐ、何時間位経てば主lb絡が出来そう 7これめに交泡が便利になって山除線の木材が総計

どといふ惑を包誌で後告する嫌にしてごさ' いま ｈｾ る 、 さうすると ｉ ｌｩが成れて 、 その聞係でＪＭの流

す。そして絵り時間がか、る機な場合 ｉｾ 1立、雨方 出が多〈なって居る ｾｦ ＺＱホが無くなるのでＷ｝ＨＮが念、 ｩ こ

連絡を? 取って雨カに仮の停車場合逝って、古枕木 tHて来るといふ様な ZJE も一寸考へられます。この

で線路を遣って共慮へ恨の道をつげて、F付近の道 tl ' . [ あっちこっち山が裸になってゐる様です。

E寄に辿絡を取る 、 そして道路連絡といふ様な方法 坂 一一今、イ古j つれ践で餓遊営局が災害防止に十

も探って居り ます。近 t:ril ま省法自動車がめります 分意伝用ひて居られる事は記［｜ｾＩ￞出来れんですが 、

ので臆念の場合に 、 その自動車合刻して連絡を取 そのカの災害防止に注意を j'UってA - られる限から

るといふ機にもして居ります。それか ι 阪紳聞の 御覧になりまして今の都市交誼i i : か或は空現時の

水害の時には一時船で連絡をしれといふ様な事も 交 iili 整法橋梁きうし 、ふ様なもの 1: 謝して、何かおー

ゐりますし、 叉阪糾m: 車の御厄介になって連絡し ａｩｴ 付の駄 ｬ まとｾＮｾ、ませんでせ ， うか 、 さう いふ結に

1: i : いふ様な事もしまして、大腿餓遣として第一 色今井まが付きますと叉我々のカとしてにんだん改

葬にやりますのは保線事務所が捻任になって大誠 頁をして行かなりればならぬかと忠ひます。餓逝

の事故1i 開主主する周がこれに謝して際援を? 致す。 は交訟が一時でも l上つては困るといふ文壌でめり

保線諜の方で際会虚置の後の i友m: 等でみ る様にし ますから普通のものと意気込が主主ふTごらうと忠ひ

で居ります。改支工事としては、前よりー阪間を ます; 1; ; 。

延してやるとし、ふ機な時には、改良質は資本勘定 鮫島一一 どうも古来り ・

でやると いふ本営やって居ります。 棚熔ー一一高斜線が大分出来てj去りますが地震の

板一一 熱海の海岸のｾＨ色の ｌ 、、慮で海のす ｊ に商 場合など十分設計そしてゐてもす存ると いふ縫な本

して出張つれ様な彪にめります、 めれば落石の放 を考へで居られるんですか。

防ですか。 鮫 島一一 東京の高架線が明治四十年頃に ｉｾ ，沫ま

飯島一一めれば切取りに至k しでも非常にぐわ L 、 し1:
0

J.- イツ人が造りましれので、す，っと以前か

が慈L 、、ト ンネルでも いかんといふ綾な庭で、石 らあつれんで す、 そして大正十二年の震災の時に

が t から務ちても道のカに滞る様にして居りま 滋ちて火災を起しまして、皆燃へて仕舞ひましに

す。 が煤又lま牟i裂位で飛んで居りましれ、 それは中ま

源一一 遜る時に何t:' らう t 忽ひまし? こ。みれば で大いクラックが張って居りましれりれども 、質

汽車が君事ちな い銭に あるのかと忍つれんですが、 l主、私は東京吹J t 事務所に居りましれので、直接

皆海の方に fH張つれE誌にありますね、Tごから 、 こ 関係数しまし 1: 。初は九吋位のア ーチの FI こ餓筋
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ぞ もっていってその間に詰めるのを行ってみれん 致して辰ります。大館件歎が滅つれと いふ事は多

です。非常に時聞がか、りますし 、 それ1: 'げやっ 少今度の事境に関係するんぢゃないか。一般的に

てみて、果してその強度に一緒になって働いて衆 物資の節約或は資源無意味に損絡しでは不可ない

れるかどうか、疑問だっ7こんですが、震際の仕事 といム風な一般閤民の中に、所吉田防火概念と いム

をやります時には、ア ーチの内仰lを主主いて取って ものが相営多〈偲'J ，、てゐるんぢゃないかと考へも

しまひまして、 これに四吋位の大きな目の金綱を れます、彪が損害額が非常に多いと言ム事は近衆

張りまして、骨を十二附餓筋合入れて、セメント 待殊の火災が多いのでありまして、工携なんかに

で吹付げて、表面がガサガサになっ ＱＺ ｬｬＡｴｾ重量ふと 於きましでは矢張り軍需関係工壌の機械の焼失な

いふ様な仕事ぞ致しまし? こ。天井になっ7こ時に 1J ず ども相営津山ありましでこの機械の損害の見積額

ソツ ト落そうになって宅寄付きまし? こげれども、め にしても以前と は高僚に凡積つに関係もあると恩

れで大健その後保ってゐるのでごｾＧ，、ます、げれ ひます。以上は一例lですが大穏に於いてきういつ

どい丸の内附近の定化に伴ってかどうか、解1 ) 1: 侍殊の火災が多〈なつれ事が窺はれます。次に

ませんが、叉クラックが音量計入つれか知りません 大きな損害守秘つれ火災でー・皮に何十前固に透す

が、もう相官の年になりますからア ーチの外に三 るものはそう多〈ありません、 Hil ち昭和十一年よ

ツのパッチを入h て、それをコ : / " 9 戸トの塊ぞ り既往十ヶ年間に五十茂回以上の火災といふもの

入れて、それで補強しれ様Tよ縛です。本営はあれ ば僅か一件しかなかっ? 二、然るに同十二年にはこ

はア ーチにしないで納戸 大阪の高架線みれ様な構 図、同十三年に一回、更に本年は般に四件になつ

主主で合埼設して居るんです、ゐ、いム様にやらな で居 b ます、斯ういふ墨付〉も考へでもJ ! I ! . に火災が

げればならんでありませう。 多くなつれと いふfごげでな〈、一聞の火災損害の

坂一一ー ありが? こうごさ、、まし 1: 。色々時間の都 膨肢を示して居ります、次に一高図以上の火災に

合もありますので、それ位に止めまして、次は一 致しますと昭和九年が二十六件、 同十年が五十四

ツ消防課の橋本さ んにお顕ひ致し? こいのですが、 件、同卜一年が五十二件であります結局五十件程

近頃の火災の状況はどんな風です o 皮fこ・つれのが昭和十二年には七十二件、昨年はー

裾本 一一大館事郷軍量生以来全般的の火災状況の 限百件に達して居ります。この結果会見ますと矢

傾向と致しましではともか〈件放が滅り まして、 張り株主去の大火災に図ｾ然してゐると言ふ主 主 は免

損害額が大き〈なつに、これが非常に著しく聖書つ れない事賓であります、これ等に封しましでも今

1: 現象であります。何故そう L 、つれ件数が、減つ 申上け ＧＱＺ 様に如何なるフ ｾｗ に於て如何なる原因に

で損害高が大きくなっ7こかと申しますと、要する より斯る結果を招来し? 二かといふ事に就ては目下

に工務とか或は特殊重要建物の鐙態的の火災が非 研究して居りますカヘ 侍 に 最 近 は工場火災が非常

常に多くなっ7こ惑に原因するんぢゃなし、かと 考へ に多く、この直接の出火原因といふものはJ 1 ¥t l仮産

ι れます。統計的に申しますし大健昭和十一年 業方面に相常多〈なりまし 1:。これはその工場の

には一千六百件、 同十二年 には一千四百件、同寸 従業員なんかが多忙を短めてゐるのでつい過苦手伝

三年 にはー千三百件、大館減少して霊長 b まし 1: 。 する、注意力もなくなるかうし、 ふ事が出火の遠因

所が損害に致; しますし昭和十一年が三百十7Ji， C  : ，って居るのでな いかと 、考へもれ主す。然し

園、同十二年が二百声Z図増加して五百前回になり ー商か b 申しま すと、色々原因不明の火災も柑蛍

ましすこ。昨年は更もに 六百三十高図本年は阪に、 あります。これいこ就L 、では我々の推察し得られ

五刃) i j の間 lこ、七百部固といふ1芸大な損害を示し ない様な不審の駄も考へられないでもないのであ

て居ります。これは御承知の枚方事件は別として りまして求だきういふ射に就いては解きりしない

一般的の火災に 茨はれれ現象で本年は宇年 も経過 のでゐりますこれに就いては短カ我々の方で究明

しな いのに例 年 の 倍 以 上 の 損 害 に な っ て 居 h ま は致して舟りますが然し我々ばかりでなくこれ等

す。斯う L 、ふ状態に謝しましでは常に我々営局と 闘係者に於ても相蛍白魔に倹つものがゐる様に感

致しましでも 、寧ろ火災の回数は士宮へでも損害が じまして先般来待殊高唐津築物の事業者、或は重

少なげれば い 、といふ理想に逝逃して居りますが なる工場主の方々 lニ集って頂きまして最近の火災

之に反する状態を示して居る馳にま;t， 、て色々研究 状況i " 申 t.t1、種々原因ぞ示し意見を披漉して允
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予言権者各位の自繍自戒をお願ひして居る様な擦で 務課と迩絡を取りまして、所精粗雑建物に主主する

めりま す。最近特に損害の、最も著しい火災 lまな 防授といひますか、 fli 火におする注意警戒をキ日常

んと申しましでも東紳、三菱、 住 友、陸軍の大合 喚起せられるべきぢゃないかと思{ まれます。殊に

庫を初めとして大阪創主務毎十合1買賓貨底等でゐりまし カか、うj ｾ、 」ふ、板張り吉式気主遜 ｅ 稀 Ｗホ， ｨＧ テ Ｕ猿長ノパぐラツ長式 ｅ述建弘註Ｎ物に火

て宅衣 ｫ に塁 皐匹校火災にめ ｨ ましては司本 ｩｾ 艶堅以 Ｕ衆挺中等塁筆詩校 災が起りますと ｨ 、 消防白身の活励にも，支隙 Ｖ伝ｾＡ＾来ｾミ＿れ こ

小書 撃昼 校 で七 件 も ｬ出 ｉ ｴ ｾ火 ｫＮ �が［ゐ り まし ＱＺ 、 、 これカか‘ らも直 します o lr型5

接の原図は』筆匹校の工司本E主答毎カか、も l出也 7れ: のが約半分位 ib Ｗｫ するに数し主しでも土ｾなら破れますが 、 斯様

ります。事校が側 々建築中その建築務ま王者の不法 なものは殆んど7 k { ! > 渇いてなかなか中に絵、透しな

意によって火事を出すのもめりますが、 これに就 L 、、脳って、 さう L、ふi ! l l : 物の延焼率 れ、ふもーのは

いては、 それぞれ営時者の注意を喚起して居りま 内部の熱度が上昇致しまじて移燃延焼率は高くな

す。倫一般事校にしても事校内職員生徒計 hでな って参り結局、小さ〈て済む火事{ ! > 大き〈する様

〈改築等の務合は建築工事者に劃しでも'祭校営局 に仕向げてゐるといふ綾な事も考へもれます。か

から注意を促して貰ム、か れ 、ふ風に致して居る らいふ駄も相営防火望書策の上に於て研究すべき鮎

際でめります扱て建築方面に於て待にどうし 、ム種 ぢゃな L、かと考へます。それから工持火災のI時に

類の主主築物に火災が多 いかと申しますと 、矢張り 大き い火災のーツとして従業員に仰注意申上げれ

粗雑な建物に出火の率 が多 L、、昨年一年でも五百 が困つに事は、どうも 、普主主の I主家の火災もかう L、

十九械の焼失がめりまして、 これを建物の種類か つに傾向があ b ますが、火事を消防機関に遁報す

ら申しますると普遁の叉茸建物が四百十三棟八十 る事が非常に遅いのでみりまして 、放なか 、慌てる

y . 叡張 b及ぴパラック建九十回線一入メ、耐火的 結果か、又責任感が強L 、れ、ひますか、 なるべ〈

ｾ物十二棟ニメ侍にその内惨害の大きい工場方面 消防機闘の手{ ! > 煩さす・して、事業者自身の手で消

から考へますと二百七棟ゐりますが、 この内普惑 をうかう L 、つに様な考へ金持? これる人が多いので

主主主主が育五十二 棟で七十三y . 、 J仮設り及びパラツ はないかと考へ られます。それは何故かといふと

ク建四十回線二十ニメ 、耐火的遺物十一線で五? ム 大健御承知の様 lこ、普遜民家は我々の方に知らし

11佐統計的 に申しますとかう いふ夙になりますが、 て項〈のは火災専用電話それから火災報知機でめ

大阪市内 に賀際ありましれ火災の建築様式{ ! > 比絞 りますが、特に工境方面の火災に就し、ては 、これが

して凡 ます と、何と言つでも木造板張建物、組維な 少〈牛分位は消防機関で後見して居ります。それ

所間前テ張建物とパラック式建物の出火互容が非常 は火見憾できま見しますので、恐ら〈火・沼が上に[ l ' ，

に高率を示して居るのでめります。最近工壌火災 てゐるんですから 、 もう金〈手がつり られぬ機に

が多 い といっr 僚な{ J r . の賀状を聴きますし工務 なって居る。随って消防の効果 lま貨に揚 らないの

を建設或は増設のお野合兎に角念遣するそれが気に であります。火が一寸也 1: 時 にすぐ電話か報知機

は少々法 規に主主へでも早〈建物にしなくてはなら で知らせて項きますならば小火の符に我々が活動

ぬと言つれ様な駄が窺はれるかい、ふ財に多少火 しますか乙 、僅かの程度で消せる 、 といふ司王にな

災損害を大ならしめる原因がめるんぢゃないか、 るんですが、然しどうも火災遁報が遜いれめに僅

こ れは ￍｬＮｬ 論素人の 見 方で す が 、 ｾ稿写粗雑なポテ張 かー戸位で寝耳む様なものも 、二戸も三戸も燐げる

或は バ ラック mは火災のE容が非常に高い といふ事 といふ機になって、 この対非常に我々としては迭

は結局他 の建築よりも燃え易〈出来て居るのでめ 憾千部でゐりますo 倫之に附じまして大きな工右寄

りまして、随ってかう いム風な建物は一度火災を になりますと自衛消防といふものがありますが、

起 しま す と治んど全焼して他 に延焼するのが遁例 これも一面から 1，、へは' 自音量的の消防設備でめりま

でめりま すが、m物が堅牢で耐火的でみりますな すので出火の場合これ位の火事t:' つれも自分等で

れば少々をま火して也容易 に消せる。叉すぐ消せな 消せる t:' ι うといふ様な考へで活動する。蕗が卒

〈とも 延焼を防ぐ効力がめるかと忠、ひます、何千， 素十分訓練も行き C ¥" いでゐないし 、当日' Lt 組織も

建 物が粗雑な板張りやパラックは断簡煩燥を苑が 十分でな い れめに 、 自分等でー憾消防の ｬｾ ｐ 厄介に

れ ない。 か うい ふ容は 組事 ｉ ｾ の建物から 出 Ｗ 二 火 災が ならす' に消そうと いふ考へで若手致じまして い

多 いのであり まして、 この鮎 に就い て建築課や工 主主に それが防止 出来な し¥ 自分で手が付げられぬ
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本になって漸く消防に主主知する 、 その時 には既に でめります。この駄閉じ過失でゐりましでも他の

時機を失して居るのであります。かれ、ふ風な事 場合主失火の務合とは異つ仁社合的最多響を及11'し

で自衛消防それ自身を過信するこ主も大きな火災 而もそれが相営大きいのでめりますからもう少し

にならしむるーツの原因ぢゃないか t 、考へられ 失火に致しましでも殿町主義で臨んでもよいので

ます。 この誌 もーッ 、 自衛消防のゐる方面に於か ないかと思はれ ます。斯〈することによ って社令

れまじ，ては、お互ひに注意して、速かに消防機関 。関心を持? こしめ防火の観念を喚起することが出

に遜報されれば誠に結構と思ひます。 先般も大き 来る様にも考へられるのでみります・・…・。

な火災がありましてこれは火の見で後見されれの 坂一一有基盤うごさ、、まして御設は誠に結構でこ

ですが、その前に小火が二回あ って、 その時 には れはわれわれ建築界の j J では何か手前味噌になり

自衛消防が自分の手で二度共どうやら消せ1: 、 t ますが消防の方から L 、っていに V きまして甚Tご結

ころが三回目 になって大きな火災になりま υ て、 構です。

消防が行きましれ時には塗に如何する事も出来 な ｾ井 一一一寸質問します 、 私はよ〈現場を見に

い状態となって居りまし? こ。そ の時よ< ｾ見場 ー の事 行きますが、この間も玉置君が行きましてき見に消

情を関係者に就いて調べますと小火時は表面消え 防に従事する人と建築課のわれわれが常に交換敬

7こと忠つれが本営は内部が完全に消へて居らな 授みれやうなことをするのがー脊よいぢゃなし、か

い浅火が原因で第三回目の大きな火災が起つ7こか と忠ムがといって居りましれが消防の方法につき

ういム鈷は自衛消防の過信に基〈大きな失敗のー 消防側の方でかう L 、ム駄につきかう L、ふ方法がょ

っぢゃないかといふ風に考へもれる自衛的に消防 いと かかう いふ方法で墜をこわす時にはこちらか

設備をしてい 1: ¥"  < は結総ですが官より過信きれな らホ ースを?向げるがよいとい ふやうな御研究ぞ常

いやうにして ｌ 、 Ｗ こ ｴＺＧ き Ｑ Ｚｾ 、 のです。倫一面に於き になさって居る t:' らうと思ひますがさういふ風な

ましでは火災保自主の加入によって一部には何うも 指導について何か新しいことはめりませんか。

火に聖書する跡心が即 ち防火の概念的架まって居ら 燃本一一廷のこわし方については色々研究弘し

ん様に，忠はれます。これは火災保験に加入して居 て居りますので中々商白いｾも潔ｩｊ ｬ ￰Ｉ ります然し

れことによって火災の狽害を菟がれるかういふ考 之》では一般の消防戦術についで申 ートーげますがこ

へカが大きな原因をして居るんぢやないか。現に の問も十合育貨 i占の火災でー苦手考へもれれのは時

ゐつれことですが或る大火災の箔災者の挨拶状に 々われわれが研究を綴げてゐます消防戦術主いふ

「大鎚迷惑をかりましれが宰ひ火災保徐に加入し のをこの時も研究をし れ揮でめ りますが、 一般に

て居つれので損害はな L 、かも何卒安心してくれ J 机上論よりは笈際問題の起つに時具健的に研究す

かう Ｚ 江、のがあつれので斯様な考へ ｪｊｾ 持つ者が るのがー苦手適切でなし、かと考へます。十合の第合

一昔日にはありますが、今日はもうされ、 つれ時代 高層建築物火災防禦の研究をしまし 1: が例へばホ

ではない自分の損害はとりも直さす・岡家的の損害 ースをヶグト昔Eから仲す方法について いろいろ議論も

でめる t いふやうに考へればもう少し防火の概念 ゐりましに結局その時には内部の階段を' 登つれホ

も深まるんではな L 、かと思はれます。 叉更に一歩 ーースがー苦手有効でめつれといふ結論にな っ1:
0

}o)j' 

っき進んで考へま すと火災とい つに所で保験に入 が こ の間堂ピル屋 ｫ の物置から ｈｾ 火しましれが高

って居るから保験金が入れば却って儲かるんだと j菅建築物の火災 t してはポヤですが相営霊腕しま

いふやうな賀は露骨に考へて居るものが往キない してその時グト仰|か ι ホースを伸して飲水すること

でもめりません。かうし、ふ駄か ι 火災保険の制度 にして早遜回生病院の前の防火栓から卜階屋上迄

については相官研究の自余地があり就中超過保持主に ホーλ を引上げ' て7. 1<を tp. しまし 7こがこれにより ま

就ては最も考へき' るを得ないのでめります。一例 すと、地上のポン 7 ・の底力二百封皮也ましれが上

として一部闘の財産でめれば半額の五千闘 しか認 に昇るに従つで落差の関係で医カが下りまして効

めないといムのも防火概念会喚起する 一つの方法 果がない桜に凡えましれが結局八十封皮筒先堅カ

ではないかと考へます。もう一つ地罰 のi問題で何 がめりこれによれば優に消火の効力は十分でみる

うかと思ひますが何うも失火郊といへばその鬼罰 こ主を認めまし 1:。次に ピル内の消火栓ですがこ

が非常に静微の様でめるが放火になりますと重罪 れを使用しましれ然し高居建物 δ 五六階くらし、に
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至りますと消火栓の懸カは非常に下り殆んど効果 と思って居ります。

が現はれな L、、漸くバケツで汲み上げる千里皮であ 坂 一一工場の自衛防火図ですがめれは防火にか

る容がわかりまし 1: 。かう いふ事で結局七八階乃 〉る前に消防署に惑報すると L、J 、やうな規定はな

至屋上の火災には外の方から部署するのが効果が いんですか。

める内部の階段をくるくる廻って登るとホ ーλ も 栂本一一規定と言つてはありませんようですo

J をくなるそれより外から行くとこれが短〈てす 得本一一何うも昨年の統言十から丸ましでもわれ

む叉ポンプの懸カからいつでも外からの放水がよ われのカでき費凡しれのが多いのですが笥・然自分の

いと いふ結論に主主しまし? こo 斯ふ言ム衣第で無論 工袋ですから自分で後九するのが早いのですが

抽象的一般的の事柄についても又笈際に起つ1: 事 ね。

放についてもそれぞれ研究は致しますが何と言つ 坂ーー ポンプを動かしれら自動的に泡報が出来

ても、現場に直面して事故に接して研究することが るやうな仕掛げをすればよいと思ひますねα

効果的でめり従箆でめり叉具惚的の研究が出来る 構本一一結局その? こめに自衛消防がつい舟るか

んぢゃな いかと考へましてきういふ尽にいろいろ ら小さいのは自分で防ぐといふやうな考へでゐ

研究してゐる鐸です。 る。もう一つは更にこちらから消防が来ると水の

隠弁一一消防叙長さんに消防に取って一番 9 ホ・ 損害が多くなると いふやうな風な感じもめるんじ

ゃないでしょうか。

坂ー一司それはあるんですね。

テルラスを使ひますがこれに童話する検討を 、何か

やっていれ ｶ き ＱＺｾ 、 、 焼夷郊の遺書策といムやうな

ことも効果がないかと恩ひますので私共この駄待

に留意しましてこの間玉置君 t 小さい火災に行き

ましれが蹄ってからその張ホ・テをこわしれ［ｦｾに隙

縫本ー ーされ、ふ鮎は松共自身む一つ考へなげ

ればし、かんと思って居ります。

聞から火が這入って三階迄行ってしまつれあ、ぃ

棚橋一- 71 ' < がか〉って損害 o受げることが火災

と同じ程度といふことになっては L、りませんでせ

ふ場合はこわしてよ L 、かこわさないがよいか問題 コ。

で今橋本さんのいはれるやうに何ういふ風にして 栂本一一 われわれも現に白書室して居る月刊ですか

ホースケ何所に持って行つれらよいかといつに問 ら将来はこの財考へなげればならぬと思ひます。

題を決定することにもなると，思ひます、何うかそ 捌 格ーー ーちょっと伺ひますが火事が起ると各ｾＮ・

の討につき御研究願へば結構と忠ひます。 の消防ポンプの集まりですがみれば何Fy"ーから指令

権本一一い ろいろされ、ふことはめな 7二方が専 が lHて集まって来る様ですか。

門的に考へて居られるのでありますが、張りホ・テ 栂 本一一消防の遁信機関としては火災報知用の

は表面消へ? こと思つで も' 中から燃え IH す ゃ う で 加入党話による遁倍、 それに消防器特設の電話、

す、 これを消防の貨で以て徹底的に消さなげれば それを7火災報知機の三極めりますが加入電話のペ

なりません。 ルカ ［ｱｾ ると今嶋つれ箇所は何月 ｦｦ の館 Ｉｾｩ Ｎ でふるとす

畠弁一- m火災の時など私共具さに研究してゐ ぐそれによって器内のペルが鳴る o さうしますと

ますが矢張り消防のカ と建築の方とが災害お策に 大惚この間もやって丸まし 1:が二十二三秒から凶

っき常に常識の交換金やるとか官民め消防につき何 十秒くらいで皆集まります。

JiJ i'0やつれもホ - ; えがすぐ突込んで行げるかと L 、 捌矯一一) 蓋が出動する認ですか。

こやうなことを剣るやうにして改め先程鍛造の災 栂 本一一 大偲， ｉｉｾｉ 火山境問戒が規定してめります

答につきお話があつれやうに育iJ以て十分知識{ e 持 から出火場所の認知があればその阪城のポンプが

って居れば制 合に早〈その鮎行げるではな L 、かと 集って衆ます。さうして遁知によりまして火の丸

いふ気持ちを持って居 ります。 杓で火焔を凡るのですが然し最初は火焔を認めや

宿本一一非常に必要Tごと忍ひます。百貨底等の うが認めまいが三重のポンプは必す ｈｾ ます。然し

待殊l ' s : 物の火災の筋合には言史的構造を知ることが 火災報知機の慈戯の場合はこれは困りますが兎に

耐火艶策上1必然なことで建築の方と連絡を取る事 角消防署のペルが鳴っす:m合には今申しまし 1: 早

は大切 であります。本営は外部ばかりでなくお1i. きで III ID1J します克に火の見ねには常に絶え聞な〈

にお訟の通り是非研究舎の様なものを賀現し? ユ 、 消防手が居るのですが これがその出火に火焔を凡
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れとな ると その現第へは尚二選のポンプが霊長りま なくてもt よいのでごぎい まして、必要に熔じてき

して合計五重となります。火災報知機の場合は最 弘 、ム尽に分げるこ t がm*るt いふ規定になっ

近非常に悪戯が多いので結局最初一室のポシプが て居ります。その内部 とい ふのが警防園の染態言

出動し命後からも参りますが何と言つでもこの悪 ひかへますと任務を現はしれ こ とになって居 h ま

戯に よるガ ソP ン無駄だげでも大しれもので吾キ す。まづその部には警備部、消防部、防毒部、救

の徒勢 も考へま す と何うしでもこれは絶童話に防止 謎部の四つが原則とし て置かれてゐるのでめ h ま

せねばならぬ と思ってゐます。 すが、 その内警備部の任務は警報徳主主、燈火管制

棚裾一一める程度大き〈なつれら iP，るといふ所 の指導及び段督 、 警官室 、 交ｾ整理 、 問給 、 工作逃

があるんですか。 難所管官IJ 等をやる こ主になって居ります。その衣

権本一一以上申しましれ規定の五重出答以外は の消防部は空襲時の火災警防、非常災害の水火f省

大積火災の扱大情況に際じて出勤しますが熔援の 防に従事するのは勿論卒常の火災防衛にも従事す

ポンプの 出動酉E置はポンプの留守中に他に火事が ることになって居りま す。先づ大阪市内でめれば

あるた困 b ますので作般には依程↑ 覧室を要するの 官設消防機関の活動{ e 援助する叉府ドでめれば従

です。な ほ此の際申しますが消防惑の者は. 2 f ' 索火 来の消防組に代って火災水害の防禦に営る 、然し

事がなりれば遊んで居るやうに忠はれるかも知れ 未 Tこ訓練が足らないので積極的 に働りないのでめ

ませんが火事 の な い i待決して左様な事でなく地 りますが何れ将来は し、 ろいろの教養訓練、を いれし

別、7.r- 刻、建物の調査蹴察から機械器具の手入な まして消防の積短的に出来て大いに役立つ様にな

どいろいろ仕事が津山ゐる揮であります。 ると忠ひます次に防毒部でとき' い ますがこれは防

坂 一一宥革ft うとき' いましに 、次に吉田さんがお 毒に関する事項叉救設部 lま救護に掬する事項とな

念［ぎの様子ですからお窓 ｩ ひし ＱＺｾ 、 のですが。 って居ります。大健この四つの昔日がそれぞれの今

新し〈警防図が出来ましにめれにつき警防図は無 申 ＱＺｖｦＱ ｾ やうな任務を も ってゐるやうなことにな

給防空関係のものでせうがこの間恨摘の工場街の って舟りますo 定員とか用員の資格とかいふゃう

火災の時一寸拝見しましれが警防随が出来れれめ な御話{ e しますのも一つの御参考になると忠ひま

早速交遁i ! f f i 断念やるとか自動車の盤理念するとか すが大聖盛時間もないゃうでめりますのでこのくら

非常に助かつれといふことを聞いれんですが、警 いで・・

防闘はかう いふ場合にはかういふことをやるんだ 坂一一火災水害と いふやうな時に出動する責任

といふやうな任務 t いふやうなことについて… がｾりますのですか 、 それはないのですか伺うい

吉田一一大分以前から防空 その他 の凡ゆる災害 ふ風に出動するかちょっと伺ひ ＱＺｾ 、ですが Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ

に謝して強力な図健がほしいとし、ふ意見がキ日常ゐ 吉田一一警防図は地方長官の欧督{ e 受げます。

つれので今年のー 刃二十四日の勅令二十盟主によっ それから警察署長或は水 火消防に閲しでは消防車号

て御承知の警防図令といふものが ilHIミまし 1: 。そ 長の指揮を受付て出動するやうに間いて蔚りま

れから今年の四刃ー日かもこれぞ施行することに す。然し緊念飲〈べからさ' る場合l. t 市町村長或は

なりまして いよい よ本秘的の軍事防図と いふものが 嘗防園長の命令によって H-j ることがあります。

現はれれので、従来の消防組或は防衛図れ、ふも 栂本一一 軍事防図 lま吉凶さんが申されれやうに i直

のは -K;盤解消されれ形になりまして、 それらを統 接の指輝官 lま警察署長で大震災とか大火災とかf好

合一層強化されれのであ b ます。瞥防図の任務で 吉岡本賞の非常時・の場合には命令がなくともー際J i ) r

ｱｾＧ い ま す がそのカの御話と響防国の組織と い ふ 腐の警防困の警察署に 、待に消防部員Tごげは平常

御言舌を一緒。に取り混ぜでする方がよいかと思ひま の火災でも・何等命令がな〈ても出動し叉その他の

すo 0 うい ふ風にさせていれいき? こ L、と忠ひま 場合におきましでは大惚大阪市内におきましでは

す。まづ大i伎の一例で申し土すと大阪市は原則と trf;話i事令で呼出しぞやってゐる御承知の大阪市内

してーつの阿に一つの警防闘を、 それからその他 では所開消防惑にめる牟鐙めれば公報がなげれば

の市町村では市町村を単位として電器防闘を7置きま 打? こな い ことになって居りますが郡部は結局警鐘

す。滋防園は分闘を昔日と班それだげに分りること を? 打つれなればIII てよかろと し、 ふ風に大惚規則は

が出来ま すが これは必す，しもさう いふやうに分げ なって居ります。警鐘を打つことは水害の場合 lま
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何う火災の場合は何う際援の場合は何う近火の努 吉図 一 Ｍｾｦ ｴ し ｌ 、 ですね。工容なんかに麗はれて

合は何うとかういふやうに結盟主の打方によって岐 ゐる人なら工務主とよ〈相談して決めると いふこ

れで居ります。その打方によって出動するといム とになり ましてなかなか難し い場合がゐりま す。

やうになってj去りますので結局命令がなくとも早 坂 一一 有 ｾ ｦ ｴ ごさＭ ｾ、まし に 、 警防図はそれ〈ら ｌ 、

謹 ｴ ｬ ｾ なげればな ι ん場合 と命 令金受げて ｴ ｦＺｬる 場合 で打切りませう今日は気象翠の方々がおーいでにな

とこ辺りあります、消防音s員は御承知の消防署ー長 りませんので天災地草壁に関することが な〈なって

直接の活動金補助するんですから卒業の火災でも しまう鰐で すが それ と連設立してこの頃工場防災と

本営は何等命令がなげれば出ないのでな〈多〈の いつれやうな方面の設備が忍いとか不注意とかい

纂合命令が治んど出ない探です。 ふことによって起る災害が非常に多〈なって居り

坂一ー さうすると大きな災害に出てもらうとい ます工場の災害なんかは生産朕充をやって居る立

ふことになりますねさ t うして特に消 防 とか交遜整 前 を阻害するど いふやうなことに なって現在と し

理とかさうし 、う方面に使はれるやうになります では随分考へ るべ きことと，思って居りま す。 それ

ねo で待に工場内のお話をお伺ひし Ｑ Ｚｾ 、と思 ってお願

俗本一一大館卒常では幸子防幽の活動と申します しれ方がめりましれが業支へがありまし て出られ

か結局消防部員fごげの活動でよいのではないか、 ませんでし? こo さういふ工場の災害防止 t いふや

その他 の者 lま防空の接合が多いのでめりますから うな事に閲して陸軍法りは何う L、J 、風な お考へを

卒素は その演習〈 ι いのも のではありませんか。 もって府られるでせうか、 その御考へや生産カ保

消防部員は大惚十五名がー図となって活動するそ 持の7こめにもっとかい、ふ風にしても' もいれいと

の十五名は何でこうなつれか t いふと今後大阪市 か御希塞がごさ可 、ましれら一つ御主主慮なし ・・・ ・・

内の占拠阪にはー単庖に小型のポンプ一重づつを置 浅井一 ＭＱ Ｚ ｾ Ｂ 今御指名になりまして何か工場の

〈ことになる 、 その手丸 きポンプが十五名ゐれば 災筈防止. の7こめに こんなやうな風にと いふこと 金

使用が出来るやうになって居るのですからそれを お話しろといふことでごさ' いますが矢張 りそれは

活動単位に十五名づっ、三者s制にして四十五名が 火災防止と いふことに君主きると思ひます、普から

一瞥防園に組織されて居ります。普湿の火災の場 よく陣中で有名な御話でめりますが「火の用心お

合 に於き ましでは答防困のポ ＺＯＷ ・ｾ使ひませ八か せん泣かすな馬こやせJ といふことがありますが

ら結局され 、ム区別はな〈卒素は全員火災現容に それは位太閤が家の者に主まりましれ容 l泌を丸まし

出て官設消防の援助に従事する禄です。 ても細身と留守中火の用心をいふて居られるのｾ

黒田一一大健資格は何 んな ものですかo 見ましれが免に角殿場で主人が緊張して戦っ てゐ

吉田一一 年齢でめりま すが先づ圏員は十八オ以 るのに留守をあづかってゐる人が不注意で火を出

上五十オ以下。その他の警部班図長分園長と いふ してこの重大図家の資源を灰にする主いふことは

ことになりますと 六十五オ以 下ならよ いと L 、ふ こ 誠に申 i僚がない こと t 思ってゐる揮です。まづ私

とでめります。それから'いろいろゐりますが;勿論 共 の要法いれします所は燈火管制といふ こと を工

可成訓練にもt f : l l WJ にも義支へない人なら い h んで 場経t若者それから労務者におきましでもー j膏銃後

す。 尖の他凡ゆる 諒ー合 にも めりますやう に刑罰を の戦士が闘家の総力戦と統市IJ といムことを覚悟に

されれものはし、げない沼を呑んでめばれる者は L、 持ちまして限努にめる将士に劣らｾ［Ｉｊｩ ｊｲ の粉紳の緊

りないとかさういムやうなことによって決せられ 張によって一層周到なる注意と完全なる施設工場

ます o の段督それだりを 御 願し＿こ し、 ので ご ｾｮ 、 ま す 、 さ

黒田一ーほか に資格はい ι んのですね。 うして災筈防止の針策については何うしで もその

吉田一一場合 によれば女子でもよ し、のですo 原因を探究しましてそれに服す，る慮託金講じなげ

捌裾一一 現在在郷軍人とかさ れ、 ふ風なものを ればなりませんがその原因として考へます こc l主

選んでおられるんですか。 素人の考へで ご呂、 、ますが衣の如くでな いかと忽

吉田一ー さうでもごさ九、ません。 ふのでめりま す、一つは火葬式及び免除物の取扱ひ

堀口一一 ちょっとそれは暇 な迩中ぱ虫、りで月給 が不注意の?:め 、 これにはし、ろし、ろの原因がめり

取りなんか無関心なゃうですね。 ますがまめ手不足の 1: め不熟練、職工が危険物の拐
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除に従事し? こり務減車工にしても依りに多くの危険 ます。かういふことが普いでありますその他 軍で

物を取扱ふれめにそれが. ! I DIIれっこになって危験と もし・ろいろのことを調べれのでありますが相包・に

感じないから白然に油断をする過度苛烈なる上司 多数に上って居ります。その手段方法も最近はピ

の要求にょって取扱ひに粗漏を来す戎 f1過苦手その んだんと巧妙になって又怒錬となって来ましに、

他に よりまして、注意力が鈍くなっ? ここれについ 最近は原始的なものを超越しまして化事的な化事

て近頃段賑産業方面では総り過大な給興が職工に 服用主それから時計仕掛げのやうなものが非常に

行き渡るがれめに自然生活が放縦になりましてこ 増加して舟ります、 この長田かL 、方法などに闘しま

れも矢張り精紳の緊張を飲きまして宿酔そのれの しては唆しないのでめりますが或人々に聖書して示

? こめ過ちをし出かす、こ れが相常多いではなし、か 唆を奥へるやうな快れがありますのでそれは総誌

その他燈草の吸ひ殻の不始末或は邸宅を念ぐの徐 に掲載されることは見合せて l芦もれ? こL、ですがこ

り火の始末{ ! > 粗末にするといふやうなことが是正げ の本にも相営容いてめりますから後で御覧を願ひー

られて居る 、二つには工場設備の型左前これは特に ます、兎に角非常に容易〈入手することが出来る

漏電煙突の減火第三には工場設備が不充分であり 務品会使用しましてゐる時間倣時間若〈は数日間

ますれめ に機械が過熱或は煙草の吸殺など によつ を経ましてを苦火させる f士鱗げをやって照ります、

て可燃物に 、引火し，ますといふやうな例がゐりま 叉その詮披趨滅方法もなかなかJ ! j 妙を怪めれもの

す、第四には防火及び消火の設備の不足、第五に でめります。これは共産撃校等で笈験して研究を

は先穏お話がめりましれげれども非常に念激に工 しまして何ベ八も繰返してこれであれば大丈夫と

携が膨脹しにそれから建築料材の制限のにめに狭 いふ方法を数へて居ります。これでゲ P ラ骸衡の

い地域に海山なパラック遺伝しれ之には車惜E以下 駄士ｻＡ＾ｾ成してゐる，状況でめります。かう ｌ 、 ムや

が臆念の場合に民主する所の訓練が非常に不充分で うな謀略機関で H音献するものがだんだん巧妙にな

はな いかと思ふのでゐります 、 それから災害の防 って来まし 1: 。この頃内地にもそろそろ波及して

止を7する所の教育が不徹底である第七に内部のl坊 来ると思って居ります或は既に着手してゐるんで

火には注意をして居るげれども外部からの延焼飛 はなし、かと いふ疑ひがこのL頁ちよいちょい思 lまれ

火その他に比較的注意が妖げて居りはせぬか第入 る節もめるのであります。大惚飛行機をもって大

には火元の取締19 監統監督の不充分第九には1 mミ略 仕僚に空践をするこれは今ちょっと支那: q r には還

による λ バイの放火保険金目めて或は怨恨その他 み件られな いこ とであります。さうでありますが

の放火であ h ますが大惚かう L、ふ風に素人考へ{ ! > 僅かに行匁によっでZE践に劣らない月1[" の損害をさt

申上げましれがその他にも滞山めると思ひますが ぜしめることが可能と考へますなれば何を好んで

これに は工務・専門家の方もこちらにお見えになっ 高償な飛行機とそれから武重な航設の戦士を犠牲

て居られますので後で足らぬ果占は一つあ・教へを願 にして迄も空襲をして来る必要がめ b ますかこれ

ひに い と，思ひます私 t して一番最後に申上げまし はわれわれとして大いに考へさせられる 、火警戒

1: やうに謀略行然による所のスパイの;放火につい しなげればならぬこと、思ひます、図土防衛と い

て二三申 lニげ1: ，、と忠ひますが、こ れは共産軍の ふても決しで空襲ばかりではな いのであります。

ゲ リラ戦術として北文中支なんか盛んに賀行して この見へない所の攻単に聖書しでは般に官民弱まって

居るものでありましてこれはお五ーによ〈知って居 段悶すべきではないかと思ムて舟る吹第でありま

ることであります、つまり共産軍が後7; の俊萌しそ す針策としましでは衣の盟主1民営織り' て凡7こL、と忠

れから軍需資材の絶滅人心不安定などの目的で行 ひますーっは怒兵警察官の活動弧化二つは職工出

はれて居りますので先立っても一寸新聞で丸まし 入 b商人等の身元の厳重なる mの調査三つは火災

れが上海のヂ11人の紡縦地帯に欣火が奴りにありま 故防の? こめの組織的と し、 ひますか、軍隊的と いひ

して殊に二十一ケ係の調印日でめりましれがあの ますか兎に角苦手戒を徹底的に狐化する例へば守衛

記念日は五月九日でめりますがあのやうにヒ海で を噌加しますか又は守衛の優品策を講じて工境内

七件の放火がめりまし? こさうして組織的に紋火 l留 で相営取締りの織成金持1: してやる 、 さう してそ

が各工務に 7住宅Eしまして了皮従梁間際どさくさの の責任理 ｾ念 を深からしめる ことも 大事と思ひます

l侍にまぎれて炊火差是援を? 仕掛げて行つれのであり 又工場合/ ! ! { の不断の巡般を励行して殊に先程いつ
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Ｗ こ従業直後の繁戒或Ａｾ記念日の前後倒へば今皮の を充ｾしておーって戦 ｬｩ Ｍｴ，して献を威ｾして ｊ ｩｊ ￭Ｇｪｲｊ 無

七月七日の開戦記念日とかし、ろいろの記念日の前 手勝ちの方が戦容をして非常な費用ぞ入れる t い

後 には或は暴風雨の時等の瞥戒は徹底的にやらな ふことに比べまして、僅かの投用舎もってそれが

りればならぬ色忽ひます。ぞれから又一般の従業 l妨げると同じ添水Tごと思ひます。こ、には気象室

員職工に主主して火災散防の教育それからそれに闘 のお力の御出席がありませんげれども大火の原因

するn: ・罰を決めましてそれを資施するといム こと となりますのは大抵大風の l時多いゃうでごさ1 、ま

であります。工場内におきます J Wの改防組織の狐 すから、この頃泉象蓋から公報が ;1 ｾまし仁やうな

化で めりま すが各建築物の防火宅圧を決めまして、 時はこれを空襲の警報と心得て警防悶などは配置

特設紡火図の慣行などもI ! pa寺にし 7こL 、と忠ふて舟 につき全国民は今一 j奇警戒を強化するといふこと

ります。叉それだりではな ι んので常 lこ絶へ 1.= ｾ＠ 、 を提唱し 1::.L 、のでめります、静に今年齢風向ー期に

所の訓練を' J Z 施することが: 必要であります。軍隊 はわれわれ前金の法意をもって警戒しなげればな

は線、て何でも言JI ほ車、と いって居りますが机の七の詩 らないと忠ひますその他災害とか謀略行潟とかい

では駄目でみります o ' Oe際問11織を施さなげれば役 ひますが工場合 j京ばかりに限りません今お誌のみ

に立? こんのでめります。この訓練といふこと金非 りましに餓泣とか船舶とか船舶については先立つ

常に紘主主ニ霊減して居る次第でめります。以ヒ申し でも新聞に ｈｾ て居りましれが 、 フランスの船がこ

ましれことは人的の要5震でめります付れどもi E に 隻も火事を ｈｾ しれと いふ ことでありますが兎に角

物的方面から申しま す といふと 、一層盤築物の防 船舶にも及ふ・かも知れません炭坑の燥設なんかに

火攻修防火壁の待設述築物の内部の昔話j 度品の防火 及ぶかも知れません 、 さういムカ商にも待に ￯ｩｾｾ 全

改修例へば木の部分には防火塗料窓日被害事に防火 の瞥戒を ｾｬｾｐ 派ひする次第でありますさうして闘土

i筏のやうなもの金協み込ませて置くことが必要で の防衛上何うしでも災害の防止といふことにつき

めります。先日める所で百か3 回ばかり .の損害がゐ 図尺が着陸って、出来る 1:' げ手段方法 ff 講じまして

りまし? 功、 めれも蝋燭の火が本に移って何うす きうして図家に針して損害舎かげないと いふこと

ることも出来なくなってゐ〉いム風な時に防火if;え が非常に大切ではないかと恩ふて居ります。拍手

を塗っておげは' 大分助かつれと思ひます。その他 坂 一- -fi 草花にうごれ、まし 1: 。色々工場災害に

劇場等の幕に移って出火するといふやうなものも 付で、私個人の考へれのは，明議後克ですね。例ヘ

キ日常にあると考へなげればな ι ぬかと忽ひます。 ぱ従来物置でめつれやうな所が倉、に忙しくなっ1:

二つは火災の早期後凡及び警報室その他の化率的 ので 、 そこで危険物全扱ム t ぅ、さう云ふやうなこ

施設の精強三つには手押し鮮に小型ポンプの増加 とが相' l %めるんぢゃないか、 それから規則主主反の

係り精巧なものより L 質際滞になる小型ポンプ、 建物もありませうし 、 さう L 、ふものは今の所警察

これは内務省にも近 tft 非常に奨励して居るゃうで 昔日の )"j で取締って居られるん7ごと忠ひますりれど

めります。央問 、 猫ｾあれりでは こ れが普及に努め い大抵人がな〈ってと云ふやうな若手情もあると

て居るやうな按配でめりましてよ〈この頃の防火 忠ひます。ｻ弁し ｲｾ べ〈警察官日の つ おでも準備して求

訓練、で馬穴を? 這迭してやって舟りま すが、 ゐ= い の然に事放の起らないやうに ｬ 坊いで裁き ＱＺｾ 、と忠ム

こも のlま何うも 1窓際の努合lま自主り役に立1: ぬゃう のです。それと同時に殊 ｬ こ 、 段 ｩ 原産業のカにはｾ

に思って居りま す、 失張り小型ポンフ・i ' 相笛1 i i Uへ 特定工場主云ふやうなものがめるんですが、戒る

つげなげればならねかと思ふて居ります 、 その他 場合に阿 L 、仁詩ですが、 そこに も子察官日の人間カ :fj'

専門的 lこ!i し、 ろいろめりま. # うがまっ' 素人考へと って悶市をl Wi . り' て調査にかかって居つれらスパイ

してはそれTごりのこと、忠ムて居ります、新関与 扱をされて兵隊さんに l以鳴られてしまっ7こと云ム

どでよ〈災筈の後に力強L 、復興の響かういふこと やうなことで 、 それは軍指定工ｾｽみ＿こやうになり

を新聞記事で度身見て居りますがこの復興の努力 ますと替察官 ｅ は無論取締が出来るんｾＭＧらうと忠ム

の何百分のーの努力又火災の損害の百分のーの 1!e んですりれども、多少迷路、がめりはしないか、 さ

用で、 その災害の防止が出来れば処刑n' ' =ことで闘 う云ムエ jg. にl叫も弘検査と云ふやうなもの には、

員長を往すること 非常 に大きなこ とではなし、かと忠 軍の民督官がついて舟りますが、 それと同時 に私

ひます。手前味噌のやうでめりますげれども軍備 自身の寧に謝する要望として主主築監督官ですね、
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軍自身で、 きう云ムものをお持ちになって不完全 得す・出来ないことが相営到しの tl' i多いんです。さう

な設備とか、不整頓の工場と云ふものを、 もう少 じて旨〈やれと開はれて居つでも仕事が準まぬと

し取締って裁い1: らどうかと思ムんですが 云ふやうな場合が非常に多いのであります。やは

; 室井一一絢に結構な御意見ですね。 りそ こに は非常に矛盾がありますね。

摂一一殊 lこ建築専門の者が務察官日に居て胞召将 隠井一一併し是は戦争力 ; 起きてからの 同銀では

校も居りますから 、 さう云ふ人間を使って戴いて な い 此の問題はもう熟練峨工は、例へば大正底

工場 に入れる必要 はな いでせ うか。定期的軍の指 めに bにめる大きな餓工所などは、 自分の工場に

定工擦を見て廻って建築物 I? 取締る t 云ふやうな は在郷軍人でなげれば使はな いと云って、非常に

ことをして獄いれも 、幾らか叉災害防止のよで効 軍にｾｦｉもつれやうな こと を言って居りまして 、 共

果があるんぢゃないかと云ふやうなことを考へる の工場の内部は何Tごか建築規則の上から空地もな

のであります。 い と云ふやうなところで、非常な危験全犯してど

8 井一一 浅井さん に質問致しますが、坂先生の んどんやって居るのでありま す故、 クレ ーンの然

申しますの は本智なんで殴賑産業、所相軍需工場 ポシと頭金やられて死んだとか餓骨で肋をつぶさ

と云ふものが工場。p上屋を建築数しますときに吾 れれと去ふやうな人が毎日二人い三人もあると

々の正営なる最小限度の1 ! l : i 求をさへも拒むと云ム 云ふことを聞かされて居りますが、 さう云ふのは

賀情なのであります。質l療に比の方面の主管の) 5 兎も角戦争がめるとないとに拘ら子、普段の用意

に問合せて見ますと 、貨は中 l坊の趣旨 もそこまで は何時でもしなげればならぬので、今迄それに就

行つてないものと，思ひますが片つ方の方が目先の て準備が足らなかっ7こ銭で矛盾がめつ7このfごと云

十闘を要求する然に 、後の百四扱失を見ると云ふ へるのでありますが、; 1 1 ; の前に寧なども今結局法

揮であらうと思ひます。尖の鮎了皮坂先生の言つ 律に制限してl苦る 、ゐれで安心しきれば叉大きな

れ ことで、軍に建築監督官 k 云 J 、やうなものを段 落し穴があるんですから 、 そこで皐校ではえらい

置して 、 ロ佐ｊｴｬＮに今の火事 ｦ ごとか 、 それから ｾ ｾの他 金を 11¥11 して共のカのエキエパ ート を養成して居る

の機械爆後に依る災害の一時的損失と云つにもの んですから 、 それを箪の方でピックアップして主主

以外に 、毎日二人三人の人的資源が 、而も 熟練職工 築段督を? 1J I のブJ で郎uj J j して行〈と云ふ ことに依つ

の場合には養成に五年位もか h らねばならないと てがj にお話の工J; M: 災容の隠滅に役立つことは総合

云つれ人的資源が生命を7奪はれて居るのでめりま ひ件ると思ひます。

す。 之を一年 に見積って凡ますとキ目'l古の駄に上る 渡溢一一 それは有員fH、ことで、平和 11寺に於てき

ので、今浅井少佐の仰しゃる泊り今のf以争と云ふ う云ふことは結織ですね。

ものは、 チャンパラをやるのではないのですか 坂一一ー漣〈なりましれが、浅野さんーつめなに

も、銃後の吾々は生産力? 獄充に活縮してゐる熟 の御専門に亘るやうな。

車車、戦工が毎日生命を7司容はれて尼・ると云ふことは、 滋野一一只今コンクり ー トが耐火材として非常

Jlt の非常時の生産力銭充に影響することの多 い と に別用されて居りますげれども 御存じのやうに、

云ばねばなり ません。大 きな工務できへも工場内 セ メン トの重要なる結合材として使って舟ると云

昔日の建物のやりかれ、或は其のブJ 法、 内容、仕事 ム関係 k燃えな い と云ふ財は具合は い 、ですが、

などに付て今工領制限では最少限度しか要求がな 案外耐火力と云ふものは戯符な化豊島的な現想から

い惚ですからJ l f r う云ふ際に寧ろ今坂先生の言 lまれ 見ますと 、絵り高〈号平似が出来ないんぢゃなし 、か

るやうに 専門家が尖の部門のカ に入って定期検査 と申しますのはセメントと 7]( の凝りである所lirl セ

でも出来るやうになれば大聖書L北、と，思ひますo M メン トシユ F イ:.-c 云ふものは百度位は膨脹して

う云ム鎚に就て是非尖深訟の考! 鼠念願ひましれら 行きますげれども 、百皮ぞ超えますと段々牧縮し

結締と存じます。 て行きまして五百度位記す，っと牧絡する 、百皮を

浅井一 一室うごさ' います。能〈分りましれ。 越えて段々膨JJJt しで行き まして、兵の収縮と膨nJ t

ｪ 度遁 一一りれども質際は資材が不足の銭にｽｩｊ ｩ Ｎ ｾ ｾＱ の差カヲ いので、尖の他の材料はどんどん膨JJft し

最低限度の火災) Cの他に 華社する骨量 Ml l の餓材 とか或 て行〈 、脳って育皮を越えると云ふと結合されて

はア λ" ^ ト、 ゐゐ云ふ物がな いが;ぬに 、己む を 居る 組織がセメン ト、 シユタインが収縮してばら
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ばらになる然 に、 分解して行〈やうな傾向になる 場合は 、表面が乾燥して 、それが収縮 すると同 時 に

と忠ひます脱水するとか何とか相ふこ t もありま 或 I土部屋がめつれめ C れますと、柱の俄筋が熱ぞ

すりれども 、先づそれが牧縮の原因になって居り 受付て膨脱してそれが少しH m 縮されるやうにひ

ますりれども 、 さう云ふ性質上の根本的の飲招が る。伸びようとするのを拘束される。フーフ・も掠

める然に依りコ y クリ ート を過信し過るのは耐火 がらうとする 、さう云ふやうな作用が 、コンパイ』ン

構造の k で考へなげればないぢゃないかと思ひま されてフープの月初、 C被覆が剥れるやうな傾向に

す。殊に餓骨材、餓筋コンクリートをコンパイ y なります o t5 う云 J 、場合 7 - 7・t ;膨股 しでも中身

してやります接合に温度が段々高〈なりますと鋼 紫に膨j皮しないやうに 、段-'<n置がって行かな L、ゃ

材の1i は段々膨脹して行きますし 、下の組織が分 うにするのはスパヲル ・フープのやうなものがL 、

解して行〈やうな傾向が多いんら・ゃな いか、共の 〉と思ひます o さう云ム意! よでやはり丸断面のや

コンクリ ー トはさう云ふやうな無論性質も骨材の うなものが宜しいと忠ひますが、 さうでな い場合

性質に依って大分主主ひがあるやうでごさ1 、ます も十分コンクリー卜の中にアンカーする必要がめ

が、殊にまめ御存じのやうに結品質で、兵の結晶 ると忠ひます。普遜現在建築にやって居るのは大

Ｗｾ の多いやうなもの粗状の構 造をして居る 水 ｊ 武岩 抵玄ねる fごりで尖の鮎不十分と思ひます。めゐ去

のやうなもの、 さう云ムやうなものを骨材に使ひ ム鮎l立吹J [ しなげれば火災の場合にも具合が恐い

ますと結品質の場合には、殊に石英とか花附岩質 ぢゃないかと忠ひますo それから筒 li コンタリー

のやうなものですし石英の場合は五百七十五度 卜に 過信しな い t 云 ふ関係上、火wが起つでも コ

位の所で非常に膨脹する所がめりまして、総て給・ ンクリ ー トの方に殆ど被害ｾ受げないやうにする

品惚待有の同方向にだげ特別l大きく膨脹すると云 やうに繊筋コンクリ ート材のキ目首に iffii'i 古な毛皮夜} 否

ふやうな傾向がめります匁に 、殊に分解作用が促 を、叉防火暦をやる必要があるんぢゃないかと忠

准される、それから水成岩のやうなものはｾと ｪ 腎 ひます。と云ふの l主主lJi蕊 fごりが、例へば非常にポ ー

との聞に封抗的に弱いものが挟っ て 舟 り ま す 銭 ラλ になつれと云ふやうな答合それぞ外して補修

に、やはりコンクリ ート を脆弱にするやうなこと すると去ふのは却って係り効果がなくて、強度を

があると思ひます。それに謝しては結品でありま 狽をするやうになる o Ji if がやはり強度lま最初使っ

しでも粒大の小さなやうなもの、例へば石灰岩と れ時より 、大分務ちると云ふやうなこと に な っ

か、砂岩玄武岩さう云ムやうな賀のい〉材料制定 て。少し慈( なって居りますが仕方がないとまつ

ってやつれらコンクリートの欽隔を幾分でも少〈 て我慢すると云ふやうな状態のことにする、さう

するんぢゃな L 、かと思ってます。それから大穏健2 云ふことを防ぐｾに火災の時に役立つ、さう云ム

材を耐火的に被覆しようと云ムやうな接合私共織 やうな防火暦をやはり& 、予やらなげればならない

材の温度を二百皮に上げないと云ふことを7大骨量目 かと恩ひます。それには、どんな材料がL、いかと云

安にして居りますげれども其の場合にも被覆に依 ムのですが、共の闘的に依つでニつの系統になる

って結局造られる外形が大豊島影響するやうに思ひ と忠ひますが、例へば乾燥室のやうな絶え十相t吉

ます o i Y i と面との交叉して居る所が鋭い後金して の混皮でしょっ中乾跡、さして居る所に依ると 、JlX;

居るやうな場合兵の甲角が鈍くなって居れば宜し は其のイ也市イヲー室など相営何時も高温に縫鎖的

いが 、直角が小さい角度のやうな場合にはうんと になって居る、戒は努遜 の事務所の待に火災の時

上昇の謹皮が雨ml J商から同じゃうに行〈としまし に短時間高 官鳴を受げる 、さう云ふ所の主主策ｾ鈴へ

でも、謝角線上には、 34J のルート 二倍 になると云 なげればならねと思ひます。問題は事務所に限つ

ムやうな ことで尖つれ所が能〈収縮してそこの所 て考へて凡ても短時間非常に加熱を受げると云ふ

から剥れてしまム、 さうして出来上つにものが結 んですから 、 さう云ふ筋合は共のj腎? ごげは後牲に

局丸い形に近くなる、さう云ムやうな作用がある すると云 ι ことを考へる と非常' に窮屈になる。イ七

やうに忠ひま すo 脳って形の上から言つれら成ベ 接反胞を7する材料を?t金付りて居つ? こらし 、L、ぢゃな

〈甲角の鈍角になるやうに理想、を言へば丸でもい いか 、さう云ふ意味から言ふと 、火災の場合に不言午

、ぢゃな いかと，思ひます o それから大鐙餓筋コン !I'1Jでめります。プラス: > r - r ，r 際あれば非常に役立

タP ート の柱などでは過熱に依って摘傷を受げる って用をなしてしまって、剥がれ居ると云ム こと
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が思ばれる 、さ う云ふ意味からプラス 9 ーなんか ればならぬのぢゃな L、かと考へて居ります。餓筋

L、L 、材料ぢゃなじかと思ひます o 何もみあ云ム後 コンクリ ート 建物の火災によ る、損篠稔防策に就

にな って塗鎚へ るに 大じて旋用もかからな いから いて は考へてゐる鼠はそんな事であります。

犠牲に する 考でプラスタ ーのやうな物を鍛筋の表 坂一一銭筋 コンクリー卜 火災なんか御調査にな

TI i i に塗るがL、い と思ひます。プラ :>.!iI ーは非? 哲に つてゐる浅野さんが、餓筋コンク リート の火災被

結 Ｑ ＱｪＡ， Ｗ ＱＧ＼Ｎ ｾ￬ 宰 山 持って居りますが 、 約四分の三位純 筈散防 に到する御希望、改防に望きする御話がめつ

料tの材料・ですと育七皮位で出す 。 それから百五ート 7こi僚でゐりますが、 これは合員の技術者で餓筋コ

皮位の聞でどん ｅ ん Ｗ ＱＧ＼Ｎｾ失ってし手ひます �［ 、 そ シクリ ー ト.l'! il ち耐火と いム風 に考へて居 ι れる方

れ迄に百七十三キ ログラム ・カロリー の脅告を吸牧 が多少めりま すo され、ふ駄に項門ー針を加へも

して湿度の上昇に使ム熱量は僅か二十パーセント れれ形で結縁Tごと忠ひます。こ〉でかう L 、ム誌は

位しかなつでゐなし、。上昇しないので割合湿度の 少し堅苦るしくなりますから 、 この設で打切りま

上昇が漣 いと 思ひます。それから線、結晶 ＪｾＱＱＱ し す。一寸本多さんーツ至高校に於げる防災施設 k か

てしまつれ後にも硫治カルシ a ームと並硫較に無 な八とか、御意 見がめりまし 1: らーツ伺はして頂

Ｗ ＱＧ＼Ｎｾ硫政 ｓｏ Ｚ＾ＮＹ てになりますが 、 古う云ふ関係、 き?二L 、。

上ほかの材料として問、五倍も微を津 山織るやう 本多一一撃校建築の災害としましでは、別に取

です。やはり斯う云ふやうな材料がし叫 、ぢゃな い りわげて他の建築と異る戸;Jf はない縛でごさ'L 、ます

か と忠ひ ま す。 それでｾｾの務合何か 、 パイヂング＿ のれども撃校を 、待殊建築として別扱ひされる傾

チイルアルのL、L 、物自? 工失して共の滋合コンクリ 向がゐりますので解り切っ7こ事ですげれども 二三

一 トを税者が頁くて流れ革郎、やうなものをｾ JI歯|ま工 申上げて見ます、災害の中先づ火災は謬校では火

夫しれらもっと L 、L 、ぢゃなし 、かと思ひます。それ 災の原因となるものはあんまりない探で結局炊事

から是は加熱の容積に依りますりれども 、ア メリ 壊の火の不始末或は漏電と L 、"':)1: 械な科皮の事し

カの而じたの質験に使ひます 、火災担旺皮曲線ゐ〉 い かな いi却ですが建物が多少大きいものですから窓

ムもので質検しますと 、大組牟l時間位で千六百皮 要関され勝でせう。これに劃して今迄木造建築で

位に上るんですがさう いふ場合に大骨E t粍百から五 も外側に板を張って内 111111まペ= ヤ彼を張って全部

セシチ位の虞カ; ; c j 灰岩などの' 自| サ制定つれコシク 木造として居つにのです。これも大阪のみなら宇

リートは百度位になって脳って俄' 自殺混としては 東京でも L随分やって屑 b ましれが、さい、ふ建物

少共 五センチ以上入るんぢゃないかといム桜に考 ですと 、先頃も二三火事をやりましれが、延焼が非

へます。それからよく餓筋コンクリー トの建物の T h' に早〈て、 まるで手が付げられな L、。それから

火災ぞ凡 lこ行きますとラツグトぞ遁すれめに墜に 倫幸 にして小火=程度で消し」トーめれものい合せ墜

穴 ｩ＿ｾ げて舟ります。ゐ、 い ふｾは火災 ｩ＿ 防止す になってゐるものですかも援の中から 、一階と こ

るヒに絵り注意されて居りませんので一寸ラクト 階の間の天井の中 、 或は小屋 ｾｩ＿ 停って火は自に

全盛憾の聞に空間があって尖施から延焼して行き 見えないげれども随分主主力まで廻って居ります。

ますので、 シャツ F 防火縫がよく 11' ，* てゐると抜 表面は一寸見るとな八ともない様ですが、非常に

遣がめって失敗する司王が山派ますがめ、いム彪を 主主方まで火T ; mって居ります o 比頃のもの 11大惚

工夫して紹主主に火焔が遁らない様にするのが具合 防空建築規則 に準じてやつで尼りますし、 その上

がL 、い のぢゃなし、かといふ様な司J : i ? 考へで居りま や〉積領的 iこ、例へば一教室毎に延焼を防ぐにめ

すo それから火災ゐI尽に凡に4すきましてコンクリ に三階の床下或は小屋哀を塗獲にして仕切るとい

ー卜 の決商に持! 日かい綱状の亀裂が滞山 いって居り ム被な事をやって居ります。仕切りましでも廊下

ますりれども案外この亀裂が中に入って底なし、、 が非常に長い間湿って居りますかい延焼の都合

安心し易いげれどもその場合よ〈中の方に断面の は廊下を火が似る認ですから 、割合役に立れぬか

函; 似を中 心 としれ四月! 的の亀裂と 、 それに直角の もしれませんがその他の災害、風 、地震といム機な

放射状磁裂と土とが中に案外大きく入ってゐる事 ものに謝しでは、先子先手大丈夫と思ひます。 こ

がめるらし いですo 私共こ の頃火災を受1ft 1: 建築 の古li J の風水害の経験から見ましでも倒れて居 b ま

物などを 、後の華社策金考へます場合に法意しなげ すのは、我々 の考へで笛・然ffl Jれるべきものが倒れ
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てゐるのであり まして、現校設計してゐる物は風 りま す。で すから事後の修唆吹幸子を絶えず仔へ る

地混 に重苦しでは、確信がもて ると思ひま す。 様な部門がない限り 、寧ろ昔の大工さんの立n ( 後

坂一一待 に消火栓のやうなものを用ひてゐるこ で「今日は J 1 : 言って御出入をする 、 「大工の御

とはな い八ですか。 用はめりませぬか」と云ムやうなめのシステムの

本多一 一 それは以前かもやって居りま す、 餓筋 方が寧ろよいのではなし 、かと思ひます今俄筋 コン

校舎でも水池校舎でも大波一棟ーケ li Ji"乃至燃が長 クリ ート を造る し 何 も 後はお構ひなしと云ムの

' げればニ ケf) j -位や って舟ります。今迄非常に木造 で、 そこを一つ災害防止 の鮎 に於て殊に多〈の見

建築は耐火的に 不注意fごつれ原因は、大徳織筋の ｬ￟ｾｾ 扱ム懇校のや Ｕ なものは待にさう云ふ夙にし

校舎を海山主主て て一部分を木造にすると云ム積り 7こL、ものです。

Tごつれ ものですから、さう云ふやうな非常に燃え 本多一一亀井さんの仰しゃる通り 、現在は怪〈

易 い物を建でにと云ふこともありませうし 、叉塗 僅かの修繕焚ですから非常に不都合です。

濯 な ん か に し ま す し 出 来上りがしくぢりが多 い 坂一一 豊島校替給技師と云ふやうな、 さう云ふ風

間で、特に割れが来ると云ムことは、殆ど不"J 泣 な[士事を建築家の方でもやるべきでせう。

ですか ι 、古う 云ふ駄で; 1 町長りとして置付ば先つ' 本多ーーやるべ きですが、現在はさう云ふ玖算

相営乱暴な仕事でもさ う云ふ失敗がな L、、 非難を のtl 1J貯がないので す。

受付ることがない認でそれで塗墜を嫌つ仁揮でせ 鼠弁 一Ｍｾ校管絡技師と云ムやうなものが ｦｂＪ

ぅ。最近になって偶然火災が庇々めつれのと同時 ますが、今誼の火工を訓練しでも望み符られな い

に防空建築規則の影響で鎚つれ認です。それから ので、やはり是は J付なり 、阪なりに建築検当1，逮{定

準校建築として小さい問題ですが司王安原の汲是正の のやうな L のを置いて、以て補強する必要がめる

問題がゐります、 それに主主して; 童話' の方法がま t:' と，思ひます。

見付からぬやうに忠ひます。換気孔なんかも是が 本多一一 内部の下の方からの輿論と云」、ものは

係り多 い と火災の場合役に立1: ぬ! ノ小さいと効果 非常に無力なんで、外部から規則自? こしらへる

が殆 どないも ので すから 、 さう云ム鮎は$ . 日品費用 か、或は駄督かも喧しく言はれると初めて問題 に

をかげればどんなことでも 出来ますが22用ぞかげ される純です。

十に簡単にや らうと思ひますと f中身j童話' な設u!iiが 鹿弁一一浅t i ' ，さんのやうに直接関係して居る人

ない欝です。 から餓筋コ y クリート の建築の延焼する御詩がみ

坂一一 中に夏lこi勾挺最重用の金庫か何か入れて符 りましれので、 それ以ー下の盤築は推して知るべし

閉して居るんですか。 で 、 Ｚｉ Ｚ ｈｉｾ てしまつれら事足れりとして居るのでは

本多一一小さし、金庫が有ります外lま大さな金庫 恐乙くどんな建築も木造でしなげれば非衛生的、

扉 によ って符閉 されて居る拐です。 非健康的建築が IIHIとるi : ) 官、ひます。ですから訟築

累回一一桐の給の中にあるんですね、それでま 規則もめれ以上やつれら詐されぬぞと云ム限界を

打、 そう云ふのがめりますかね。 示してゐる間で、 それはもっ t 建築屋自身で災害

坂一一吸滋郵j を入れるんですね。 に関係しであればいかぬ、階段は、 どうかと云ふ

渡遺ーー それは一番い》ゃうで す、 換 気孔は形 やうなことに濁して、 もっと災筈防止のことを考

式的のものですね。 へで見なげればならぬと忠ひます。

也弁一一宮 lこ小皐校建築ばかりでないいづれ 堀口 一一木造の迷築はが ｦ なんか ｾｬ￮ 督が喧しし 、 ぢ

の官公署の公共途物でも 、一皮新築して1士舞ふと ゃないですか。

後は全然おかまひなしと云ふ状態なのでめります 島弁一一統治 J ニ質際の経験から見てないので法

から! f i に不思議に忠ひますね。 の上から喧しし ¥ そこに若干の矛盾がめ るんぢや

本多一一守さうですね ないでせうか、寧ろ経費の必要の潟にきう云ふ傾

圏直弁一一例へは' 東京の復興し 1: 小豊島校の場合で きカ: あるので滋らか法律のー苦手の矛盾を匡正しで

も建てる時に は頗る現代的なよ い設備のものを再 でも大きな災害の起らぬやうにしなりればならぬ

主主し 7このですが、出来上ると後はおかまひなしに と忠、ひま す。

破叙するにまかせてゐると云ふ機 な質情なのでゐ 黒 田一一法律がある錫に法律上の こと Tごげして
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置付ば、 それで僕等の貨は菟れると云ふやうな主主 をし て居つれ。

築法案を考へ ＱＺ ｾ 、。 島井一一 それは例の輿ＺＵｾ Ｎ 院ゐ＿こりがさうで技術

堀口一一共の意味に於きまして鐙築聖書合で設計 と云ふも ｦ のに目が聞かれてゐな ｾ '¥， それで大同の

基準を作 り小皐校の耐震風的手法は、積キの効力、 石炭が探れると云へば採f}l! lの技術者を迭つれりし

ら諭すＧベき鮎がゐるやうに考へ もれま す。あれを ｾ . ，こが先づ大同の石炭a保って運ぶには餓遁を数か

全部採用し 7二賞際の建物がめるか、 どうか知りま なげればならぬと 云ふので頗る尖の方法を講じて

せぬが、ゐれは貸際の建前工事等 に可成りの困難 居るが、綜合的の頭を以てや ι なげればな ι ぬの

を伴ふやうに忠はれるし叉貌誕の大工の技術の程 に、今では建築、ー土木カ: 統古1] の等外に出て居る。

皮その も'の を考へてどうかと思ム鉱を可s X . IJ 含ん それで向ふに行つでも入盈の部屋を六十回、四十

でゐる。今一度検討すべき案でめると 忠はれま 闘を ｈｾ して間借りをして居ると云ふ始末でゐると

す。 聞きます。併し詮築資金がないと 云 ムやうなこと

飽井一Ｍ ｾろ餓材が不足してゐるので餓筋 、 Ｗ で綜合的 に、 殊に現代は技術的攻草が必要ですか

レームなんかを 、木迭にして考へもれて居る 。め ら綜合的に物動計笠のみで動員が行はれて居るの

め云ふものはーρ の積木細工のやうな形にでもし ですから 、厚生省は惚位向上と言へば瞥者、 それ

れ方舟旬、、 でせう。 からサナ トリユーム、 書寺院fごげ にカを? 入れて居る

i度遜一一小象校でみりま す と相官! I i t a付げるが がと云つれ揮でも病気に摺ってからのみの容にカ

幸子惑の工場Tごつれら最後随分ひど いのがゐ る。 を傾注しないで; J tーの橡防策舎もっと浅井さんの言

泉国一一木主主ですね、餓筋でめつれら一般の頭 葉で云へは' 最低の限度で 出来る Tごり 防備を? や ι な

も大丈夫のやうに思ム、普逼吾4 の家t:' つにも毎 げればならな ｾＧ ! : 思ひますが それにはやはり綜合

日掃除をするが、餓筋の家公こしらへれら中身掲 的に考へなげればな ι ぬと思ひま す。

除 もし なL 、o i度漣一一全骨霊的に総て の方面から 、すっかり考

髄井一 一JM聡自身がさうです。 へなげればし、かんのぢゃな L 、か、 さうでな L 、と矛

黒田一ー さう云ム |世間の御念 カ旬 、かんで す。 盾が海山起って来て段荷物が怠きて来ると云ふ昔「

勉弁ー一一据 ゑである機械は何十日3闘で機械は何 主主 に なって居るらしｾ " 貿際の所。

時でも廻はるが、建物は廻らないですね。 勉弁一一災害防止などは殊にさうですね、 それ

i度漫一一今は二十年、三十年前Iの考へ方とは主主 も建築家がや るなれば最低限度の費用 をもってや

って背の考へ方で建て〉居るものは今になって来 h 物盟問 笠 れ、 ふ機なものですればい、のだ

ると頗る危いものカ将軍山めるですね o • が、なかなか我々の方からもさう云ム獲が出な

黒田一一・ それは吾キの設備、 自分でもさうです L 、。

から 、機械工場は機械が大事でゐって建物は上屋 坂一一 色 々 御意見もあると思ひますりれども ｦｾ

で す か い そ れ で 雨 風 に め 7こらな いやうにすれば 定の時間を大分超過致しましれからこの迭で打七万

い ':> C云ふので、アンペラでや つれやうな建築が りに致しませう。

出来る 、依り金をかげな L 、、 AAう云ム風になる o 御多忙中 、色々御意見合伺ひましてめりが? こう

それで極度 に市iJ 限して居るのでftJH 、maみんな云 ごさＮｾ、ましれ 、 御蹴中上げます。

はれ ると、 それを こっちで反駁するのに随分苦心
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外 気 と 光 り と 繰 り を 我 等 に

津 島 英 太 郎

序

我が闘の建築が庭園と如何に緊密な閥係を持・つものであるかは共の護達の歴史を顧みる

ことに依って明確に知るこ k が出来る。建築の計置が常にその環境及び庭園等の計霊と共

に進めらるべきこ k はその側の縛向家の注意や希望を侠つまでもなく極めて明瞭なことで

ある。しかし乍ら現質には今日ま? ごそれが具現されて居らす・建築家の庭園への闘心や理解

の程度は一般には極めて潤い現紋であると 断じて差支へない。

大事にあっても建築の意匠及計劃は工製部に於いてまに浩閑 はその建築 との閥聯の深渇

を聞はす' 農墜部に於て劃然その領域を分って講義及び演習が行はれ てゐる以態であってす

でにその大勢拍何ともすべからす' 過去千年の誇るべき 」且つ等霊すべき我閣の建築と庭園の

緊密な連端も日宵2稀薄になりつ〉ある現献でゐる。これは夫々の専門化に依る自余儀ない事

情に基〈のではあらうが定に遺憾に堪 えな し、。 諸に二三の貰例 に徴し静かに嘗ての日の

「建築と 庭園の溜然＿ こ る融合」の跡を顧みるのも ＭＧ ｾＮｈ 己の何 ｩ 向に到する省察と批判 の意味 に

於て徒爾? こらさ' るを付言すエる。

(  1  )  

家屋の櫛比し に都市の中心に建つ住居は兎も角として今日我々の大多数が日常の生活を

過す日本住宅の成生蛮展の跡を願みる とそれが外界との隔離の形式に於て蛮達しにもので

はな〈反割に自然との全き融合の形に於て蛮達して来? こことに誰しも策付〈であらう。

な h

「おそれの中に恐るべかりりる」大地震にお司ののき↑ 限れ乍ら依然と して吹き拶1¥ひで開口 多

〈壁の少い原始的構造の家 lこ住む こと をやめなかっ? こ。 I おlまきなる辻風」に桁住ばかり

のこされま? こ扇をひろげに様に末既にひろがる火に「あまねく紅なる中に風に? こへす' ふき

きられ?こるほのほ飛が如〈して一二町を越えつ 冶移り行 〈その 中の人うつし{ ，、あらむや或

は煙になぜぴて倒れ伏し或はほのほにまぐれて忽ちに死ぬ J ( 方丈記) 惨禍に幾度も蛾度

も悲しみを繰り返し乍ら生凝りもなくその停統の材料と構造を楽てなかっ? こ。夏の土甚へ難

い暑 さを凌ヤこと を旨 として家居を建て〉は冬諜烈の服装にふるへつ、も「家屋系候」を

つ〈るこ ￨ｾ せ今 情然と して 「家の浩りやうは夏をなねとすべし 。 冬は い かなる所にも住

まる 。J ( 徒然草〉主明m'いて来?このである。そし，て牢聞として数百年の!日j同じ木材土祇等

の材料 k 大して進歩も しない構造法を墨守し来つに。袋されては建て焼かれては建てひに

な きにかよはい木造の家のみ建て〉き? こ組先の心iこ深< ｴｾｾＮ し＿こ体統への執着の強きには

金〈駕〈の他はない。そ の強 さは一つには上記の「外界主の融合」換言すれば「建築 主自
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然 必lま庭問主の河i然 1:

る融{ ' i ' J  t) ; 'liIl ｾんの米 川

にP仕事安に於てH - 現さ

れて* て 、 それへの '11l

Ｗ 行の断ちがてないにＩ，ｾ

〈。円本のえJ ! ; 築は円本

のn然の fl[! に心からと

け乙んでゐる。 n本 J )

I:l こ線まし洗練に洗練

を苅ねて琵辻ーし? こ米川

のM態( 立木造でゐるが

＿こめにＧＩＮｻｾこ胞やかで ＧｦＨＺｾ

Ｑ 犬 ｊｌ つ ｾａｈ ｈｬであり ｊｾｉＡＮ 論

や賢川を但 えて民 族の

ｾｬＺＮ ｴ ，円 Ａｾ Ｇ ｩ ｊｾ にぴっ＿こり［｀

介するものを持ってゐ

ることに) ，H 。

(  2  )  

風光;1リJWi iな環境に if

( J. 桂自民宮招琴亭のー官官) < まれに我が凶此は7日

米自然美を愛することが特に深かつに。我々は高架集や懐風誌や 円本書記等の記事を通じ

ですでに速 くヲ1¥t . s 天平の時代に築造され fこ庇ーの風f，' ，Jの一端を偲ぶ ことカ; /[1，供述き我々 の州

先の自然美におする銃〈且つ精紬な1 I Iiおじまにそれを 愛すること のいかに深かつ? こかに駕

〈のである。

平安時代に寝殿遣の成生をづLて以米11 " む建築は比方によっては佐・同住築 とl呼んでよい粍

庭 問 との緊平行な連総iの裡に設j主しに。前日寺住築主 ili 同に七十さはつ Tこ工阪は勿論別人であ

っ?こら うが計i!iリは之を ー にして1行はれ? こら うと推定することに具論は無からう。

首時 ｲ ｾ ｬＩ 教の盛大なる に つれて私寸Ｚ の ｩｊＡ［ｊｩＺ私院 の己 ｾＩｴ が慌んに行はれト ｬｩ￮ Ｏ￭Ｍは混同せられて

道長の京極殿 内 の法成寸Ｚ又は ｾｾＱ 迫の Ｇ 子治平等院 の 如寺桂文を比この傾向は鎌倉時代Ｆ常町

時代に入つでも公正tのHrJ に椴 承 され浄土教と柿宗 主の法ひはあっ? こが義尚の北 111殿( 金閣

寺〉義 政の 氷 山山 抗Ｈ銀 ｬ 羽寺 〉 等の如き著名な質例ｾ泣し ＿ こ。これら持 似 ｉｾ ｪ｝ なを有し＿こ 日Ｑｊｊｲ｜ ＭＺ

には必然 宏j くな庭闘が皆まれて 、迎築は必然直- 閑と緊桁 1J _ 闘係全保持しつ 〉護展 し鑓i躍し

来? こっ fこ。

日 本の主 主 築妹 ｴ こ手ｦｉ 風 ＱＱＺ 宅は ｟ｬ Ｍ Ｎ ｾ己の 比 較 的 ￯ Ａｩい 設民 ｩｬｬ ｈ Ｇｦ ， からもすぐ 祁 ｫ 記号 川 来るや うに常に

VI I  4 4  



建築叉は室内といふものと京外或は庭 t いふものと を相樹立させないでこのごつを im然と

相融合 させる 意岡に基いて成りにも且つ大成し来? こつにものなのである。カベて桃山時代

から江戸時代へかけてかつては原始的て' あつ? こ建築構造も洗練に洗練を重ねて明雌且つ l l j

織な構造にまで高められ木材といふ材料の性質を極駄にまで吊かすやうに接られに。まに

土控に惜んでゐ? こ深い滋味は茶室建築の鼓遠から共の効果がrA解されに。開放的な構造が

生む聞い開口に? こでつりられに附子は庭の紘りの利か〈且つ決ーやかな光 1) に映えて宝内に

務付い? こ空気を醸成し来? こつに。

四季の移 り鐙りは極めて敏感 に室内にあっても感取されに外界が雑木林の武戴ll [ f ' の自然

ーのま 〉で あら うと 或は宏大な廻遊式庭園で，あら うと或は摘額大の閑庭であらうと室内が外

界とかりそめの ＪＱ Ｑ［Ｍ重で劃されてゐる限りに於ては我々 の ￭ ｊＱ ｬｩ 先の ＧｌＮ、 は裕か に ｮ ｬｾ は繰りに慰

めら れ その問iは蹟 い大家〔を 呼吸しつ Y げて来?このである要するに外気 t 光りと絞りは常に

我々の組先の身近くにあっ? こ城下の暗い街家主? 除いては貴賎食常都部の別なく ・・。

(  ;) )  

とうとう「こる肱洲文明の輸入は一切の停統への執着診断つにめ に他を臨みるい t まなか

らしめに。共同生活或はni : t 合生活を? 容れるべき大なる建築は外界と壁で殿軍 に医院aされそ

のと ころどころに窓や小さな W，入 口が聞けられ湾内は外界と釣立しに。幼稚ながら冬には

2， ｦ ｬ密接院 ｾｩ Ａｬ 宮 「ーの御茶屋 rii ，j; ) J Wl J
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3. 姻口氏作 r- ( J :宅と J t fh; 図」より

「室内訳候」が作られて開化の有罪f I さを人々 は? こ、〉へ?こ。さうして建物が櫛比し 1: 。背々

ｫ 紘滴る樹木は忘れられて次々と枯死し人々は外おと光ｾ e紘l ) : : t ' 失つ?こ。 i栄養の多い定

物を J誹ることが健康への一存の挺倍? ごと信じ且つ それを賀行して肥つに。叙述が少し皮肉

に過ぎるかも 9:11れな いりれど確かにこうし? こ ftfi 向のめつにことは聞: かであらう。建築が繰

りをま? こ外界或は庭主の j軍然? こる融合を忘れて建築半間に心etr : し? こ場合が多すぎはしなか

っ? こか。

しかし建築の材料が Ei sen_ Beton_  Gl ass に代つに今日に於てはその合理的な制法に依っ

て、我 々はす でに開放的 な建築を控?このでーある。我々の iuJ 1 先が風に倒され火 に焼かれでも

生躍りもなし建てつ Y げ執着しつ三けに !当然と融けあひ叉その 111
に張ii し? こ開放的な木造

の家は今 日すで に我々の手に風に倒れ今火 lこ焼けやしかも以前にも増して海然タト非主融合

し得る家として確保されて来てゐる のである。他方一木材一土ー紙等の家は我々の集岡生

前からは日宵: 遠の き鑑11: に11立する共句: の材料は容易 に得刻l くなっ? こ。嘗ての 日副先がなし

に如き それ等への愛着ょの一三ドは材料に1'i i する我々の感覚の鑓化によって我々から速さ' かり

人々 は桁ピ杉Tご来繁fごとさ はぐことを 11:めに。 Eisen と Bcton と Gl ass がそれに代つ?こか

らである。

しかし忙しい生活が 我々を自然から謹 ｆ り土佐総 ｾ i' 我んの 円治から号 |き肉!g さうとする

力が力11はれば加はるほ ど民族の lUl はそれへの愛著を増す。外筑や光 りや総 りを民放の血が

V I 1 4 6  



要Aぷ乙する 。t股鍛並弦!bが: コンク リ- ト 1力J〆:司J桁M附!tJ泊f行'j 了. カが;さ うしてま? 仁: べ...:.二 ヤやテツクスカが; 吋tす- でに我 ノ々? の1' -1にこ

ある U以、_I上卜a

?にここ の!い陣附2ふ判k判|の 門然との ;i仰il[ 然 f仁こる副融! 介への tυ) li'( f! Jが:ザ滑吻1丹W附守v切附f(れω{れ1JλL して央れる? 古罫でゐる。

日本の Eisen_ Beton_ Gl ass の辿築ヵ; ｮ ＭＱＧ［ の 外界或は ｉａ と ｦ Ｎｊ Ｉ Ｇｦ ｾ してイＨ ｻｉＺし ては誌に版 よ の

師趨に迷」、のであらう指山・にＯ存浮く所へ部前ｾ， 1i lj ，，f;IIJJ 陥 なぷー現を以 て外試と J e りと紘り

を＿我等 の 求 めるま Ｇ＾ｬ こ興 へる米こそ ｩ 己 Ｑｨ ｾ の ｩｬｬ 築 として足ある ｬ リ ｊ ｮ ｾ約束される官Ｚである。

形態の迫求や版式の樹立はその後 の 問題でよいｾｾＺである。

いま 六月のはじめ拶l̂ ( " t : に疲れて 、窓外を眺める。ノ・， )-Jの光りが燦々として才{ 諜に 11*えて

麗 しい。 その毘しさの名和粘!hj髄をを? 家鼎にプ完己全に J以lμA り入れ7にb川こ己江1刊|削H札l先 の!保批従制.イ作f

み 3を?座1布苛の I幻.35IE尻:t i描品，1ほ占の4名守j版;奴反3を? 泊じて1占師l祁予かに|似眺U悦Bめるときは新しいよき H時寺代カがzひしひしと我〆 ?々  

の4身設近に辿つてゐるのを営釘? 行J感盛じる。 ( nr， 14. 6. 4附〉

Ｔ Ｎ 堀口氏作 ｲＭＨ 七宅と ｾ ￧ 庭 回 ｊ より
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;  女 建 築 倶 楽 部 室 春 期 大 曾 概 記 l  

i 南

i 紀

! の

! 古

! 蹟

i を

i 晃

i 摩

i  [， 

i て
ｾた

日本政築協合f具紫昔日室生他の、南海ff5野線天野'

山 車 ｾ心、守 方面の丸墜と行梁 ｦ･ 粂ねにー春季親睦令に

参加して 、 ｾｾＮ B は所定の十時三十分に難波i採に集

合しれが、 これは例の忠巡りの大阪時1; ¥1でめつれ

らし< 11'，霊堂は十一時ーニー 卜分。所がきt . 他者の心配は

35切 られて、規定H寺刻 には全只集合、誘ムブJ 誘は

れるブJ お互に気の主53な秘な恐縮しれ秘な鎚な具合

t: 。長い間部 l普い官21設で会天 fei¥J] 腕化しれホ ーノレ

から明 るい 7 ・ラッ トに防j叙されて ホッ トしれ糸

持。& t 7 ' ; ; 今日は日曜日の本とて乗客は相等混んで

ゐるので、若い主s'I' はこいつはひょっとしれらと

座席の心闘をしてゐ7二連中もめつれ絞t: 。

一行は六ト一人、lJl}]Iかr，r l 己fe感じ 1: のは u I:Iiii 主

ｉＩ ｩｭｾ 凡せん巾老ｬＮＱｾの参加が多かつれ司 ｦ で 、 中に

も七十六オ の伊i f E 潟吉民? ごげに li ' l ' 老・主云ふ言紫

は差 ｬ ニげ革 ｩｦｾ し、が。

南海の好主主で、食七万車をー柄A 結して央れれの

で座席の心商 ｅ は解消して 、 お・干 Ｇｦｾ 、ｬＮＱ｢Ｇ ｬＡＮ Ｑ，糸殺なし

に坐ること7' ; ' 11"*-/: 0 ｊＡｴｾ［［，命これは南携のＮ｜ＡｊＧ井君や

'1' 野沼の御点力に依つ1: ことで火いに感謝せねば

ならん。

司frl' 萩の茶屋で火事 {e後九し 1:i il1lll ' J t 氏がヤア

焼夷 ｾＱ｜Ｑ の ＱＧＨ 験をやっとるぞと炎 ｪ ｅ の名放送。告布石

に非常時に於げる IE2寝泊己、めとで乙 JLt);ktt 築材料

業者のな原であつれことが州ゆj してや! となくぷの

識なぶ持がし 1: 。

天ド茶屋でピ ーノレや緋'n' 合しこ 1: まも!i 込んだ記

V I 1 4 8  

はN かつれが、何しろ車掌無しの貸切車と来てゐ

るので! i l J"I '君がし きり と ドア ーの開閉をやって る

がどうしに調子かエヤ ーが利かす' 、明欲しのま〉

数料走つ1: のには冷っかされ1: 。座席の段、地が無

いので 幹事[ ま立ん様、立つ主 る序に )I[日々 に ピー ノL

fer主いで品! 1 ると云ふサ ーピス振りに 、 日頃係り口

の瓦い ) i でもな い池田氏や伊藤翁が、やめ泉の本

Tご。やゐ勿穏ないとやらかすもんどから幹事注 L

大 L 、に渦ー況の態。

正午長野にド率。貸切パ λ で天野 IJI 金 剛 守 に $

1) ， ｾ訂正の案内で同寺の放ＱｊｩＪ暦ぞ聡〈。

女 人出野の天野 ｉｊｉ は凡 そｾ築界の人で知らん人

は無かろうし、金剛寺が保被建造物の凶iEでめる

司王 も先刻御承知の筈であるが、此慮に南北雨籾の

行在所が在るr J 日 、雨朝カ; ; 卸睦まじ< J l  JL等 0; /在

ばされれ手 Ｑｾ 等の逸話は 、 合金り暦ＱＱＧＮなどにも :P，てな

い側f系からか? 比較的知られて居ない様打。

正卒九 ｾｉ 三十 ｊ ｝ 二十三 日から十四年の十 二 月 二十

三 U まで前後六ヶ年間後村 lニ天皇の行在JiJ i- でめっ

1: が、 それより 以前正卒九年三月 ニー|三日に LUI J

羽の持明院三院が行幸遊ばされて居る。その1 *1係

からか後村 1-. 天阜の御座所が、北朝に比して御肌

末でめっ1: 1 ) 殊に食堂念行宮と遊ばされてゐ? こ事

等を聴き恐憾に唱えす 、 ＿込将ｾｊｧ、ひ Ｚ ［ＱＢ り此ｴＦでは

一同 lp- ｾｉＧ のピ 戸 ノ レ の酔もすっ飛んで襟 ｦ･ 正してゐ

1: 。

居室長十一 ｾｉ 三位医秀績が 、 片桐且元を して諸 説の

大修理を行はしめ＿こが 、 是れは老治家肢が ｾ ｾＧＡｬ 臣ブ ｪ

の軍用金金消絡させるｾめに ｅ 齢、て行 ｬｩ しめ ＱＺ の

で、之に針し "fi? 純良元lま工i':(fe節約する錫め、 同

立 ＱＺ ぬ所は材料金おとし差支へな ｌ 、 ｾＱ ま省いて乎

抜をしてめると1 ， ｍｾ へられてゐるがＱｦｴＡおは自分に

卵j らな L、。

金剛守閣資illj 盆物 ・楼門



住職曾我昔日俊雄師 より守の臆1 1 :

を[ 茸1<  

ずl 名 な凶

11f 多必然11

11 トー)，.: 11¥正J '!t

ＺＭ｣可 ｬｾｲｬｬｔｫ

し、 lこJI_. る"1

きF &でめっ

1: カ;、 Ik'f ll ¥l

を穿つれ説明ｾＮどうしれ誹 ｆｦ か一行殆ん ｅ 金百 ＱＱ カ ［

イ1: 織の l行す反到の) ] 而を熱心に凡 r 居るので、{七

月九れよりかねて ? 、住築の 事に就ては 忠信の説

明よりは武公注の) ] がお詳し L、かも企;jj れません

が 川こ11一 同J { l ) ) J か恐紛の態。 この翻心寺で想 IHし

ＱＺ が 、 ｊＱ ｢ ｆＦに御大興 ［ｌＡｾ念鼠ｪ｛易 ｪ 存 立が ＱＺ しか昭 和五

ｾ ｉ Ｇ に Ａ､Ｎｾ築さｊｬ Ｑ 二時 、 ｭＺｾ 通の 五 ｃ ｕｩ ｍｉ 村 卜 Ｎ 沼 合 同 ｾ￭ し

てその五mを倣って*1: のは瓦かつ1:T:、 それを

の節合で凡

政， ｩ Ｇ ｮｾｩｩ ￫ ｅｦし ＱＺ 池日 ｬ 谷久 吉君に示すと氏円くも飛ん
なかっ1: 。

ふ た'μ 良企J執って失: t t 1 : L  I， tご百円んやこれを新FJil に

何 時 L 引将

4持政すると は怪しからん ことカンカンに怒 らして

ひに :Hすキぷ

了つ 1:。 と云」、のは村 1-，震が蛾f司レンズ金持って

fごカ: 、泊"m

Pt なかっ1: 潟、屋 i投 1-- と |、百Rl1四十五度の l出り ) J

賀 さんの去-

で、 よるでill つれ ホヤホヤが震災に XrI ム1: 絞なう祭

を凡{、l'げれ

に なって ＩｾＺＮ ｾ＠ ¥後で泉イ'H 、て大いに謝つれことが

羽 j s I，笠督の

あっす: 。

一人が起つ U  

てc . j とて* 先生お久綴りです 4 と云」、・仁工事現場 に

引入れてゐ れのを凡ると 、京大力、災工か} ;X; I主社I!，聞

きんの事務只でめっ1: か、事1) れにしても因縁浅か

らん人の段fごから多資j 持の状況がIJ 日き皮い7i l ま池

閉さ ん にお聞きに なっ1:ι Jミいでせう 。

ｔｦ 物康で は後村 ヒ天 長Ｚ 御 ｾ正銃の勅級生 ｾｒｦ ￬ め 、 御

寄准の琵 琶 、 主主 ｾｾや後間附天 ニ 〈 ｬ が ｩ 却守刀 を 正 ｊ Ｈｩ， に

賜り正行、正儀を? 経てね寺に j:l p得滋せしものなど

4泊三代の誠忠、を 沼、ぷ 貨 物 な ど 滞 111納 めら れてゐ

1: 。この短刀 11大阪の巨匠 )] 111の作で めっ1: 事な

ども因縁深い L ので めっ1: 。

再 び パスに乗 って車 ｾ心寺に 返る。 Ｑ 合尾 ｩ 却段に さ是

金 剛 寺 ・ 天王屯殿

比鬼で L貨物 の.flli k ＧｴＺＧＢｦ 手韓日し終りに Ｑｾ ｌｴ 院に き 話 か

れ、ずf I >し nの楠公営忍んに。長抑的居が同一部

奔して楠公首嫁に詣で、本立に集まって ft 臓の主l ¥:

屋でめって、半 分Tごり 彫刻されて牛 分はそのま、

築説明金

になって居 る。不足、淡な建物に、一向めれこれと

金 剛 寺 内 凡 泉

ｩ 隠ｾ rこ

の建築は

庇式と和

洋式いこ

なって沼ー

りまして

t ! i J ち柱の

阿い慮は

議論の1辞1): 咲いてゐ 1: の し ill 築協合凡f 1.!:i 剥にキ目

惚しし、 小J;cでみつれ。

門を 1' 1'，かりに時、絢籾巧徴金短めに側聞 の彫刻

に垂 ｩ 延ｩｴｻ＼能 Ｑ Ｑ 子 、 早速や ｪ のぷ なし にカメラを ｾ fuj  

げて ｦｈｾ に凡っかり閣官お涜倣る μｉ からすＧ ， ｮ ぬ Ａ と

や C れ恐縮してゐ ＱＺ 人 ｬｩ 大林主 ｦｬ の主役今林ｾ ｾＱＮ ｴ ｾｮ 昔日

長さん。

! } _ から長野' の村i旋回怨親晩餐千? に臨 むまで約二

庇式で問 時間カＺ向由行動で 、 ｬ， ｴｩｬ､ｴｬ 奄 、 ｍ 合 寺 等を Ｎ， ｉｉｾ 策する

ブ(1な彪は ボー L めれば令JMI こ; ( j - ，、てゴロ仰をーする L の、田辺;

;[.t 1  i f : 式云 や Ｉ Ｑ 守 ｵ ｾ ＧｴＺＧカ・こ む 者等 よちよち。

々j と微 規定の六11'fに H免餐 fft q非lti 'れ、 幹事のい 1: づ ι

に入1) *聞 で Ｑ 市 ＩＱＩ｛ ｛ を ｾ 1

1

1'1 ＨｾＨｾ＠ td に抽銭によって決定し て 凡1: 彪 そ

4 9  VI I  



現 ｒ 心寺に於げる ｈ ふ合 ｾｴｬ 故 ｅ長

の取f午せ珍 無類で位階勲等の長セーが末座でみつ? 二

り 、 Ｑ Ｑｾ の ｩｙｴ 色い践が床柱と 云つれ具合で 、 結品以日

って無百盟諸の土〉良l在1合添えて主主・ 111¥' 然 1: る終色

のrl' に円It となっすこ。

俗営 IJIJ げば、有OR のもι楽 にかじかのf ' I ' 炎、 .fi )11

fnJ 田村士般か に変りて ゆく。只U，R降りな 11 ir'J ふ iuI i干

の風光明 WL11，: 、然1.， 1軒毎カ: ，J:' ;金全 fvk じて公閣とし

て風致を高めて居る民 rl' に、餓筋三! 惜の長完成の

｛ｊＡＺ物が禿然として空立って ｭ るので 、 ｬｩｾＱ げ ｉｦ ＧｊＡ正ｊ￬ｩ ｩ

ill 築で工事中止: i " 命せ' られてゐる料J 1j!Ht ごとのこ

と、不治可 rl' 止にする位な心ーj否撤去させ 1: カヵ:

風致の耳15J : l l : にならぬ Tごげでもましのほに忠ばれ

る。

古H 感心させ られれのは、 この 11 .:fJe; :;j'; の{ 也にも

っと大きな凶惚が幾つ L ゐつれが、いつUL Ａ，ｾ所

古肢の内部 活11奔叡がat. され子、 その縦糸通 りし

十

日
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＼ｊＩＺ剛 寺内 ￆ ｾｴ ｪｊｅｉ ぷ公

木 ('ft C丈一)>1..五寸

王行彫して納めれ

と云ふ〉



千 野 邸 澄 翠 閣
随
寸 」

司

し
一一一一日見

住 宅 委 員 舎

住宅委員合、本年度の問究事項のーっとして 、新古住宅のS! 墜並びにその批判をなすこ

とが恕げられてゐるが 、古い仕宅はとも角 、新住宅はかう云」、時局下 lこあ って 、 その j肢も

叉種類も極度 lこi ! i l ] 限されてゐるので 、本年早々よりの懸案であ っ?こが、なかなか賀現する

運びに到らなかっ? こ。 b起がEドごにして 、本委員令矢問委員の斡旋に依って 、大林組H: 宅部の

設計施工になっ ?こ六麓班、平野邸澄翠閣を去る 6 月19 日見摩するの機合を? 得 fこ。以下は設

計者小川安一郎氏 ならび に?2日出席者のものし? こ感想乎記である。新建築f f i ' ; ] に描i肢の同邸

のお民主? 見られる に官p ) 、木記事を一読され〉ば向ーさう同邸の建築について認識を j絞め

られるであらうと思考する次第である。? こ Y この例が和1)武主屋に紹〈洋風1l!S; 接 、展望室と

云つに特異なものである f ごりに 、住宅一般的な事項について論及し得なかっ? このは誠 iこ残

念である。

終り に、 邸内の隅々まで無遠慮なる我々の誌に快 < ｲＺＺＱｦￚＺ 、 ［ｴ ，， Ｍ見せ下さつに平野氏と 、 Ｇｾ ， ｾ ［

日案内役のノj 、) 11氏に厚〈詞J立を表する次第である。( 小林幹事)

卒 野 澄 翠 閣の 建 築 に 就 て

小 川 安 一 郎

この澄翠聞は芦屋六麓J l t創谷高地の自然

のま 〉の政大なる敷地 lこ、南方は西宮地尼

崎港{ f [l R下に 見下し速く淡路島紀州を眺め

東方は苦楽悶成田 山{ f 経て遼 〈生駒連峰{ f

一室に納め 、北及西方は翠の六麓TIt {f見下

すこと の出来る 眺望絶佳なる高地に 計壷さ

れ?こ織防 コンク リ戸ト 及木造の洋風二階建

地下室付の建築である 。こ の建築に参輿 し

Tこ筆者と して、こ れからその設計 について

少 しばか り所感金述べてみ ようと 思ふ。

敷地( ; t 芦屋六鑓慌の商事白星搭閣際ホテ

ルは聞 いて居るが米t :_' 聞出して居る桜子に

も 見 受りな い ｭｾ 天ｼ謝の真下で六位ｊｴ ｴ 行きパ

スの賀来橋 と云」、停留所の主! とに 古風の武名

門がある此彪が平野!.l!¥l 在翠|副である 、此の

門は池田能勢奥の宮家の門を移叫し ?こと の

ことで主人の得立は非常なものである。

この門の地盤似よ り 150 尺位向し、所ーに 旗

竿がある。共の旗竿に主人が登って展望室

のlポ声j { f 定めそれを基準にして一階、地町'T

のF択を定めて このi洋館の J 也告訴泉佐定めにも

ので在来の日本家即同: 屋の勝手「地附」 う

ら云へば洋frh-の地F!?が三附 lこ相官するこ と

lこなる。

要する に母屋の地階から すれば洋館の展

望議は五附 iこ相官;す るのである 。

つまり 山のM斜面を利灯l して建て 7こので

母屋の地階一階、洋館の地附一階も共に外

部 山 道よ ｢ 直接 ｗ ， 入が ｦ｟ｉ ｾ ， ＳＱｾ る様になっ て 居

るが勿論母屋より連絡廊下及び附段が出来

て各階に jffi する lこは差支へないのである 。

以上の搬な環境の敷地 iこ建物を建設しに

ので工事 小 の運搬共の Ｑ ｜ｾ 非常な不便を忍ん

に事は想像以一|二である 。共の rtli 斜地に建物

の配置を別|面lの平岡の様 ti- ILI:j取 りとして川

被上つにのが此の洋館でもある。

5 1  VI I  



和 風会1-: 屋玄捌

2  

ｬ ｆＭ ｬｬｩ ￎ は ｬｩ ，巾 Ｇｲｩ の如 ＼ｊ山 ｉｗｩ にｽ［ｊ ｊｴｾ と辿Ｎ絡 ｮ の

「ロツピー 」があり斗- れが「クロ { クJ i ル

ーム 」になって民る。三えにぶ酬を JI)i. 9物 U

Mi拐 、喫煙( 長、食堂、 「テレス」で一刊号は

附 段 虫、持:I mｾｉＡＺＩ［ｉ Ｚ Ｍｈ ｮ 、 「バルコニ ー 」 一 ， ｕ 街 、

千i J t所 、使 所、渇び11拐 、物世司γ でー 附、[! [ J

ち民主 ｾＮｾｦ は附段ｾ 、 ＱｊＯｊ ｴ＿ ｉｾ 場 、 ｬｬＨＺｩｦ 布 、 「ベ

ランダ ー」 で以 ト. の各市を延) ; : ¥二にし てがj 七

十 八苅Lである。

3  

外相は地 ｾ ｻ Ｇ Ｑ Ｍ Ｎ Ｑｾ Ｑ Ｇ ｲ 餓紡コンクリ ート州 ｩｬｩ ｽｪｾ

些京 一 部 、 鍛紡外木 ｩ［Ａｩ 生以外ｾＺ， ｴ Ｍ イ Ｇｩｪ｜ ＢｩＺ 立町丸

木校合式下比と ー 刊 ｩ 和歌 ［ｉｮ ｦｾ ， Ａ ｦ 訂乱。 ｬｾ 9外

「リソイド」塗りとし化杭本l;f¥悦WL侠J l J i ペ

ンキ」塗拭き ｊｉ［Ｎ り仕上九Ａ根見色 Ｕ ｉｲ ｾ rスパ

ーニツシュ」丘二i I : きにて既設 円本官'1' 0手足と

の制不11 につ い て 色 彩A の他に羽 ¥';なの7小心を?

要 し?こことは侃らさ' る出である。

4  

Ｇ｟Ｎ［，Ｚ内 の な医にＩ比てはむ民にて￭｜ｆ｜Ｑ ｔｾ の ｩｩｬｩ り

の柿成にて 一 つ 一 つＢ ，トＮ ることをｾ 11: め御恕

像に御任せする。 J ｌ 杭ｾ ＧＨ の行 Ａｩ ｦ トにＨＺｬｻＧＮｊ州広

告?平IJIl J して1，止も さえ:lt1の材料を選定し灼- l l o孔

Ａ日口Ｉ｜Ｚ守Ｚに依り ｈ Ｇ 佐 ｾ ｉ ｯ｟ＭｴＮ る ￭ ［ｩ Ｚ ｩｭ に は｛チ ー

ク」納の良似 を以て} j lli ＱＭ Ｍ しタイ ノ レ の ｾｉ ｉ ちも

川米合! 日の 内より 泊 'J L- に選 :どして 'j k_ 卜. げに

ものでｾ ｾ Ｇｦ Ｉｊ IJi ヒ火:，j，'， ( まあま りなかっ?こ。

VI I  5 2  

次 に 新材 料を{ 史川す る事にも- i f 1

ｩｫ 心 掛け ｔ こが先刻 ＢＱ し＿こ杭｝ ｾ Ｈこｼ制

係致す: m: 多んある ので応 H¥U食存川

のl段蹴両立自li 、& W: i 立自l i Hi ニツチ」

の ＧｾｩＺｪｪ ｘＺの如きに九 州 、 ＱＱＱ Ｍ f，'I 震の紙イi

に使川せられてん; つに II- )' ，'i : { i ぞ伏

川 しに ＱＱｾ である。ＺｊｻＺれは中 ｦ ｬ ｬ￺ￎ のぷ

l白i( こl白il" き本I'i! の 版 'i .l) Eがあって

ー‘ ・hui r'，いがL! - IH!' 件?こ。

J 与の外特H : Jiui 工 としては在、は時

々使って居つ? こ「タイル」のノj 、制

使ひｾ ，ｾ りを食 Ｇ ｩｴ の窓 ｬ ｦ 到底蹴の ｉ 抗 ｊ 自 ｬｩ

勾ーに 川 ひ 、 ｬ Ｍ［ｊ ｾｍ 及「ホ ー ル ｪ の引

には砂利の此川し捻 り{ 仁卜.に 「ペン キ」の

わり ｉ ｸ りと なし ＿ここと 、 又 共 の土 ｉ Ｚｮ ｈ ￧ に不 ＱＱ ｾ Ｎｦｫ

ｩｩｬｬ イ ｩ の 外 ￬ Ｇ �ｬｬｩｾ ｌ 貼り の洩 りを 丸太小 ｮ 切 のノ ｪ 、

t，JJi ib:めの川 を蹴貼りとして、 11地を? 夜T沙平IJ

の 洗川 し 仕 |てとんにこと 1，/: で、外に施 i oの

希望もあっ ＿こ がど うも 全部考へ辿りに ｾｪ ￭ｊＨ

する事が/ 1¥供 な か っ ?こことを成 念に思って

人!? る。

然し 市内 の法自 ｼ川口 ｩ や家 ｈ Ｍ 、 ｾ投物 の ｾｊ ｉ きは

地主力 ｾ ;也1¥永別手11勾zを? 考へられて杭設をJ立外

脱して 1! /1i. A<: せられにので :uj 反なもの〉使 J¥J

が ｉ｜Ｇ ， ｾ什こことはぷを ｾ ｾ Ｎ民ふするに足る詳であ

る。

5  

- S:完備としては l炭冷却ーの計 21: もあっ? こが 、

時印刷千字通のことにて|民日ーの虫11 きも瓦j折、

冠熱の並川智JJ!t. り各社その l民蹴には lL!tJ rを[史

川 し枠 Ｑ Ｑ｜ Ｑ の ｬ 段焔には訂炭 、 新を ｾＱ 史 川す るこ

とにして名所級制iiの屯熱の「プラ グ」を設

世し＿こ。 ｵｾ Ｂ の ｩ 院 の 扇風機川として屯熱 ｼ司

校必要の向ml こ「プラグJ {f ;没むし? こが 、

易問中内扇風機の必要はダf: ど認めない拡子ーで

ある。

作所洗1i" IJijj- 、泌び11拐、似i Wは7)，& 式にし

て 同化 法む に ｪ ｪ［Ａ 制し目先ＱＱＮ の ｾｊ じきは点γ 作削除

以新式 の ｾ Ｇ， Ｇ ｩ ｙ￨ｾ＠ ，1
1

1

，を侠川 し?こ。



卒 野

岡 田 孝 男

?下 tヰミ郊とI =J ＭＭＱ，［ ｾ［｜ｪｬ とを 比 較 して 見 て ｩ ， ｦｪＡ 惑

しTこのは良事l ! ! ; 築! 支術x. の必要なこ とで あ

る。

作: . . ; 明日( 立大林相 f1:' 白台:jlの秀れ? こ}支術 討が

附 い て 居 られ? こから砲主の責任J I!!. な注文は押

し切って兎も i{l も統ー のある t!": t 互に述して

照る が 、 円--1，;:';": 古:jl は施主が山; 告 で 大二仁を指

判Ｈし 、 材料 などもｾ ｾ ｜ Iこ入つ f こものがあれば

京京地方から でも 川阪 の; 全共 に民入れて送

ると云ふ様な や り方、又大こf . も従って 施 主

のｾ 見に行従し ｔ こ Ｉ Ｑ ヨ ＱＩ ［ 比 える。その お［瓜材

料 はl吟味 さ れ又仕事の仕 口が比事に/ I ¥? { <: て

居る にか〉はら十肝心の:む恒の泉市で頭をか

しげるところ が少なからするある。

fyl) えば日本座放の* の11¥1にして は施主は

日分の立医と してん得X5:rごそ うであるが 、

残月卒認しの五平な j料 1:: や収映な ど相訪な

背心を- l ?ll ひながら 、木古11やプ ローポ ー シ ヨ

ンがピン ト をタ ト れて ｅｦ る ので ｗ ， ［ ［ ｾ ［ ｉ こ Ｎｨｬｬ ｪ しい

気がし に。

ｾｭ の Ｑ Ｑ｜Ｑ と云」、の ｬ こ案内され ｔ こ ｄ 慨にもベ

井にも大きな腕力［Ｍｴ ｬｬｩ かれであるが ｾｭ があま

り大きすぎて異様な感にう? これに。これな

とも守そそ のものは良し 、叉ff1TI の檎そのもの

も可成の /1'， ｾＨ であるが 、 何分にも給は四五

ー ｼ 寸 ｊ｜ｾＺＮ Ｑ 設 の天 ＺＩ Ｑ Ｇ のわ ｩ し、去に伎はねば

ならぬI毛のス ケールの大きな給で

あるの lこ、 宅カト 1-，1:，"; ':. ｦｬＩ Ｇー の￰Ｇ ｊｾ ｬ 、主 で

あ るので 、両手? の別府 iがとれす¥

グ ロテスク な! & : がするのであると

JAふ。こ れなど素人に は1nUIj!. の な

いことで はあるが、良 普及l! 築家ーの

必要を柿切に感すＧるｾ ，く 引である。

作 宗 の 方 l主主として ペ ンキの刊

な生装に よ り材料をうまく侠つで

ある 。 その引;県材料本米のi味と は

別 の 味 ｾ ｉｉＧ ，し て成 功 を得て爪られ

Ａｴｾ＠ ると}"J ! ，ょ、。

しかしこの ぺ ンキによる断装のや り方は

例 人 的な灯みから云へば私はあ まり好かな

い。 やはり 材料ｾｾえ の味カ ［ Ｑ ＱＧＮ Ｑ こ方がよいと

忠、ふ。

フアイヤプースの取り方、 まに その前に

ある大火鉢と その カヴア ーなどは使い易い

Rl 、立匠fごと思ふ。

作ヰミ市の外1/免も遠望すると延びす ぎて不

安定な! & : があるが近づいてテレスから児る

となか- - - - - 良いプロポ ー シヨンである。

プランをみるに玄MMホール にあるバ {、

は地 ド引の感じがしてよい。設い廻り附[ 交

をあがっ て豪 華 な 山一lft l後 '+. : に入り 、更に

JsI¥ 1ごから 三1i? の 釘ごNt 筏と民主常へ入る 11干

段 のJ宗り方は巧みにと思ふ。

卒 ｩｬｬｦ 邸見 ＡＴＭ ｾに就て

( 主として j.:(orif )

小 川 |場 I II-

1  jj宮 地

政l血は一般に 7qtilli- に切取れ伝ι1:せらる〉

ことな く して 、 然も ＺＢ ｾ Ｒ 没 地 ｲ ｬ ｬ ｬＡＡ［ 築し ｦ Ｇｊべ ｚ

ＭＧ ｲｾ＠ j:也が、;作11{ 'i' Iこ少いにも係はらす¥ 白然の

仏 ｩ ｻｦ平 ｉＩｉｉ ｊ し ｔ こ の は灯 ー もしい ｚ ＳＱ である。 Ｑｾ と ｬ こ

正11 ffi¥. ill 物に平地を諮り 、沖 j武主主物lま共特徴

ｾｦｾ ｪＢ ｗ する ｟ｉ Ｍ Ｎにも 、 ヲ ￯Ｍ ￺ｾ 望，主と して の効某

Ｚ 手 ｾｉｬ 内部
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座 敷、床 の 間

的なる に も、突 JC1こる J i : 陵を利川し? このは

官;然ながら能 く共 門 的 を述し件?こと 言 へる

克も来と南とに開放されに 自然の地JI予も 、

共功を忘れてはならない怯1: 。

2  71 ' - 而

千而に就ては在米の自宅があり 、且 新築

口本家 が、勝 手に我立を張つ ? こ版なが1: - ' さ

れない間取に接し 、住吉 ?!EI こ便利な岐に 、

洋 ｾ ｾ述給 せし むる事 は 、共＿下 京の 凡 てが

接客J r J な Tごりに、和風の私室や、 見 られに

く ない安見守ｾ 、 通らない様にとの背心は、

向。hfi し得 ら れ る 。 然 しn宗工事がお後から

お先へと追越してilli 捗して行〈のを凡て 、

手J l 安の( 1:¥入大工も相官やり liB くかつに事も

さ美 し得らる h

所 で千商| 凶作製は前 認の不好僚1' 1二の; 別に

は必要な 1mを充分配置されであるが、何と

な〈コセついて居る蛾ひも責任 ｌ 、では ＱＡＡｾ し、、

地 附 ( と育つでも作官1 ' cとし ての地何年で 、Je.

の Ｑ Ｚ Ｑ Ｍ Ｑ Ｉ 血 に位し 、 手 ＱＱｾ に釘しては ー 附同 ｉｾ :J 

の〉 に附て は共感が深い政であっ? こ。 一昨年

二附は共金子[ 師を附段以外3 : 怖をl位HJf ..ftと

展望宗とに各附の ｪ 血月三を充分市川して ｊｾ ['l 

fl句をi主し得て昂る践である 。

5 タ卜 ilJ l  

外側は 、大 部 分j;; 主主物周悶の7f - J帥; 狭い

のと 、樹木が接茂して日るのとで 、:u:IV;j 1出li

が近過ぎて充分鐙ＱＧｾする事に不泊Ｇ￬ｽ ［ であっ

VI I  5 4  

仁、flH; 荒川 の内外からj ; ，! . _ I-- げ得る

切 ｫＦ Ｍ ｊ ｊｾ 附近 が 、 一附の「バルコ

ニー」から も比えるので 、共 述 近

の ｈ Ｔ Ａ 必ｾ比較しながら述べて よ ｌ る

と 、 ｩｬｩ 望では 、 ｾ物が ＩｾＱ 年初 ｩ 怖が

変地なの に も係はらす¥ 奥行の1若

いr . s めかi! l i 1ご手格的 lこは られ何か

の記念"γ 与の政に感 ぜ ら れ? こ。之

は j 己fl!l J に失 /1' ，し? こ悶 JI ヲの|併段宗の

路神かとも考えられる。 X 切2[: 下

の. ft，lJ 防も( 古ーの芝居小屋の怖のも2

形の1mきもの〉共 )I j材 のt lJ)( なる

と、 彩色の石又は人法引に比ゆるとのr . s

めか、!f ，[ 亜のlぷをsi! へ従て不安定の維があ

る。共他は慨して好感が持t ，件らる h 妹

に木造 円本家に「マッチ」するべ く色彩の

刊二心がプE分21はれに。 近 望 して始 めて ): 11つ

にのに が、前 況の内 は索木に「 ペンキ」の

拭 Jfx仕上 であっ Tこ( 之も 設計' ' ; f i ' の設Il }j で): 11

り得 ?こが〉述笠に感じ? こ粍、鈍亜に 比 られ

ないのは「パルコニ 戸」から 、二附B目下館

の全而 ｛ にまＮｊＺＺ ￺ｾ して の近些と 、 「繊剥な 円本

家の一昨閣の後方_I -. 令官に 、搭 の 如 〈剃然と

自立せる汀: すrYを和洋一世Jil 師としてのili 望 J

ｋ の 鈍 Ｚｩｗ ￮ のｾ ＱＱｩ主であるが、ヨラへも ｅ によって

は 口本来) 1]1;1-の京色に 、 「マッチ」すベ 〈

作 風の比1町内骨太の川村に 'Ja色が依り に.!' j

なる高 山県 の ｾｬ ｹ ＱＧ ｾＱ ごとも言ひ得んか 、見 もｦＡ ｊ

も「プロポー シヨン」 のみなら す.， rカラ

ーリ ング」にも 引 等はi i : :むすべきことを教

えられに。

X. Ｍ Ｇｉｾｩ｜ が使命 ｩｬｩ りとして 、 メ ｌ J.( の二 つ; 切

りできも負担jli 作らし 〈切り *11まれに_I ，，! ，事に

つにのがあっ? こ。然もメ太〈さの涼末; イ小本、正;ブ大〈差なき

ｊ止 Ｎ二 Ｎ 物「対附揃 ､が前 ｩ￭ｪ ｬｪＭひをを＿ 一 段 一 段の蚊ケ ｪｖ所 ｶ列 ｪ Ｍ の飽千に 」凡 ［ＡＮｉ ｾ目限 2  

れから Ｓ却制 ｉ Ｇ ｾ 阪匂 ｲ をを＿プ充じ分に ｦ侠 Ｑ正Ｚ川してＡ川ｼト Ｚｊ 川 ｩ沌Ａ史主 ｢ に Ｎ は

l山六':j)川v珂nピごUげ? に人9余釘知、1羽11れぬ-，下11川l八小;

れては 、ttfA2- の考えさせら れることは初L1-.  

材に究川 をウンと懸け 、然もうたー1-.9 の丸 木

制 コＺの 山 小 限 ｦｬｾ ｊ なものをと ｪ ｅ ふと 、 今でも



ｾ禦〈刀、格が ＱＱ｜ 見型 ｾￎ の位置に悶てはー直

に見F るの怨みあり 、利考え過ぎの/J、

なるものが、尤も施工にも刻1 : す，べき鄭

ありと認め得?こり。

5設 備

大型建築設計者の ［ ｾ案になりし家 ｛Ｑ，Ｎ

ｾｊＮ ｉ配ｦｉｪせし事とて 、 建築と「マッチ」

せる鮎心地良し 、只々柿主の自 111 ｾよる

好みのまにまに 、叉或極のj $j賢 人より

賢り付げら れ? こるらしさ家只ーの相世 に

地階平面画 見ゆるも、之れは寧ろ痴気可愛の程度

として見過すべきか。

結城*I hが貰れてるのに不思議はあるまい 1I 1t J . @¥接宝の大火鉢と冬期以外之を澄して

と。 大中: 子とし得る設計は賀- 物の見事な りしと

4 室 内 定 匠 共に印象深し。

意匠は甚面白い 、然も安悦な良材ーを

巧 に使用して塗料の臨月] 宜しさを得、

「タイル」の選定亦大に奥床しく一般

じ工事費に釘し良〈も斯〈の如きを? と

思ふ位に施され、殊に 「マン トルピー

ス」の一部及共有力ブ五に立てる石桂の虫n

h 熊本野: 天車産の砂岩を使mし、共

石埋の商白さ、恰も木II Ilと も見ゆる も

のを選用せるは 、ilJ 材の妙とも言ふべ

し、然も此桂一本は 、此臨媛室が化粧

小屋裏造りにして共力梁との支桂とし

て、力強さと 共位置の好過なるとは日

本宝の床の間にも l土すべき此 「マン ト

ルピ ース 」を、充分に活し得? こりと言

ふべきなり。

二 階展望室の植木 基 前、 天井の ｾｴ 架怖は

勾配の部の長太なる政矧｛出 ｊｉ ｾ りのＥＮｴめ格 Ｑ ｛ＱＧＱ

1(>; 2 階Z子百闘

• 

第 q 皆平面倒

平 野 .5$ の こ と

小 林 清

この家のもつ特長は何と去っても 、也大

な自然の地形に恵まれに敷地である。六麓

mてにあって最も秀 t dこ位置を 占めてゐ るば

かりか 、敷地内に他あり丘あり林ありと云

つになかなか鑓化に 寓・んにも ので 、 その 中

腹に和風主屋1 > 配りその後方高所にこの澄

5 5  Vl l  



翠閣が、建てられてゐるのであるが、この

あ? こり一寸他では味へぬ趣きがある。

門より入れば小さき池がありその池濯を

廻って少 し上れば和風主屋に到 o のである

が、このあ? こりの植込欝蒼とし過ぎて。主

玄関への道が何れにあるや判断に苦しむ。

矢張主玄関への道は他より 巾も 蹟 〈誰にで

もjq平りやす〈しておきにいものである、そ

れに玄関が主屋の南側を迂廻して西側の中

央に付げられ、洋館玄関は更にその前ぞ過

ち過ぎ西北問に行つ? こ廃にあるのでt f . : t ーさ

うその所在に苦しな。大きな家は大き いな

りに玄関の位置或は瞳裁を考へて 、配置し

戚践をもにすべきである。

×  

平商は( 洋館について Y ゐるが) なかな

か巧みに各室が配られてゐる。このi洋館は

主として客人の接待用のものであって 、E買

いl臨接室や展望室、或は食堂、酒場までも

設けられてゐてその配置としては甚ピ尚足

である。が惜しならくは、洋館の脇工者と

和風主屋φ施工者とが異つにばかりか、和

風主屋の方が単なる 一棟梁の手に依って建

築主から命じられる催に工事が進められて

ゐて 、後から出来? こ洋館 lこ封して甚? ご連絡

の悪いものになってゐるので、秀れに技術

者の参輿し深き智謀を廻らし? こ折角の洋館

が、その機能を完全に護部し得ないのは誠

に残念である。と云ふのも 査所が和風主屋

の南端iにあり、洋館配膳室と平面的にも立

躍的にも甚＿ごし〈離れてゐるので、ｾ際使

」、」二からみてどうであらうか。少から「炉疑

問を抱いてゐる。

洋館玄関に入つに正商の壁簡が配膳宝と

の境のガラスの飾り棚で、 これに洋酒瓶や

踏詰めがチラリと見えて 、食慾をそ〉られ

? このは宣筆者Tごりであらうか。

喫煙室も最初は物置であっ? こさうである

が、小川氏の乎に依って見事改鑓されて 、

ほの暗きながら有効に使へる様になっ fここ

VI I  5 6  

とは敬服する。

×  

大き〈か. a さつに屋根、 その下にあ? こる

展望室が又下の丸味のついに階段室から大

き〈拾ね出してゐるので、員w : ml] からみる

し少々不安定に感じるが、近〈によって

見上げるか、或は阪急: 電車から見上げに遠

望はさう自陣 bでなし、。洗練されに手法で

細部の細い仕上げに到るまで、紬密な考慮

が廻らされてゐる。

ヨたは室内仕上げであるが、 1= ! : ひ簡単な

材料であっても、 その使ひ; 金、仕上げの仕

方など、入念に; J 5 へられて可成り効果的に

伎はれてゐる、結局室内意匠 と云ふものは

( 外視の仕上げもさうであらう が〉盟宮な

る経験を粧て始めてその一つ一つそ完全に

生かす事が出来るのでなからうか。未熟な

るものは 、 「彼鹿のゐれがよかっTこからあ

れを利mしよう」とそれ? ごりを草〈考へて

使用するから 、 それ にりが ｦｬｲｾ をむいに様に

なり 、他 との捌手J l が悪〈なって来る。その

勤、小川氏の諸材料に釘する認識が深 < t及

ひ方の巧みなる lこいつも敬服してゐる。

本邸の虫内定匠は、今迄の小} 11氏の設計

lこなるものから見れば、幾分か簡素ではあ

るが、これでも我々には装飾過剰の感があ

る。がしかし 、 塗の色 、 タイルの色などｾｦＱ

賞優雅なもので好感が持て? こ。? こ吋; . ' ( 段宝

の虞々金や銀色をちりばめ? こ黒色モサ' イク

グイル張の壁面にはいさ〉か11浮易し? こ。

×  

これは前述の如 〈肱接用の目的の もので

あるにけに 、設備については別に記する底

もないが、?こちJ 一言 し?こ L、のは此も前述の

蓋所ーから洋館配膳安への連絡であって 、昨

i官? 帥苫ら附段をを?降 り?仁こフロ { アカが; 叢所のフロ

{ アになるので、この配時去の近〈にリフ

トでも 設けて 、食事の運搬を少 しでも 零易

ならしめる様にし 7こいものである。



卒 野 邸 見 撃 に 就 て

松 森 修 太

序

良夏の一時を jaはせる様な六月十九日午

後二時、阪急; 芦屋川停車場着、どんよりと

煤慣に護れ? こ大阪の空から来て、紺裂の室

直射光線紘の四回、自主＿射られる様 ｲｾＧ 。の

んびり立減な邸宅が奔見出来る t 考へて居

＿こ矢先、批判をし＿こ〉める用紙ｾ故き少な

から十視察nilll 粧を尖らせる必要に辿られ? こ

事を残念に思つ? こ。

パスに乗車| 波耐11降11主から山道 lこか、り約

一粁、雨側の樹木の枝に時折屋 ｾｪｾ をなめら

れながら右に左 lこ景色を鑓へて、力一杯登

る、数訟にして展開されに山のスロープと

大限i憶を一望におさめ得る地引六能荘平町

氏rm前に到着。ついロマンチックな気分に

荒返って批判など書き得る自分でない事を

自覚しつ〉よ、らふらと一文を哲A きなぐっ fこ

Ｚ［Ｗ，くｾｾである。

敷地及び建物配置に就て

兎角眼底に悶着し? こ印象として資産家の

邸宅は先す・高塀を城壁の如 O K も漏さぬ様

に廻らしあまっさへ鍛僚網を張りまわし時

によっては硝子1此片を: tu廿j りTこりあらゆる

防禦手段をほどこしにものである。此の事

貨に付い ては共の理山が一路想像出来るが

此際は別問題主して 、自分D 邸宅庭国をき

まへよ く外部から矧斑させる肢が資産家に

ほし い 主考へてゐ ｦ こ。ヌ ｪ＾Ｚ ＱＱｾ に於ては比較的

t低い簡素な土塀の如きもので築造されて居

り、地勢の開係上と相{尖って外部から庭園

邸宅 とも一瞥出来る詩りで第一印象として

うれしい一知である 。

大自然のス ロー プを 生かして此の新築計

霊が進められTこ事は本見皐批判に首り白 j百

である。盆主lt 式気質から IJ ft殻出来ぬ日本住

宅建築にと って純で もある 。

おさまり が悪い程大 きなソ ハーiこ腰をお

ろし窓越しに眺める紘のスロ ープ、海岸線

海町と景色全部が庭闘である、従って目前

の小規模のili 困去| 置が不必要 t 云」、事にな

る必の枝を ｾＱ こわめて 、 ｪ 武力 Ｔ サツサツと流れ

こむあ? こり正に自然のふところに抱きこま

れに感である。 r自然の山即しを生して庭園

t し? こ」と云ふ言葉は施主の意見7ごと間〈

比較的手間的なスロ戸プである事、樹木の

比較的小なるものが続生してゐる事等より

fij: 汚して刻1; 貼をJ1Eせば邸宅が徐り霊荷 lこ過

ぎな} pつにろうか?

「リヵ，ら玄関迄三尺程の七r! 1 : J り式の道で和

世の位向11ーである、之れが同H寺に IE而玄関に

迎す' る 11住ーの記li 特路である。暗夜は電般に

よるとしても風雨の日など此の間が問題に

ならうと除計な心配を試みに。

外 観

ｾ ｬ ｬ 流位宅建築に 一 間の洋号同Ｚ附き外相に

於ても共の部分? ごり外壁洋風仕上赤又は青

色瓦葺と云ょ、のがこ〉十数年来日本位宅計・

22の定石である共の是非は日 IU : して本邸に

於ても一間の洋室が大きくなっ? こものであ

り所制定石を行つに事になる。

雄大な山麓スロープを利則し? 二本邸 lこ於

て荊 l風住宅と作風住宅の調和及四国の風色

との折合ひが設計に首り要鮪であり 、腕の

冴があらはれる所である。 深い軒/ +¥、 杉丸

太を佼倉式に張宇HrJ 1こ)lJj- 、山! 汎を突抜いて

建設され? こ様な外殻に於て正に快調子の

ザインである色彩効果云々なる言葉で行〈

場合はっき り しに答へが ｈ Ｇ ，ぬかも ｾＺｉ ｉ れぬが

ｾｦ￉ 味漆味を以ておし＿こ設計である以上此の

貼遠慮すべきであらう。 mし接近し? こ場合

管法の大脂さに度ぎつきを感じ車fll 官官に亙っ

て云へば一言をはさみに 〈もなる部分もあ

るが近醜述美なる語の運月]如何によっては

相手は自然の 山l院であり解消する問題であ

る。

平面室内意匠其の他

設J Iーに装飾に総てを百科即日l ! - 5:t に集牧す

5 7  VI I  



る事が素人主技術家の衝突黙である。先す，

装飾品( 家:具、彫刻、給番、時計、置物、

敷物) に酔はされて平商計・童、 室内意匠の

限界が判然とせぬ程であり、住宅なる 言葉

を以て見る場合正に天閑地獄の差異を感十

る次第である。

臆接室の天井仕上に於て野地板丸太梁を

露出し? こ施行法に封し腰廻りのタイルテラ

カツ夕張りは室をかにくすると云ょ、文何が

官級らない?ごろう か。

膝接室と書粛の関係に於てドアーを聞く

事により書粛の大部分が見透される事は三15

へ方により寸否が問題である。

酒場と廊下をはさんで前の談話室は採光

不足の黙で市街地建築物法から苦情の出る

一室であるが、設計の商白味が湧き出て来

る所でもある唯住宅として徐り エキゾチツ

クが過ぎはしない fごろうかと云ふ一献をお

さへて見Tこい。

澄 翠 閣 漫 感

矢 田 鍛 練

本工事は昨年の六月に着工し ? こが、約ト

ヶ月を要して本年三月末車交工し にのであ る

途中水害の? こめ、 itfJ 商道路の材料流失及

擁壁崩潰の? こめ、一ヶ月程工事中止をい? こ

地 階

第 H皆

第 2 階

渡 廊 下

言十

VI 1 5 8  

しましに。

首初山の家にふさはしい様姿を添へるぺ

〈相官の苦心が椀はれましにのし何しろ

風監のきついことを考慮して構造的には充

分の注意がなされに。伊藤式金物で要廃を

固めにのもその一例でありますから、一度

自然J ) 大きな力にどれ? ごり抵抗できるか試

験を受けにい様な心持もある位です。

西隣地に官有地があるのと高地の? こめ 、

材料運搬及作業等の問題の? こめ随分苦心を

しましに t ; 車古局よい主主Z金{f 1，与に ことを J感詩J

してゐます。

施主が豪放高雄の性十各と落日をも呼び戻

さんとする旺盛激烈なる積極精 ｾｪｬ ｬｬ を持＿これ

る反面に造園技術に闘する探淵なる出詣の

持主であっfこ事は、工事竣工にあ? こり幹護

指示を受げに場合が多分にあっ? こ。平面型

についても Il rJ 取の閥係から図型の部分と階

上の方型の部分とがヱクセントリツクにな

りましにが後から持送りを間げることにな

っ? こので 、 そう問題にするに及ばなくなり

まし? こ。

叉居間にあがる階段が 、 ｾＧￆいと云ふ意見

も; 全中でき〉まし fこが人間は狭い月? を通る

ことによ ってよりひろ い展望と 心のi間違ーを

享受で きるも のと思って茶室のニヂリ 口の

例を主って説明しにこともあります。

15坪

29坪

14. 75坪

2. 64坪

61. 39坪



長孟二 ｦ ｊｩＢー τｾ ｾ，＠

日本 主家 1 [塩庭 より 階 段 室外税金凡 t げる

“ 平 野 澄 翠 閤H 設 計 ・施 工 ・大 林 組 住 宅 部 1  VI I  



表 面 よ り ( 東北隅 〉全閣を望む

洋館 l 階地盤より南面を 見る

VI I  2 “ 平 野 澄 翠 間" 殺計 ・施工・ 大 林 組 住 宅 部
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食堂「ノ、ツ チJ 2去を望む

酒 場 カ ウ ン タ ー

V I 1 4  “ 平 lllf 澄 翠 閥? 設 計 ・施 工 ・大 林 組 仕 ーロ・附



客 間 粂 居 間 の l 部

年与[同策 居間 の f =- ツチ」商

“ 平 野 澄 翠 閤H 設 計 ・施 工 ・大 林 組 住 宅 昔日 5 VI I  



展 望 室 m燈 面

"f.!.1 ; 繋 の l 隅

VI I  6  .. 平 野 澄 翠 閤" 設計 ・施工 ・大 林 組 住 宅 部



全 景

外 桜

洋 裁 教 室

“ 傷痕 軍 人 大 阪 職 業 梢 導 所H 設計 ・厚生省傷兵保護院 ・施工 ・木村組 7  VI I  



一一一一一ーーーー~一一~一一一一一一一一ー

外 観

観 客 席 l

観 客 席 2

VI I  8  “花 月 中 劇 場H 設計 ・倦石建築事務所 ・施工 ・木村組



外 観

商 日 置 園

この大きなホ F んも全〈木造で出烈てをり，外壁に pJywood を渡り，

内墜には sati nwood ( 印受堅物) r oswood などを用ひてゐる。中庭 ( 3 )

に面する援には大きなガラス戸が絞まってゐる。入口の上の笠宮簡は R ob

ert  Howar d に依って趨かれたもので，入口左布の段J伏になったE ¥i . の入込

に部照明設備が用意されてゐる。

( Archi tectuaJ  Record.  Apri l. 1939より〉

ι  
l  

f よ -

L  

;s 

L 4 L」L 」L J L。

卒 面 闘

( アメリカ ) 1939年桑港万国樽覧曾の建築・ブラジ) L . 合衆国館 建築家・ Gar dner Dai J ey  9  V Il 



ｾ面図

アノレゼンチ J 陳列館の平岡は蹴袈の彩L き流れが| 殊列館杢部をスム

ースl工程目白 L 得る事を第一義に考iへて計鐙されてり，闘喜3室，笑術陳

列 ｾＺ土これらの圏外にあっ て ゆっくりと翻荷出来る綴になってゐる。

食堂と日間j 湯に!土屋内及び毘舛のI根方からの出入口がある。食堂の 2方

の援に鋭が渡ってあるのでs 士阻の吹俊きがそれに思って完全な図形

の僚な! 惑じを奥へる。ギャラリ【の鍵司照明は別として， 陳列場は総

ての光線を万設なく鏑める管駄の天窓を設けてゐる。主要人口の上に

地主、るff 彫の聞はアルゼンチ J 銅でー出来てをり，終夜明るく照ら L 出

されてゐる。

CArchi t ectura1 Rccord.  Apri l .  1939 より〉

10 

2  

外 観

美 術 陳 列 室 内 部

配 置 図

VII 1 0  ( アメリカ ) 1939年桑港万国博覧禽の建築・アルセンチン共和国 建築家・ Ar mando d'  Ans  



フランス陳列館は古き習慣に基き，7 ] <

zp.線よりも垂直線を強強 L て設計された

が， L かL 設計者は木骨量宣スタコツト仕

上における古きスタイル及び沼似形.'<)岡IJ

E習なるととを質似L ょうとせず，新しい

試み会企てた。その篤玄関と柱廊は全〈

面持者青な ものになった。

CArchi tectural  Record， Apri l ， 1939 より 〉

外 似 l

外 税 2

｣ 戸こフクｾプ

ーーーーーーーーーーーーー
酉E 長 岡

( アメリカ) 同調布f : O港万園燭覧. の建築・フランス共和園館 鐙I! i 家・ Geor g伺 se. . e 及 CJ and. . M. . y町 l evy 1  1  Vl l  



外 槻

外 税 2

酋E 景 聞

VI I  1  2  ( アメリカ ) 1939年桑港万国博覧奮の建築 建築家 ・Wi Ili am M er c hant  

こーのt . We里舎の中{j、で‘ ある太平

洋館は Lake  of Nati ons  の

中央の島に位 L てゐるが，億築

的には由余儀なく相似形に L て原

純なる形を取 らざるを得なかっ

た。 4 方に卵形D出窓を とった

ことは徳造を強めるばかり でな

L に照明にj J 興って大なる もの

があると云へ る。外部の垂直線

を強演する pl ywood の富市川 土

光線を反射せ しめて内部の照明

に非僚に役立ってゐる。

CArchi tectural  Record， Apr i1， 

1939よりJ

卒 富 岡



西 日 景 闘

d  

型産督官官 外 観

v、

.  

卒 商 圏

( アメリカ ) 1939年桑港万国博覧禽の建築

本館はこの間ぽ曾中でI設も大

きく ，最も成功L た建物で・ある

がそれと同尽に最少の費用で出

来てゐて，7tl -̂ ど木骨造， Pl y_  

wood 張で主主られてゐる。大槻

象を容易く収容するため開般的

なプランにすると と い 建 物 含

大きく見せる事が要求されたが

この後者は中央の大きな柱l廊に

此の思ひ切って大きなf J : 廊を待

った 2つの契を接せL めるとと

に依ってその目的が主主せられ

た。との正面の翼はたどの障壁

だけでその後方の陳列場はその

竿分の高さ L かなし、。柱廊はあ

ら削り の木初で組立てられてを

り，外壁は残らず plywood の

摂機型で張り廻らされワニス仕

上になってゐる。

CAr chitect ural  R ecord. Apri l .  

1939 より〉

建築家・ T . L.  Pf l euger  1  3  VI !  



外 裏目

〈む

敏ケ閣の婦人及女型生70) 名のための寄宿

舎であるが，将来東側への増築も溜想され

てゐる。

主燈揮雪道は銀筋コンクリ ー ト這外壁は煉

瓦にオラ ンダ風の化粧練瓦張り，内壁は中

ｾ 煉瓦遣である。

CArchi tectural  Revi ew， Ma y， 1939 より〉

一 一 一 一 一 一

ｦ ｾ ｵ ＮＮＮ ］･ τ ＧＮＮＮＮＮＭＱ Ｍｾ 宮ー・晋Ｍ否。

標 準 型 卒 西 岡

I 階 卒 面 置

VII 1 4  ( イギリス) 輝 人 寄 宿 舎 建鍵a .  M. nbal l  a  T w・ecl
y



病咲の織員の運動クラブ，1階

は更衣用諸室， ｾ階 はダンス の

出来るや うな喫茶室J王他である

( Architectual Reviev， May， 

1939より〉

'  
‘ @ 

タト 税

喫 茶 室

覧= 古 代H

1 階 卒 百 回 2 階 卒 商 圏

( イギリス〉運 動 ク ラ ブ 建築家・ Mi t chel l ，及 Br i dgw. t er 1  5  VII  



正 面 外 観

階 段 路 答

大奇襲Jこ於て盲目とな り光を失った人々のため

の榊民間ホ 戸ムである。平聞には富人に泊する

やう特2昔、の注意がt! Wはれてゐるが，すぺてせ ま

芭L い惑は最も禁物で，便所等は特にゆっくり

L てゐる。叉光線は不必要のゃうであるが事震

は之に反L 情人以上に明るし、必要がある。

( Architectural  R evi ew， May， 1939よ り〉

断 面 闘

VI I  1  6  ( イギリス) 5t.  DUDs t OD の 傷 兵 の 家 建築家・ Fr anci . L or ne  



2  
階

1. オミーノL
17.  タイプライタ

::! .  :1. S. [I .  事務室
ー室

4. :l 4 念
庫 18. 黙 字 隷 書 室

"祖 "  5. 
金 E呈 19. ロ y  

ヂ

G.7. 手 st 室 !ll . 食
堂

10.  
レコード室 21 . 国 踏 室

J ] .  
陳 列 室 22. 食 器 洗 場

2 階 平 面 図

場

場

場

置

宣

布

取

布

汚

受

明

凶

幻

お

お

室

局

室

室

雷

管

答

留

防

開

明

2

3

5

6

 

2 鰭

1. 界 リ ロ

2. 3.4.  6.10. 13. 

5. 病人用ロンヂ

7. 醤 直 室

8. 流 L 場

9. 1. 4. 醤 番 詰 所

11. 12 靴 置 場

1. 5. 1. 6. 36.  手洗所

増

1 階 卒 面 図

17. 1. 8. 19. 20. 21.. 22. 23. 24.  

28.  29.  30. 31. 32.  33・ 寝 室

25. 嘗 蓄 食 堂

26・ 醤 番 居 間

'Z7.  t E 隣 室

34.  I'I .  M.  C.  

35 布 置 場

-i・・・・ ・ ・ ..__. 

地 階 8.9.16. 27. 28. 手洗室

] .  入 口 12.26. 
ゲ ト 套 室

2  待
ノロ、 1:1 

乾 燥 室

3  番 人 室
14. H. M. C.  

4.  6.10. 腿 直 室 [6.  
練 習 室

υ5.  態 訴 室
17.  :ll. 倉 障

7. 11.  
事 務 室

18.34. 車 庫

19. 
慶 毘 室

20.  
記 電 盤 寧

"  

21  
硬氷所寝室及倉庫

占午》・

後 係 室

21. 
汽 鰭 室

24. 
燦 却 場

25. ホ ー ノL

地 階 卒 百 周 ｋｾ ニＡ 千ｾ
29 

更 衣 室

30 
作 業 室

32.  
モーター室

33. 犬 舎

:'5.  
コー クス置場

36.  ダ ク ト

( イギリス) St. Dunst an の 傷 兵 の 家 建簸家・ Fr anci a L oane 1  7  VI I  



間

間

室

所

剥

備

洗

鵬

居

際

片

、I

I

J

月

。
，

-

1

日

ゆ

4

咽

』

ga

-
-
一

9

-

m

m
匁

包

9

9

8

み

ら

7

1

2

2

1

1

 

8

3

7

2

4

日

1

司

2

・
n川

匂

噌

a

a

噌

E

4

・
a

a

内‘

υ

2'1. 震 室

3:? 白 勝 室

33.  食 堂

34.  H. M.  C.  

:¥5.  

5 階 卒 商 箇

5 階

1. 上 り 口

2. 13. 屋 上

:1. 毛物及編物室

4. チ ャ ペ ノL

[j. パスケッ ト工場及

作業場

G  パスケ、Y ト

7.  1雪 庸

6 階 ー 手 商 問

4 階

J. 上 り 口

ｾ Ｎ＠ ;1，1. 5，6.7.8.9. 1.0. 11. 12. 15.16目

1"1.18.19. 20.21. 23. Ｒ Ｚ ｾＮ＠ 2.1. 25.  

13. ] 4.  

26. 27. 45.  

28. 29.  30.  Ｚｾ ＱＮ＠ 32. :ロ. 34. l  

35.3.9.40. 41.42.43. 44.  J  

36.  

37.  

38.  

46  

47. 

S 階 卒 商 悶

病 室

靴 置 場

手 ilt 所

寝 室

V. A. D. の食堂

V. A. D. 居間

配 膳 室

H.  M.  C.  

布 置 場

4 階 .zp. j可 図

6 階

1  上 旬 口

溜 室

4.  [j. (:) . 手 洗 所

7  : t SI 墳! 人用倉庫

日 野 楽 倉 庫

!) .  台所万食堂

10. 野よ定隠寝室主

11. 料 理 人 室

J' !. E官 ilt 場

間食料埋湯

14. 
Jロ午、

所

1弓. 陶 穏 洗 場

J() 肉 類 合 廊

17. 勝手間倉庫

18  乾 燥 場

lD. V. A. D. の更衣室

階

l. 上 り ロ

ゴ.3 病 室

ｾＮＵ 靴置場

(I .  7. 27 手 洗 所

8. 9.10. J l .  12.  1:1 】

!4.  !5.  1!l .  17.  22. ｾ 絞室
2:1.  24. 2iう.26. )  

VI I  t  8  ( イギリス) 5t.  Dunsl on の傷兵の家 建集家・ Fr anci a Lor ne 

18.1!) .  家 主将 方 食 堂

20 間 絡 室

21. 台 所 万 食 堂

:!8. H . M.  C.  

:29.  布 直 場



中 央 媛 房 袋 置 室

酉日

仕 上 場

工 務 外 被

' ，，---- _/  

( フィンランド ) Suni l a パ ル プ 工 場 建集家・ Al var 友 Ai no Aal t o 1  9  VlI 



S 戸 訟 の 技 師 住 宅

フィンランド南郊の Poytinen 島

にあるパノL フw工場3

工場の建築は主として録筋コン

クリート遣で，清掃製材，パノL プ

ローノL等の各工場?と分けられ，そ

のほ古寸之助力室， ft翠工場及ひ事

務室が小さい烏の方に建てられ，

大きし、島の方に支配人' . 関市の住

宅 ( 5) 職工長，職工の住宅く 4)

1留に緩房星空白室 ( 2 ) 仕上僧 ( 3 )

記給部等由主設けられてゐる。

職工長及職工の住宅は低銘の庭

を見下す小高し、岩石の上に建てら

れた 2階建で，各線に夫" ，，24の 1

室叉は 2室のアパー トメン トが設

けられてゐる。

技Z市住宅の 5戸は充分な見萌し

と秘密会ヨ苦慮して設計せられ. 各

戸の入口近くに小さな菜園と，後

部lt垣根を緩ら L た芝生と由主設け

られてゐる。

( Architectural  F orum.  May.  

1939より〉

職 工 長 及 職 工 住 宅

技 師 住 宅 2 階 卒 商 闘

技 師 住 宅 1 階 卒 首 脳

V lI 2 0  ( フィンランド) Suni la バ ル ブ 工 場 建鍵署員・ Al v町 及 Ai no Aal t o 



I 階 卒 面 図

( アメリカ) カリフオ) 1，. . : : . ヤの住宅

外 観

多少復 iltL た苧面であるが，近

代的な取扱. &， - 員事統的なものとLが.

j遺留に交錯L た特色あるデザイ ニy

である。

階下の居聞は非訴に鹿( ，前面

にポーチとテラスとを備へてゐるο

木造で外f 13i ラス下i也セメ ン ト・

プラスタ ー仕上，内部墜天井共ヂ

プサム ・プラ スタ 【塗，床はオ {

クのフ ローリング援。

( A rchi tecturaI For um， Ma y， 

1939 より〉

建築家・ H. R o y  Kel l ey 2 1  Vl f  



1. 西 芳 寺 湖 南 亭

2. 同 室 内

VII 2 2  

建 築 の
E ヨ 寧日

"a::.、 i&.:;¥、

E君風に淵盛L ，夜の痢に人生を想ふo

茶室，Ri i : は美術とし、ふよりはむL ろ思想であ

る。一片の飢，一本の笹には，これを美し くあ

ら1 めんとし、ふよりも，世の人の虚しい営みに

劃する深い反省が示されてゐる。放に初期D 茶

室は従らに珍木を求めず，校に凝らず，無雄作

で質素であはれは深し、。

この意味で庵は茶室よ り更に純なものと云ひ

得る。



4. f主 牛 亭 71' <.屋

3.  I!i. 1Al ! T t i i 夜半亭

5. i芭 w庵 夜 半 ; 事

京都市一乗寺村金福寺にあ り，芭:1{iの住

んでゐたR' aを ，後年総} すが再興L たと侮へ

られる。索N、な草.Jiii:で，芭夜好みの自然さ

に .U9. .んでもffii きぬ稚味と続しさがある。

2 3  VI I  



美 幸 新 号 住 宅 | 二 時 入 山 ぬ f

升そ古い住宅七新築同様とな否 f

【 カ タ ロ グ 贈 呈 】

司司・田・・・・園田F

大阪窯業セメント浮朱式曾祉

6  HOURS CONCRETE 

，: 2:  4  71ctt 65 6府間 217'，1cffi. 28日410
K

J ' /銑

1:2: 4 71，比 456隣閤 300'1，ぷ 288 580
K

J' / cffi 

新 築 家 屋ー美 素 加 工

新= 築詩書成と同時に本所濁障のピ ソ液. 二て洗

溜 L 木材翠色の原因となる樹被を取り，其

の上をピ Y にて仕上の加工をすると完全な

る怨色防止加工となり，優美な告白を有 L 7

キコミの努を省き頗る綬草野内です。

古 家 屋 新 議 美 素 加 工

古家もピソ液でdt溺すると羽海同僚となり

其の上l ¥: - 新築美素加工と同様の加工をする

と前者間擦の結束となる。

( 符積筏術を要しますから暁所)

の請頁加工と致L て回ります

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す



るのでゐる。而かもこの紡 lま扱i案の最も重大なる

要員占でめって、 これめってこ そ成立 するのでめる

が、拙案にしてこの結に危快されるものめりとす

れば最早成立せ守、吉正裂に成立させても骨銭き に

なってしまふのである。筆者も亦この鮎の困難な

る事は認めて、新] 文に於てはそのカ法論を回遊し

? このであつれ。

それに就いて筆者が建築設計r!- に華社し常に抱〈

一一 1 6 氏 に 答 ふ一一

建 築 批 判 の 快 如 械 の 卵j 定評僚が困難なのでめるかo それは建築

不満{ e ここに故i思し 1: し、のである。何故殺術者の

-

F

E

」

i

 

口 正

設計界に於げる批I J ' Uの鉄如l の故にである o ; @正な

る剣定評f貨を下す 1: めには、 それに前行するとこ

ろの高度の批ヂIJ i " 必要とする。而して批判金 l必要

る一文に謝し 、意外に多数のカ々から 、御批列を

本誌 5 月童話 j列車Eの却l稿 『建築技術者の護用』な とするのは拙案施刊の7こめばかりではな L、。

×  x  

賜はつれ司王は感謝に抱えない衣第でみる。根本的 雄築技術と批判一一それに草創、て考へてみれ

に大反劃の怠を表明されて文意の捕捉困難なる 2 .、。

民と 「誰も反聖書せぬのは係るに足らぬ J思案でめる

かもでゐって、反華すがないから主云って世間でこ

んな思案伝承認してゐるのではないぞ I J と去っ

て寄越されれ来氏とを除ｾ ， :ml案に賛成する旨脊

き主主られれiJ は16氏の多きに主主し 、 しかもこれら

16氏が業界の各方面に属してゐられる司王ば、筆者

としては、投じれ波紋の満足なる締結でめって喜

び に抱 えな ｌ 、。然し 、 この ＱＶ 氏 ｃｾ も 】全幅約に賛

成されれのではない色荷主不審の駄を恋げ或ひ

は、鉄総合指摘されれのでみるがその中で 、 どの

賛成論中にも畿げて以って本案の鉄車占とされれ l

ケ僚が 、 符節を合し Ｑ Ｚ 虫 ｮ＼ ｉ Ｚ ＢＱＧ ｌｴｾ 記されてみつ

1: 。その射に就いての御答を綾ねて 、短記の立11 き

感想を申し主主ベ? 二L、。

j現て 、 16氏が不安に思 lま れ て ゐ る 討 と 云ムの

は拙案をｾＧｩ 定 施しれ蕩合 、 何よりも先づ 、 ｦ 士事を分

配 する のに何を標準にするか、 それは無論各技術

者の技能を列定しそれ によって通常に分割する 、

I'! jJ ち投能 を標準に仕事を分配すればよい には迷ひ

ないが、問題は如何にして技能を列定するかにめ

X  ×  

先づ、現状はどうか。 l 織の建築物が出来上っ

て足場が外されると、竣功式があって、作者は段

言十料公協 に温泉へでも骨休め に行くのが落ちでみ

る。伐に洩るものは記録と潟! AI版伎のもので、 そ

れでも作者はーかどの買厳守我が図建築文化の上

に致しれと思ってゐるのでめるから甘い。業界で

はそれが相官の大きさのものであれば雑誌に潟民

で紹介する 、 そしてそれ Tごりであ る。最 L高位

の『建築雑誌J できへ一言の批剣をも奥へぬ。数多

の専門雑誌然りで、我が函の建築雑誌とし、ふもの

は年々の作品の批剣に就L 、ては足並み矧えて逃げ

の一手でめるらし L 、。断っておくが、批判といふ

のは『感じがよし、』とか『惑い』とか mo也 氏

でめる』とか云ム事ではないのでめる。 wクリ λ

- V A ケーキの械な建物である』とか『葬式自動車

の感じTご』等と云ふのに至つては批剣どころか単

なる怒ロに過ぎな L 、。無責任な波言炎的1I J ; i : さ 、 そん

なものも問題にならなし、。作者本人い折角の力

作でめらうにこれを批卵j の風にめてて、自分の技

5 9  VI I  



f雨に島幸きをかげ主主物に一層の後光めらしめようと

もしないのでめる。作者よ淋しいとは思はねか。

無風帯に厳然 t 構へてゐる建物も一度批判の強風

ｾあてて 凡 ょうか 、 忽ち ｗｊ れ落ちて果して幾何の

建物が嵐の後に主主るでめらう。

か〈て主主物は渓然と国土の地表に糠え込まれて

行〈。柏木の様に雑然と植え込まれて行 t 。しか

もこの中のどれが本営の木で、 ど れ が 造 花 の 木

でまれどれが絵に描いれかりそめの木であるかも

知乙す' に 、世間の人蓬は、どれもこれも本営の木

であるかの如〈に思って眺めてゐるのでめる。批

卯j のJJ i i . が吹いれもこの中何本の本営の木が洩って

生存を綴げ得るものか、世間の入荷は解 ι なL、。

悲しい事には、作者自身もこれを知ちな L、。知 ι

ないから、造花の木を作る者ば永久に遺花の木ｾ

誼りつづりで仔〈。

魂の抜げ 1: これらの建物、批判の秘密受げぬ無

白健な主主物、も、社合的必要の飲 lこ、誇を鎚へれ

ば、開係せる戦後に賃銀N合するを件れるその理

由の放に、どうにか扉念日/1 ｾ、て月 ｬ に供せられるの

でめる。がこれらの中には出来上つれとれんに若干

り去られでも然る可き、或ひは葬り去る事によっ

て再び l愚作を繰り返さぬようにすべき、重量物が多

歎にある事ｾ忠ばねばならな ｌ 、。 作者の微力と祉

令的要求に基いて竣功し、その1 ) ( しれる財貨と材

料 t のj 貴重宝である放に生命を綴げ得るに過ぎない

建物の多い事ｾＩ思ばねばならない。作者逮は白色

省みて知らうにしこの園の建築界には批評家は

ゐないのでめる。ゐても献して誇らぬのでゐる。

×  ×  

かかる批卵 ｬ の妖如は、年 ｨ 竣功するｾ物の優劣

の列島iにさへ不自由を感せ' しめる。産築豊島舎がそ

の自ら規定せる技委設一一筆者はこの投書基貨を以

って設計調達者最大の名器全表すものと考へ、多く

の設計染者が今年こそは自分の手に技軍事貨をJ ¥長め

んものと{ 宝寺作品の制作にE 1 _.念することを期待し

てゐる。現に筆術賞のカは大惚その域に、達してゐ

VI I  6 0  

ると思ばれる。一ー が僅かに設計競技により背年

技術家に紙筆の技伝説はしむる如ｾ結巣になって

ゐる容を思へば質施作品におする列主主の如何に困

難であるかが了解されるでめらう。若し宮l ! i 包作品

におする批列 lこして充分に行はれるならば年々竣

功の建物より最優位のものを撲びこれに技婆貨を

擬する容は容易な事でみらう。業界ｾ指導すべき

皐舎の企劃にしてuにかくの如し、 その機関誌が

賀施作品の批卵j に就いて冷淡なるは上述の湿りで

める。ぉ互に他人の作品に批評がましい事を云 lま

ぬといふならそれはめまりにきた徳すぎて悪徳に近

いでめらう。人の司王も云ひにくなし 、、 自分の本も

去はれれくなし、。これがi i i ; ; 1 まであらう。これはむ

しろ美徳の仮面を被つ? こ忍徳として筆者の排斥す

るところである。剣道でも柔道でも[ 士合をせす' に

は強〈なれない身鰻Tごり無暗に大らして( 俺は強

い角カ取りだ〉では一人角力のそしりはまぬがれ

ぬ。給量Eの、彫刻の展覧舎が何故行はれるか、音

楽合が何の目的自?以って聞かれるか考へてもにひ

? こい。給を賢る? こめ入場料をかせぐにめばかりが

これらの目的では決してないはす・である。無批剣

により、核をつりないといふ事は、どれもこれも

が優位にあり得るといム事ではなし、。

×  ×  

最近制定の美貌審査委員舎に就し、てい俗、り多

<  ｾ期待し得ぬのみか疑憾の念を抱かしめられる

のは、その背後に摘もしき高度の批卵j 陣を鉄如lせ

るが放である。決して委員舎の制度や組成に申分

がゐるのではなし、。筆者が云ふのは、我が闘の現

状ではこれら建築霊華街の批卵j 的事務: 士一切無辺fご

と云ムのである。

叉建築界といはす' 線、てが今一つの斡換期に主主し

てゐる事は我が閣の現状に於て殻もが認むるとこ

ろである o 建築界に於てもこれまでの自由主義的

後展〈この誇は本論とは関係無し〉から脱して、

閥家的の最高理念により奥へられ? こる指導精紳に

基き新し い道が拓かるべき然、還に到達してゐると



見られる。然し筆者はここに於ても亦悲観論を述

べぎるを得ぬ。やはり批卯lの鉄立!I の故lこ。 僅かの

作品、お粗末段作品、小さい作品、給権 ! それら

に充分なる批判の鞭をあてて心を磨け i 技を練れ

! そこに自ら新しい無還が騒成されて建築界を指

縛する精神lま成生されるであらう 。

主

同 も
台、

ので

尾 鑑 清 四 郎

火野 1)}: 卒軍曹の言を借用 すれば、 これは全く替

かで もの司王 どもでめる。

×  ×  

内地に鈴還 されれ- _ m士が、朝日の背ポス ト側

でこんな事を去って舟られれo H 内地の人塗が誌

も彼もみ八な一度第一線に立って凍られれなら 、

この世 の中は もっともっと住みよくなる 7ごもう "

と。

×  ×  

す ・ っ と以前からこ八な ｊｽｾ ｾ 考へてゐ＿こ ｯ "?;l t築 の ｬ 日も早か，｟Ｎ八ｾｾｾ期待して止まなし、。

×  

に ｪｾｾ る人達がもう少し雑 誌を説んで呉れれなＨ， 、

地 1:) 蹄還されて、宮中退出後の謹話そ? 中 に

H  長崎にヒ降してから東上の途中沿道の日本家

屋ｾ見てから Ｗ ツと上海のことを ，思ひ 出しれ。防

空施設の完備、都市計輩の改造は将来肢 に制ti へ る

意味からも現在の日本として最も必要なこと 1:' と

事

対i感し 1:" とめつ1: 。

建築I " 一緒に勉強しれ友人が、上海敵前上陸か

ら南京攻略に参加して蹄って来て 0 0 に 着 い 1:

ｅ 寺 、 薪を ＿ 積んで焼 夷 ＵＮ ｾＱ ￍＢ 待ってゐる様な大都市を

見て、やはり 傑然とし 1: ， ｾ云 ってゐ ＱＺ 。

O/ } 論協舎では数年前から都市武装促滋謹i i i J J を?や

って居られるのではあるが。

×  ×  

幸ひ防空建築規則が設定されて大阪でも施行さ

れる事になつれが何とかしで法の運用を 闘滑にし

て早念に都市吹迭 をやり 7こL 、も のでめる。 坦 と々

鋪差是されれ立添な都市計主主道路が出来上ってい

雨官 ｉＡｊ に相喜怒らす Ｇフ ト二進 Ｒ 階建が ｮｾ 来てゐる様なパツ

を踏みに〈な い ものである。防空建築規則の成果

×  

建築界はもっともっとわか りのい L 、建築界になる 私惑は建築計貨の基木的i J 革何ーとして、建築が最

のではな いか" と。 も科書喜的に株主主せられなげればならな い事 守教は

×  X  

つれ。現代建築の基礎をまをき上げにォツ トワグナ

新聞紙が徳川義親伎の図民新( 義雄設本金連戦し ーの掲げれ H材料の正月仰は勿論この中に含まれ

ていそれをＧｾまもうとする人塗は肢に非常に越儀 るo 大l仮腐N1rの火災質験を7見墜しれI時、日本主主築

正しい人主主で 、 別にこのｻ義 ｗ ｾｾ 資本を議むまでもな の美意識に就て今後大きな重注草をけ] 日へねばな乙な

い 形 式 上 に多少の相迷はめっても決して躍を女f J い司ｲＮｾ傍らの友人と誇り合つ ＱＺ 事でめっ Ｗ ・ ｯ I坊空

らな い様な人達ではないのでめる。それを讃もう 建築規則lの霊堂令を見7こ今日" 材料の正周と美さ"

としな い入主主に こそほんとうに 諌んで焚ひ7こいも はl時代の建築家の恰好の研究極目でめる。

のなのでめる。
×  ×  

それと 同 じ様 lこL、つ も広主主の拍l文は それを讃ん 遅まきながら住宅問題が新聞の社説となって現

で下さる人主主には冒頭にお島li l) しれ様に全く脅か はれ7こり 、厚生省が大いに解決 に乗出さうとして

でもの重工でめる。

×  ×  

ゐる o a成に結構な事でめる。時局のを余波を? 受りて

技術家も - j f. l 脚光を浴びて、おどり出 1:; 怨でめる

昭和 13年5月5日附の新聞紙であるから話は大分 が、まどま t:' 物事の梅機に差是宣する彪までは行つ

古い。時の支那方面経隊司令長官長谷川提t ?が 内 てゐな い様でめる。
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棚橋先生が云って居られれ桜に 、い つまで1: つ Eまれて行きますと育貨底媛が云ふかと思へば、代

ても歩の後から飛車がついて行かねばならない様 用品としても登場しれモロモロの動物の皮を使つれ

ではそれは締法にならなし、。 ノ、シドパックや草履がモツ F イない様な法外な値

×  ×  

大阪市震が小型校卒糊星皮の女車掌ｾ初任給 ＴＵ

闘で募集してゐるかと思ムと、町工場で働( 25オ

位の背伝熟練工が刃牧 200 悶位 lまへツチヤラ Tごと

云ム。図家主個人がキ自営な金と時間と努力を食し

て作り上げれ技術家が、工業筆校卒業主主で40岡大

皐ｾ卒業しでも ＷＰ 阿佐の初任給で取引きれねばな

らないこの現状は何と見るべき? ごらう。

X  ×  

段で賢れて行〈と云ム。

R央環Ii "土" をみて我# は日位、H央重苦的感激ばかり

してゐてはし、げない。働き手を闘家に捧げれ銃後

の段村がゐの映日まからどれてげ前進してゐるかを

考へ、 そうして国民の線親和、総協力を大いに考

へ直す必要がある。

×  ×  

星野校でｫ｝［築ｾ勉強してゐ ＱＺ 時分 ｈ 技術家もペン

を持れねばウソ 1:" と微を7飛ばしてやってゐ 1: 友

統制 による蚊行景気の成果は遺憾なく随所に後 人が今或るお役所の役人をしてゐるが持って生れ

1: 性分でアチコチの雑誌や新聞に盛に夕、，とってゐ

揮されて枚$ 1こL、とまがな L、。歌舞伎座が菊吉合

同で9闘35銭の近来にない高値を呼んでい 1[ll 50 る罪事どが、最近オエヲイ っちから容いてはならんと

銭位の値うちしかないと思へるロツパが相後 らす' キツイお叱りを受げれそうである。ぉ役所の都合

2 悶50銭を要求してい映踏を?添へて70銭のエノ は知らないが、 それでは若い人惑の立ツ瀬がな

ケシが l 回50銭にせり k って北側へ准出しでも歌 L、。

舞伎座に新涼が入つでも花柳河合の凡. l ) IJ げもつか
×  ×  

ない様な人主主で、それはどれでもオ兄ナ々々の捷 大鎚失職です力制伸、 ｶ こんな Ｔｾｾ 云ってゐまし

況なのでめる。ツイ F チ、ジユウゴエチの背康民主 ?: o H人生は40からと云ふのは今の若い建築家が

そのオカミさんが役者の衣装に感歎これ久しうす 40にな っ1:1時始めて適用出来る言紫で明治時代の

るなどと云ふ闘は歌舞伎座近来の臭風景でゐる。 建築家に人生は40からと云ふのはめではまらな

×  ×  

H 節約がまにま Tご出来る戎橋仰 とか云ふ川柳

がめつれ様Tごが一度戎橋に立って見てい1: ｾ Ｂき ＱＺ

ぃ。 銃後の意気が沈滞するといげないのであのス

パラシキ配色の着物が出来上るのだそうでめる。

銃後の緊張ータの慰安と云ムカ 7 エーの宜保文句

や、遊興税をま弗ってゐるかもと云って沼を〈乙

ひ、義者を上げるのと紙、て軌を?ーにするものでめ

る。折諸事陣営に二合瓶ｾ添へ＿二武運長久斬願で郊

外也車が超満員でめると云ム桜な滞ツペラな銃後

がめってよ いも のfごらうか。

×  ×  

今温存じ 上げて居りませんでしれ新し いおイ辛意

先へ何千闘もするおヒ ナ様ゃ う月 人形の セットが
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認 識 の 蹴 : 庫 と 洗 潜

l

 

l

 

・
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E

，
，

晃

設fごつれかの言紫 lこ「一つの事柄が就合問題と

して取訟げ られるのは共の事柄が其の時の祉舎に

とって痛痔ｾ感せＧしめる時に於て ｶ める」と云ム

様な司ｾｾ記憶して居りますが 、 或はさ ， うでゐるか

も知れませんc近時ヤレ耐火建築、防空施設等と喧

ましく云はれ出しれのも亦宜なる哉と思はれま

す ｯｾ が叉夫れと反主主の事賞金 ｌ 認める容が出来

るのです。防空のブJ は近代的の建物として耐火の



つぢは古来幾多の; t 1 ; の悩みを繰返して来7こ事は淘に じ様な事が現在に於でもありはしないか。一般の

祭める我が邦建築界の得統に散在せる。 盟主多の汚 人が設然の4 f . C ) 忠って別に之を集に止めて居ら

対とも、云へるかと忠、はれるのでめります。底力; ォ ぬ。銭に別に社合間顕ともなＨ，すＧに［ｴｾの ｦ 惑に過さ

カシイー一ーではめりませんか。焔俸を感せr じむる れてゐる事で) 1 ; の賀大いに吹叉矯正念要す可主主主

時一一夜n r - 絵りにも屡A 病害事を感せ' しめられて来 が多キめりはしないか。例へば私の家の虫 ｮｾ 一般

にではめりませんか。夫れなのに何故之が取畿げ 借家に於ては殆ど全部の家カ: 其の玄関の入口脇に

られなかっ? このでせうか。全く拡には不思議に思 いとも見苦し き芥溜が置いてめります。而 L 完全

はれるのです。何故今治に耐火線遣が後達しなか に務のしてゐるのは半数に充? こす・。之に依って尖

つれのでせうか。又地震図日本に何故耐震構造が 胞の家の主締のダ寺シなさの察せられる ./_JH きる

をま主主しなかっ7このでせうか、全〈不思議ですo 地 本乍もこの芥溜なるものは何時も見慣れてゐる本

震園日本で而も木材を主材料とせる昔の日本の主主 とて叉何li!&の家でもそうしてゐる事とて別に何と

築界で何故木造の耐震椛遣が叉耐火カ法が霊堂主主し も忠lまな〈なってゐる様なもの、如何に之が尖の

なかっ7こか、イ也事はまE て出き木造の耐震耐火構造 家の玄関の美観念更に之が各戸毎に不仔儀に並ん

は既に数世紀l I IJ に於て我が邦が世界の縫威である でゐるのは尖の主l i 9 の美喜H' 筈してゐるJ j J . 点、。又

可き筈です必す・や世界ーである可き答です。尤も 不衛生的である事力、。カラ ーや半識の一寸しれ染

こんな強ひられれる |世界ーはア メリカの高暦世界 を朱にしでゐる人も之は絵り系にならぬらし L、。

ーと同じく依り言寄る可吉本でもなしゅ、も知れませ 殊に祭日の日等、 日の丸と 一一芥溜質際不自然に

ん。が其の鮎幸ひにも 尖の世界ーである可きが↑ 止 忠はなげればな ι ぬ筈です。 -tl l 我荷殊に婦人は

界ーでな L 、。ー惚之は何うしれと云 J 、のでせう o 衣食伎の巾最も{ 主の司王密集に掛げぬ様ですo が之

凡ゆるものが自然の流れに随って行くもの とすれ を衣服と同程度に泉に働け，ことすると玄闘のヲ干潟

ぱ人聞の社舎に在つでも亦之に随ばねばな ι ぬ筈 (i 正に1止の奥さん方が正装して胸に雑巾をプラ下

です。 け' てゐると云つれ恰好ではないでせうか、 心藤橋

地震国には耐震構造のｾ塗するのが祉令現象の 筋を歩いてゐる人が何れも皆雑巾をプラ下げてゐ

自然の勢ひでめる可き筈です o ｾがそうでな ｌ 、。 るとしれら何八なものでせう o 叉玄関は待に立波

一俊昔の人は何台して居つれの か。昔とでｾの主主 でも内らへ迄入れば壁が落ちて居? こり械や隊子紙

策を考へ? 二人はめる筈です。が夫れが何故社合の の破れてゐるのも多い様ですo 尤も之はf外か乙は

輿論とまでならなかっ? このだらうか。 見えませんが丁度シャツや靴下の破れれのと問機

英れ に は色Ｃとｾ Ｎ ｬｉＡＮ由もめるでせう。がその一つ 又よく郊外にゐる住宅等でm物( : l : 輪廊の美しいと

として一般人の認識の腕淳一一- mから仕方のない てもめでやかに而も堂々立派でめるのに之を収

率、営然の事として敢で之を批判検討しようとせ 因むに誠に貧弱お料末な級園ひに図まれてゐるの

ね事、と 今一つは認識の洗潜ー一喉元過ぐれば脅告 が間々見受げられます。さしづめモー= ングで寄

さを忘れる 一一之が大いに 共の納金; おし てみるの 傘をさしてゐると云つに恰好尤も之は番傘同様ー

ではなからうかと忍はれます。いとも高簡なる日 時的の間に合せであるのかも知れませんが見に角

本人の読め一一貫E際昔より池袋火事等は之含災難 之等は皆卒生見a慣れ過ぎてゐて却って無利! 経にな

と若手し或は叉それはまるで自己の罪業の報いか何 って何とも思はぬ械になってゐるせいではな いで

ぞの機に考へて寧ろ償然の事の様に之を甘受しで せうか。泌でこんな3F溜や板園ひ等は小さな本で

来＿こせ い ではないでせうか ｯｾ がです。文ーれと同 す。こんな容はまあ何うでも夏い事です。考ムる
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可き !土葬溜ではめ りません。我キはもっ t もっと 筋、等o ｴＦで今日 ｊｬ 七ｉＺｉｬコンクリ ート や減筋の話ｾ

大事 な事 で も同 じ様な過ちをしては居らぬTごらう 持ｾ す のは何 ｦ ごか川 向 ムの火事を騒ぐ様でもーっ

かと云ふ事 です。営然の!j r . としてかl に大して認 も ピン t 来ぬ様に忠はれます。蕗が之がソレ喉元過

止めて居らぬ事が其の' l l I: 非常にfι 験或は不穏裁或 ぐればではないでせうかo 時流の雰図糸外の もの

は不衛生或は不経理野でめ ると云ふ様な司王 ' a- ?何か丸 lま忘れ勝ちになるのが一般の常の様です。時流 に

忘れて居らねTごらうか。普の人が何故耐震、耐火 超然とコンクリ ート や繊筋の研究をしてゐる患者

方法を考へなかっTこか等と不思泌がってゐるその が叉尖んな研究機仰がめって欲しい ものです。

我々が更に何十年或は何百年後の人よりあの蛍時 殴鑑主主力、ら子。時局多端の折から非常時に慮す

に何うしてあの問題が取畿げられなかっ7このにら るの途は堂大陸 に猪突起逃するのみならん故。

うか等ど笑はれる様な ｊｊ ｾ を凡落しては居ない ｔ ごら 否、 この際こそ却って一つ大いに制民して内にE買

うか。 みなげればならぬ時ではないでせうか。

例へば コンク りート の豆枚、祈り 、際陸側11 の

地方懸に於 り る合理的土地利用のための地域制点

テネツシイ燃が如何に 、全く同質の土地利用の問題を有する部分に分れれてゐるかを示す

次の地面は、 テネツシイ渓谷i防局、テネツシイ州計案委員合、及ハミ J レトン阪地方言1笠委員

合との協力に依って、米 l頭農業経済局が、 1939 年に奪行しれ報告中にめるものを? 採録しれ

のである。

その報告の i獄事Eに虫色べられれ所に依れば、地方地域制 l立、地フJ 的に後注しれ土地利用計註

に重量して、組識的な且効果的な、 共 同の支持を奥へ る潟の手攻 、ーその言十症におし 、法 河

効果を奥へる手段でめる。それは、市町村の一般的精利' a - ? 目的として、望ましからざ る土地

利用を制限若し〈は禁止する司fs に依って、認ましい土地の利用を奨励することを目的として

C A N O  U S E  O IS T R I CT S  

H "' IIIh.  ' 0' - COUNT Y  T E  絢 NESSEE

相 官 。I HI1，凹

ゐる。

地 Ｗ￭ 地域ｾｉｩ ｉｊ ｻｬ革令の中の 、 土地

利用の i!l IJJ 現には、民主的Tよ・カ法

がとられてゐる。制限 l立、般に

土地利用の確立されれ J志向fには

適用されぬ。 1: ¥" 法令適用後に

於げる新らしい用途にのみ; 盛期

される。制限が個人に主主 u て不

営な困難を奥へる場合には之れ

に書きする調整が用意されてゐ

る。然して、地域保令は状況が

鎚るにつれて鎚化し符る。

ハミル ト ンｾｉ￟に於げる土地利

用の問題に塗 ｴ して 、 地方地域 ｾｦｩ リ

ヵヘその解決の唯一の灘とはな

されてゐな し、。土地利用に於り

る過去の明らかな談謬を繰、返さ

ぬ角め、且つ叉永いI県で5 L て、

個人及び協同の利盆となる土地

の閲授を? 奨脱するにめの、地方

地域制の適用は土奪利用及び占

用の 、 ｾましき強化を念がすこ

とを 、考へねばならな L 、。

( 後孫典夫〉

楽 Zoni ng for Rati onal  L nnd Use in Rural  COlmti es Ameri can Cit y  May， 1939， p， 58 
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木 材 接 手 に 於 げ る ポ ー ノ レ ト の 強 さ 特

木 造 建 築 に 於 て 接 手 に 用 ひ ら れ れ ポ ーノ川、に起 ポ ールトのffl!1竪 の貿験の結果でめる 。 之 等 lま木材

る燃カの分布は常に営て推量にJ I -. まっ てゐる。放 の木理の方向に主主し種々の角度で用ひ られ れ m' ー

にこの際、力分布のf良定から導かれれ所のが ーノレト ル トの質検でこの ，1- ' - ノレト は う極の直径のものが

接合 の 強さの算定は可 ｲｾ 1 ) 府い範図の差遣を7主主じ 用 ひ ら れ、叉接合木材の厚さも下表の如 〈盟主種の

てゐる。従来の算定法は左様な仮定のもとに組 立 L のとついて貿験されてゐる。使用木材は軟木、

てられにも のでめり 、又 狭L、範 園 内 の 係 件 に し か 竪 木各々 3 種に 分 げ て資自主 され 1: 。

府効でないものが多 u、。我 A の望むのは一 般 に 遁 木理に主主して. 2 f 行な持合、木理に童話し直角な 場

十る計算公式でポ ーノレ ト設 計 の す べ て の 鈍 固 に 燃 合の; j ，' Ｍ Ｉ ｾ卜の側 盤強が第一表 に 示してゐ る。本

周の き くものでゐる。 ここに 紹介 す る のはう|王国の 茨 に記載のな い直径 のポ ールトは その直径 に近い

林署長試験場( F  orest Products  L aboratory ) で賀 験 二 つ の ポ ールトの阪から内締法によって大鐙の忍

されれ もので、ポールト 接 合 のM綿 試 験に 於げる さを見出し Ｑｾ ＱＺ る 。

第 l 表 普 通 ボ ー ル ト に 約 す る 安 全 有 量

① (  1  ;本のが ールトに 重きする安全市 君、単位対皮〉

木理に直角に 働 く ポ ールトの仰l盤 強

;El 笠l竺l主iヱ』日竺
1  1  . 伺 I 5001 6501 ・. 2 I  GIlO 1  1; ( 1 

l H  I  .∞ I  Ｗｾｏ＠ I  9師 1 6 9 4 ' 9001 1. 114 

) 0 1  2 1  ' . . 1  9141 1. 2031  " ' 01 1. 1691 1. 3闘

H i  I  fI ，"-l I  1. 104 I  1， 3凹 I 1. 103 I  1. 315 I  I. b加

3 +  I  1. 026 1  1. 136 1  1.310  I  1. 186 I  1. 31¥5  I  1. : ' 10 

- ーーーーー」ーーーーー1 -ーー一一! ー一一ー- 1 -一一ー- :一一ーー- 1ーーナー!一一ーーーー

1  I  ，凹 I 625 I  8¥含 | 日8 I  7. ; 0  I  Ｙｾｓ＠

ｉ ｾ＠ I  750 I  938 I  1.215 1  867 I  1.1 :25  I  1. -I O:! 

2 1 1. 000 1 1 ，2451 1. 59:. 1 1. 1ゐ11 I  1. -19... I  1.8-10  

ｾ＠ 1  ' ) 0 1  1. " 4 1  1. 520 1  1 目。 I 1. 437 I  1. 82:. I  2，170 

H l l l 時 0 1 1. 770 I  2 ，041 I  1. 826 I  ｾ Ｎ ＱＱ Ｕ＠ I  2.3:' 8  

‘ +  I  1 曲 5 I  1. 780 I  2 ，0..S I  1. 8.¥G  I  竺 13.¥' 合 問 、
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① 木 理 に 卒 行 に倒 〈 ポ ーノレトの例li l E強
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第 l 表 註、
の強さはホ ト キ ｹ ソン氏の公ＧｦＭｾ

① 本来の強 さは乾待、木材を、屋内の乾燥せる務 P.Q  

一一

月f にて試験せる値であ る。木材は時々浪めつ? こり " - Pasin
2
0+ Qcoo::l O  

或 は念遜に乾燥しれのぞ用ふる司王がめる左様の場 より算出し侍る。この公式の意味及び、 この公

合は ヒ表のま の値を? と る。叉求乾燥』材や1iS Iこ滋つ 式の鼠表イ七は後逃する。

てゐる木材のときは 8の値をとる o 第 l 衰の結果念賞際官宣言十計算に般用する時注意

① 上の値は添援銀に餓銀ぞ用ひれものでめる。 すべき駄を? まとめて漣べれば衣の湿りである。

若し木の添接板を用ふる時は、主接材の厚さのき り一つの荷重がｭＧ ー ル ト の車 ｉｾ におして直角 ｪｪ 向

以上の ものを? 用ひ、上記恨I}盤強の80，%' t ' 周ふる。

第 2表 木材の分類

】》・‘ woods :

"  Iイ!… …
F 廿. b九l sa田 e. nd co回 国ercial wbi te 

TI eml oc!ζ 制 ea.s tern

P 日 e . ponderosa.  BUg町 . nortberh wbi t e， and 

官 estern whi t e  

Spr uce， E ngel mann.  red， Si t.kll ，阻 d wbite 

rc. cl ば・ AJ 回 ka，P O同 Orford，皿 d weat ern red  

z  i  ｒｯ ｵｾ Ｂ，Ａ＠ fi r  (R ocky Mo;;';"ti un  t yp; j  

ト11. 血 1ock. west ern 

1  P i ne， red  

I  r  Cy press.  soul:!:' ern 

I  f>o;:'glas fi r  ( Co回 t Re gion)  

3  J  L 9. rch， west ern 

¥ Pi ne.  sout her n yel l ow 

Re dwood 

T a marack  

Ha r dwoods :  

r  Ash， black  

I  ' Aspe;  and  larget ooth 回 pen

I B 回 swood

1  ｾ＠ Bi rch， paper  

I  Chest nut  

I  C ott onwood.  bl ack and  eastern 

l  P opl ar， y cll ow  

e  

r  ]jl lm， ～ ｾ ･ Ｚｩ ｣｡ ｮ＠ ，and ｾ Ｑｾｰ ｰ｟ ･｟ ｾ ｊＺＧ＠
i  ￕ ［［［［ｾ ，Ｍ bl a6k， red.， an9- t. ，;，pelo  

2  i  M ;，-p-ie- ( soft) .red 'and  Ri1ver  

1  S ycnmore  

A sh， com mercial  whi te 

B eecb  

ii ;:':-c-h， sweet  and y ell ow  

3  1  E l m， rock  

Hi ckor'y， t rue  ，!- ，! d  ー･ｬ ， ｡ ｾ＠
￯Ｎ Ｑ ［ｰ￯ ￫ｊＨ ｨ ｡ ｾ ､Ｉ ，＠ ｢ｾ｡｣ｫ Ｎ＠ and， sU!l n_r 

ｏ［ ｫＮ Ｍ ｾｯｭｭ ･ ［Ｎｯ ｩ｡ ｬ＠ red  and whi t e 

叉木理に謝し種々の角度に用ひられれが ール ト

にポ ーノレトの一端にのみ働〈時は、華社機的 にこの

端に荷重が( 弱パ場合の半分の強さしかない。

2) 木理に平行に f動〈ポ ール ト問の木理に沿ふれ

中心聞の間隔は少くともが ール ト径の 4 ii告を要す

る。叉接手力 : 引汲カt ' 受〈る時には木の端に近い

［ｨＮ ー ノレ ト ｴ ［ｬＺｾｾＺ柏科のＡａ ｮ ｾ秋木［ｅ ，J; 'ー ノレ ト径の 7 倍

竪木で 5 倍以ヒ内に入ってゐなげればならね。接

手が医縮カを受げる時には木の材端と材端に近い

ホ・ ール トの間隔は秋木、竪 木 共、 ポ ール ト径の 4

illr 以 .t f まなれなりればならぬ。 このポール トの1f t

々の問問、材端との間隔が減ると 、 ポール トの1l¥1J

!lJ] s量もその似を殆比例的に減少する。

3) 材総とがーノレト trt は最小でが ーノレ トの直径の

1. 5 イ告なげればならぬ。この材挺 e ，J;' ール ト挺

の]l.[i)J lltl まポ ールトの列の普認のところの民 j [i出It の

をにするのが現場に於りる慣例でめる。 3えさをポ ー

ルトの似I}懸念受げる面積の総和 ti 材の横断面の会

総に謝し 、松柏科の木材で55，%' t ' 竪木で50，%'を7超

過しではならぬ。ポ ール トを千鳥に回日置すること

は、 ポ ール トの穴から穴へ破l喫する傾向がめるの

で泣v11: :方がよい。

4) 木の木理に直角に1勤< ，J;' ート ルにおしては、

木材の総しに近い m' ーノ川、の中心力、色紙迄の鈴、絡

は、少〈ともがールト直径の 4i去を要する。

〈姻口基吉〉

木 理 に 封 し 或 角 度 合 ? な す 木 の 側 座 強 梼

木材の墜縮強は 、 ｴ 外 力の飽ｾ < 方向に主主する木型 木主主に直 f!1 な1監さの比{ 主、木の供試健のキ目述、荷

のつむ向によって桑なる値を示す。外カが木建に卒 蒙を働かすカ法の相濯によって皇陛千七を生す・る。例

行 に働く時の木の麿縮強は最も大で、水現に直角 へば米松 CD ouglasfi，つに於て f土木涯に卒行な医絡

に働〈時最も小さし 、。 この木理に平行な強さを 、 強さは 1. ＴＶＶｾＯ ロ Ｑ ，で 、 木理に直角な堅縮強さは Ｓ Ｒ

後 Beari ng S t  engt" ， of wood At  Angle  10  the  G rAin. T A.  N ewlin E ngineeri ng  N ews  R ecord 

M ay .  1  1939 
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5  ; ，/ ロクでめるが、槍 co. めでは比等の，1在が各 1

333Jj ロ" ｾ＠ ＵＰＰｾＯ 日 夕でめる。米佼厚さ Ｖ Ｂ のものに

直径 1"の対 ールトを周ひれ綜合前文第 l 表に示す

如〈木理に平行ではその 許容 飢 ｉｊｾ［［ ｓｩ ＵＮ 240J 、木理

に直角では2. 095非しかな L 、。

外カが木理に卒行に働〈接合、木理に直角に{ 動

〈接合の耳E織強度の納係及び現;の強度の童話化か

らオ己主皇におする角度カ; 平行と直角の中間の値の際

紛強度を定める容は、木村設計の場合の困難な問

1 mの一つで め‘ る。普遜は木理におして、2 f ' - Wと直

角の中聞の角度に避する側匿の強度はホドキンソ

シの公式から定め るのが普遜で ある。その公式lま

N=  _.  __ P Q 

PSi02(J +QCOS
2

(J 

で 、 滋に ｰ ］ 木現に卒 に カが ｦｾｊ <場合の許容荷

重或は際カ皮

Q= 木理に直角 。

N= 木理のカ向と角 Oの傾きを持つ場合

の許容荷量或は隠カ皮。

上の公式から一身計算するのは面倒でめるか

ら、 これを米闘の林業試験所で下に示す虫nｾ計算

固ま廷に作成し 1: 。

この茨によれば計算の手数を要せす' に 、木理に

平行 ，直角のこうの許容荷重或は燃カより中間の

角度を持つ木材のｾ織強度が直ちに求め得る。

例へば、木理に卒行に fWl < ポ ール トの許容強度

P が6000封皮で、 その対 日川、 が木裂に直角に働

〈接合の許容強度 Nt ; 2000封皮のとき 、木建に主主

し40皮の傾き持つ場合の許

ｾ ｣ 容強度 ｎ を丸出せ ｯ l : いふ

問に謝しでは、闘に鮎線に

示てす如I < 、 0
0

の 線 上 (

o x ヒ〉の600
0

t寸皮と 90
0

の

線 ( 0 Y 上〕の 2. 000封皮を

結ぶ直線 ( a) Cb) を引き 、

この直線と 40皮の線との交

ｺｲｲｵ 訂幻Ｚｾｾ ， ｏｾ 9  ｾ求めば ｎ = 3285封ー皮を

目 U 凶_ . J O P品 J ;)/q肋岬J l C. - U

S62古A141tSM2;1.。 直ちに読み得る。( 姻口基

UI :l J b OJ  l dj[ C.J Od  

naJ . ! ;  ..10  pOOj  8IqO. . . . . OI/ O・d 吉 〉

ON3' 、当、

Bedford の 「調 温 、 換 気 の 最 新 原 理」抄 録 (2)

第 4j 字 温 暖 と 快 感

l  温感に影響する環境保件

2  * - 泡測定法

a カタ寒暖言十による冷却カ

b 等値温度

c グロー ヴ剤事援す十

d 有効温度

e 合成温度

3  種々の溜皮測定法比較

4 等 値 温

5  至適湿度状態

第 5 掌 不 決 感 の 原 因

l  滋皮勾図Eの影響

2  脚部の冷却

3 賊 風

% 6  j ' 手刺戟的E炭焼

l 然 動

2 砲 射 熱

3 空 中 億 総

第 7 j 'fI:.高 i!:!. 作 業

l 加 限 湿 度

2 熱 症 懸

3  馴千七作用

4  泡度4条件と作業能

5  炭坑夫に就L、ての調査

6  創苦手作業に於げる生産高の季節的費化

7  紛紡作業に於げる作業能

Ｚ￭ｩｉＭｾ＠ 8 主主 災害煩皮、病系に及1;1' す環境保件

l  軍需工業に於げる災害

2  炭1比夫に起る災害

6 7  VI I  



Ｓ 年齢と ｪｾ 害頻度

4  純工業作の病

5 製畿、 製鋼工の病

第 4 章 温 暖 と 快 感

1  i星感! こ影響する寝境後件

; 不快な る臭をなくする角に充分に空気を供給す

る塁手はよい換気の要素ではゐるげれども、私達の

決と不快の感覚に質ふところの多いのは主に周閉

の物理的状態である。一室の換気とは製房と同じ

いその認屋に設置せられれる換気の状態に依っ

て左右されるものである。

然損失量、混感に影響する環境の四係件とは、混

皮、滋度 、気動主主及ぴ周図物程よりの箔射泡等であ

る。私主主は火からの穏射熱に依って緩められてゐ

てし冷 ＱＺｾ 、援の近ぐに腰船げてゐる時には冷感

を究える。 気温の低下、，ｉￍ｜ￍＮ動のｽ曾加は冷感ｾ起き

せ、気滋の ｴ 曾加 ｬ ま泡感ｾ起させる。この Ｔｻ 燦イヰが

一つの泡感となって人穏に感せ' られるのである。

2 気温測定法

(  1  )  カタ寒暖計による冷却カ

車Eカタ冷却カとして知られてゐるものは、カ F

冬媛言十( 害事 9 国〉の乾球から熱の失lまれる量を測

定しにものである。冷却力は期間物協よりの稿射

黙に依ると共に 、気温泉濯に依つでも左右される

ものである。鈴象物から警告の失はれる割合は風が

1 m t b λ  

第 9 悶

カ F 寒暖計 フコ

一

回

四

月

二

川

オ

，

ι

第

セ

-

R

斗

VI I  6 8  

6  炭ｾｩＮ夫の病

7  英の他の研究

8 結 論

作用する範囲即 ち

その物憾の大いき

に依り又このやう

な冷却に l立大きな

ものより小さいも

の、方が彰響され

易い。この理由か

もして、主主濯の撃を

イ七が̂ 骨量を冷却す

るカは、僅かに長

さ 1. 5吋直径 予f 払j

のカタ寒暖計より

も効果が少いので

ある。カ F 寒暖計

は気動に華社する感

度に依って、系統合計る錫に用ひられる貴重なる

測定器である。

第 I I薗

グロ ーヴ寒暖計

( 2) 等値温度

等値温度とは、幅射熱及び気温の効果と是正速と

の総合Ｎｾ算定する法で、これはユエバセオスコ ー

プ( 第 10週) ( 高さ 22叫直径7Yz in. の加熱せられれ

る図簿〉より奪lまれる警告損失の割合に依って算定

する。このユユパセオユコープ{ 立大さが比較的大

なる然、気動車盟化に主きしてはカ F 寒援言十よりも感

度が低い。等値温はこのユユパセオ λ コープに よ

って直接測定し符るが他の機械の読みか乙も瓶ｾ

lまなし件られる。等値温度は 75
0

F が限度でめ

る。

(  3 ) グローグ寒暖計( 第 II 濁〉

数年J j i J Ver non 博士はグロ { ヴ寒暖討な賢明し

1: 。これは黒色中空の銅製球鐙で直径6 in 中心に

寒暖計の王まがl立入ってゐる。この球穏[ ま熱せられ

子、非主泡と M共イ也周図の物憾の温度との間におか

れながら 、常に周 囲の温度と均衡するものでゐり

叉気動の最にも左右される L のである。 Ver noni写

士はこの寒暖計の示皮を、縞射混と主主l I i J } の結合さ

れに結果の単位として用ひ1: 。この寒暖計は叉縞

射熱の測定にも用ひ られ1: 。

( 4 ) 手f効温度

イギ ｈλ のｾＮ室に於げる ＡＮ＼ｮ ｾ温度に劃しては、



戦

温度の湖ｾ定方法 ｬ ま積

々呉る 1: め多種多ほの

図表が: l ' . 11ミ混同して〈

るので、如何にしれも

種 々の 画決が、 あらゆ

る状態の F で人身が経

験し 1:1，足感とピツタリ

一致するかと いふ事を

試験する事が去をまし

い。そこで最近 c. c. w

｡ｲｮ･ｲｾ と私 ｴ で工 場ー作

業者間にこのテ λ トを

行って丸1: ，彼 等 lま1}10

lま坐淡を t ってゐる極

めて軽い仕事に従事し

てゐる入荷でめる。

このＱｩＱｦ究 ｬ 立冬季中 Ｑ Ｒ の工 ｴｾ に於いて 、 めらゆる方

法に依る奴房換気を試みて綴げられ1: 。作業者主主

が作業に従事し始めでより少くとも一時f旬、多〈

のAB- 合はもっと長時間経1: Ｑｾ げれば試険しないＺｴ ｊ ｾ

にし 1:。そして彼等 に、温感について司IJ 査しれと

こ ろ 、 ＲＶＰＰ の ｩ Ｚ ｨ 感申答がｾｻ告ら､ｌ 1: 。それは七つに

分げる王 ｉｦ が ｗＱ Ｙｬ ｾ る ｯ ｾｉｬち

ＳＮ 種々の池皮 ｩｾＮｾ 定法比ｴ 弓皮は比彼自力鰹散見せられ叉金正面ｦｉＮするヰ Ｑ もＺｉｾ氷る 、

然しアメリカ の建物等に 属々見 られるやうな高温

に主主 しで は、滋皮は考慮されねばなら子、 そして

アメリカの皐者主主 l立、泡皮、系統漣皮と 同様 に 滋

皮をも綜合しれ図表をｾｾ良市し ＱＺ 。これが ｒ ｉｬち有効

湿度として知 Cれてゐるものでめる。 ( 12間〉然し

この ｾｪｽ｜ 之は縞射熱に謝しでは考慮を＿挑はれでゐな

L、。

ｾｽ ＱＳ ｲＮｩＩ ￬ 一合成長＾ｓ［ ｬｬｩ 室長十
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統計的に見主主主するＩｾにこれらのグル ー プに倣値を Ｗ

ｾｊｦ ｕＧｇ［ てる ＳＱ が従軍 Ｑｊ でめり 、 このやうに ＱＭ Ｗ 泡の快

感申答を作る都が1 I 'I Z::-R: 1: 。

各個人が快感ぞ得る 1: めに要求する温度が夫荷

主主ム羽目立問釘 ｬ の ｾｊｔＮ でめる。そこでこの研究は 、 ど

の)1犬; 強力 :f，H 、かと L、ふJ . j f . に関して、g ，. 極多様の意

見が呈. i I¥され 7: 。例へば この概要書の行lまれれぶ混

は 54
0

F - 76') F でゐつれが、 この限皮に於いて

も牟駄の 人l立金〈快感を感- t - るといひ、こ の中間

湿度に於いてはめる者はｩＩｾよ い 跡、しきれ 、 ひ 、 イ也

は不快なる l援かさ t いふ風でめっ1: 。快感 申答 架

から求めれ放と測定器の示度との|向 の目立貸さを? 検

する j 号、

6 9  VI I  

右京 ｾｊ 温度表

もう一つの温度測定法[ 立フラン λ から旅7よもの

で、 ミツセナード博士によって哲苦渋され ?: o H 合

成泡皮" と稀するも のでめる。これはアメ リカ の

"有効 泡尺f'J に基礎をおくもので、稿射然に ft し

でも考慮を扮はれれものでめる。紛かな空気状態

に於いて泉流速肢が 40f t / mi n { t > 越えないと ころで

は 合 成 温 度 は ミ ツ セ ナ ー ド の 考 案 せ る 合 成 冬 援

計 ( 13到〉に依って測定し件る。この寒暖計は直

径 3Yz i n. の小さな球状寒波計で、全面積の約} ぜは

浪しれガ ーぜで夜はれてゐる。然しもしも少しで

も気動がゐるとこの然械は使へ守、イ也の測定法に

よらねばな C，ぬ。

第 12悶

くう) { ，成湿度



「

長キ目掛J1系駄 が求めーもれ1: 。

快感申舎票数と測定器の讃みとのキ目品目

ζ omf ort  Votes Co円 el ated 加 ith-

E quivalent temperature 

Globe thcrmo meter  rcadi ng .. 

Eff cctive  temperat ure 

Ai r t emt erature  (dry bul b)  

Mean  temperature  of surroundings 

Dry  kata-lher mometer cooling  power  

Absolute humi di t y 

Ai r velocity 

Correl at i on 

Coe炉CIe川( ，)

- 0 " 5 2  :t O' OI O 

- 0 ' 5 '  :t o' ol O  

_ 0・48
土

0 ・0 1 0

- 0 ' 48
土

0 ' 010

- 0・47 :t O' O I O

+ 0' 4 3 士0 ' 011

- 0 ' 1 2 土0 ' 0 1)

+ 0'0 6 士0' 0 1 3

この比較の結果主各測定法の物理率的特色を共

に考へ 合せ て 見 る と、凡 そ7 0

0

F までは 、合成温度

が最も主主用され得る示度を示すとい ふ事が言はれ

る。 それは静かな空気状態ぜ用ひられるし 、叉 気

流速度大なるところでも穏射害者の効果ぞ充分 重 視

すればよいめである。

是正流速度小なる 答 所、例へば普遜の仕事部屋と

100 67. 7 

大搬の人間は是正泡67. 7

0

F 、系 流 速 度 100 ft /  mi n 

なる時はかなり快感伝感宇る。然し沈滞し ＱＺｾ Ａￎ 主

があると 47.3
0

F でも j前足しない。

普湿の寒 ｅ 安言十は風の効力にｾして考慮ｩＢＺｴ弗って

ゐな い鋳 lこ、温度言1としてはカ F 寒波言f に劣ると

いはれてゐる。然しカ F 冬安言| の風t に主主する感皮

は、警遁の寒暖計が風をァ考慮する失敗よりもっと

大きなｾｬｬＧＡりを起し ｗｪｦ ちなのでめる。

これら温度測定法で、 四つの温度要素を全部考

慮に入れれものは一つもなｾ " 0 等値温度とグロ ー

グ寒暖計は気汲を考慮に入れや、有効混皮[ ま砲射

警告を無脱してゐる。

以 上の研究中になされれ獄事奈かもして、混感に

及 IJ : す各温度要素の影響を評償する事力 qn来る。

か事務所等ではグ ロー ヴ寒暖計の示度もよ L 、、 何 即ち空気の関係汲皮に於げるめる鑓化 (1，気温中

故な もこれは気温をも穏射湿をも考慮に入れてゐ のこれこれのｾイ七色等値なＱ［ t いはれる。 6 0ー

るからでみる o ｾｆ の温度に於いて 関係滋度中の Ｕ ＰＮ Ｅの鎚化は 、

大 き な 気 洗 濯 皮 が な い 在 室 者 が 熱 源 よ り の 穏 泉泡中の僅か 2- J 0F の費量化に等しい影響i " 溢感

射熱に曝きれないやうな部屋では、普主主の寒暖言十

でもよい示度を? 示す。 このやうに静止空気中で、

m房 が 温 水 援 房 又は温泉媛房のやうなものでなさ

れる時は、簡単な寒暖言十で充分温度率五? 指示する

本が出来る。

叉有効温度表は話ｾ援言十の示度に何等主主がない。

カF 寒暖計の冷却カも以上述べ? こイ也のスケーノレ

の上に及l; l 'す。

4  等 値 混

以上の研究る基として、 四つの温度保件、 RJlち

朱 温、糸 滋、主主動及びI福射熱のすべてを考慮して

間表を作って見? こ。これを等航i昼間決と いひ、こ

れは飽和状態の静 止空気中の擦半状態に於てでみ

と比較すると鈴り面白〈な L 、。それは初期の研 究 る。

で得られれ結果に依って確詮されれのである カヘ

泡感は冷却カよりも気温に早官接な関係があるとい

」、事が分つに。この駄に関していふとカ F 寒 暖言十

の侠駄は、風に謝する感度である。これはS主流速

度と 、 同 じ 冷 却カi " 生す・る温度との結合を考へる

J J r . によって設切される。

8 の乾カ F 冷却カを生す' る状態

是正流速度 空. J I ( I . 及び鍵温度

Cft / mi n)  C"F )  

10.  47.3  

等{ 値i包lまJ l . i J ち第 14闘に説明されてめるやうな困

表から舵められる。

今 気温 ＶＵ Ｂ ｆ の等値溜 ｬＰ 見出すとして 、 気 ｾ ｉｏ

m m、気 流 速 度 25f t / mi n、 周園湿度卒均 70

0

F と

すれば、 Aから CIこ一線をひくと Bに交る。このB

の交黙と F の65'::>F のまli i " 結ぶと 、D に於て長主流速

度25ft 線と交叉する。この駄が等値泡度合示して

ゐるのでゐって 63 . 5
0

F なりといふ事力 Z分る o R[J 

h この例に1たりるやうな環度中の湿感 lま、静 止

飽和空気中の 6 3

0

F の部屋と同じ暖かきそ感す' る

様相 関とほこつの皇陛歎問の関係程度をｾＧ￬Ｎ則知する然の統計象的方法で 、 之ｾ相関係数 Ｈ ｹＩ によって

盟主準的に 示す 事が出来るのでゐる。その限界lま+ 1からー l の間にめり 、 係数十 I( ま2鐙 政 問 の

完全なる相阿佐示し 、- 71の皇陛放の最高官包及び最低i値は、イ也の最高値及び最低値 に夫々相隠する

ｾ合である。相関係数ー ｬ は完全な る 逆の相闘を示すもので 、 ＭｪＵ のま Ａｈ 伎の最高値は 他方の最低

値に相癒し、一方の最低値は他 方の最高値に相服すべき こ t を示すものである。

叉相関係盟主皆無なる時は、 y= Oである。従って正気に陶せす，その小蚊値の大なる程、キ日開の皮

は高い筈 で、 その信頼すべき 度合を潮11 る然に警然談差、或は確率誤差を算 l じする。
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第 14回一普泊者去のit手止又は腿作業者に於げる等低[ 混{ 傑件評償問茨

の着衣、筋苦手作の度合等に非常に陶係する。例へ

Ｈｦ 倍車ｾい作業にしか就いてゐない人身は 、烈しい

筋肉苦手術J をしてゐる人々 よりももっと! l f I l かい周図

含必要とする。

めらゆる人々を尚足させるやうな至適温度を待

定する事lま明かに不可能な事でめるが、一般に受

り容れられる状態なら確定し緋られる。

そこで我々は普泡の室内者を7線ひ、倍程L 、仕事

についてゐる人々を扱ひ調査念行ってよLれところ

彼等の至適状態は62
0

F の等値温度であっ1:
0

この

温皮は静止空糸中なら 65
0

F のグロ ーヴ寒暖言十示

度と等しく 、砲射熱効果の全くないところでは65
0

F の気温か或は61
0

F の有効温度と等温である。乾

力タ冷却カなら 6. のカで充分快感を感せ' しめる 0

ｾ濯が機滅的に支配されてゐるのでなりれば 、

動指が起 b、 日中非常に鎚動する 4]:( ま庇# 凡受げ

られる司王である。温度が至遡湿度以上に昇つれり

或は以下に降つれりするにつれて、宅E室者は過温

過7令を感す，る。そ こで我h はどれ位の範囲で温度

lま喜怒るものであるかを知る事. が重要でみる 、 つま

り快感絡を限定すべきでみる。

1快感帯のとり方は人身によって呉ふが、一般の

限度[ 立、快感申答のク爽右京ク タ温暖ク或はr，lli，暖か

ら爽涼迄の申告の5070以上をとる事にし 1: 。以上

のこつで決せられれ快感、帯は殆ど同一でゐる。

第 一 法 に 依 る し 快 感 帯 lま53
0

- 70
0

F の等値温

度、気 温56
0

- 74
0

F 、 グローグ寒波宮十示度 57
0

-

74
0

F 、有効? 温度54己- 68
0

F 、乾カ F 冷却カでは4場

7 1  

t いふ事になる。滋皮が花、滋球温度で分つTこら

F、E 上の射を諮る総をひき、それがC と交る駐が

絶望せ汲皮でめる。

等 ｦ 直湿の示皮を見出す ｦｾ に ｬ 立 、 四つの温度保件

が皆分ってゐなげればな乙なし、。等値混図表l立会

〈簡単に作る事が出来るし 、 もししその等値温が

希望より高過き;1: ｾ、低過ぎにりしれ場合には、

快適状態を Ｗ 得る ｦｾ には 、 どんな艶 ｦ 七がなされれら

よL、かといふ .tJJ. が、 その悶茨にちゃんと示されて

ゐる。める場合にはもっと大きな是正流速度が必要

でみるとか、 叉もっ と多i i 1 : の砲射熟が必要でめる

とかL 、ム事が分るのでめる。

等値混と合成温度i : ( ま非常によく似てみる。私

共は Mi ssenard 博士の御好意に依り、彼の幸吉明に

なる合成寒暖計を? 調べる機合を奥へもれれが、静

かな研究室の内でなされ1: 二、三の烈察に於いて

等値混 と合成温度の聞の金〈緊符なる一致を見出

し7二のでめっ1: 。

飽和空気の標準状態は、ゐ効温度合成湿度表中

に用ひられれものでゐつれが、等航混図表中に完

全飽和の標準状態を周ひ1: のは、 これらの哀の比

絞を容易にする然でめる。この標準状態を用ふる

のに反封のめ つに本は充分認められる。人の，居住

してt ゐる室内の関係滋皮は、大惚40- 7070でみる

がP この やうな怨準状態内ではもっと高い滋度が

必要であると いふ事になるのである。

5  至適温度状態

各個人に快感a " 起させるに必要な温度は、 各 #



- 8  s1i ¥等である。

これらは甚しい不快感なく滋へられる状態の限

界ぞ決してゐる。然しこの汲界の極に於ては、50

y . の人は不快なる泡感、不快なる冷感を感十ると

いふｾｾ忘れてはならな ｌ 、。而してこの力法に依

って決定せられれ快感械は、一般に快感械とレて

迎へもれていu : t の至適汲皮状態とは L 、はれない

のである。この温度が少しでも多〈の人に依って

快感七感じられる事は大いに望ましい司王であり 、

叉この限度がもっと狭められる容が必要でめる。

快感、申答票中 70Y. 以上のものが決遁なりとする

快感帯は、 ク泡暖明、らク爽I V迄の申告の86Y. 以上

でめるから 、かなり一般の歓迎{ e 受げる t:' もう。

その決感神は、等位湿皮 58
0

- 66
0
F、気温 60

0

-

68
0

F 、グロー ヴ寒暖計示皮62
0
- 68

0
F 、石効淑 j支

57
0
- 63

0
F 等でめる。 伍〈惚L 、事務のとられて

ゐる事務所 、 工場等では、乙のやうな ｾＡｬｌ 皮が保 Ｑｾ

れてゐ＿二ら殆 ｅ 不 ｾｉ まないであらう。

この程度なら耳鼻校の銭房としても主主位であらう

数年自iJ 行はt L1: 研究の結果では、湿度は 60つF よ

りめまり低〈てはいりなし ¥ 如何なる場合でも

55
0

F 以下では紹謝lこL、げない k いふ結論に逮し

れ。然し多〈の豪校に j冷ては不適? 古に暖められて

ゐる。 J'!Ilち 、我々のW1察中で多けま 60
0

F 以下で

あり。 55
0

以下のものも 1Y1: k 凡受げられ 、及に 50

0

以
T のものもみつ1: 。児童が少〈も一時間半は静

かに坐り i i H1 てゐなりればならな いのに 、 このや

うな低温では到底決感は感じ件られな L、。' t E際多

〈の泉主は不快なE買をしてゐ 1:0 * 校は無論者E皮

に然せられではならないが、反3討の: カ lこ極端に: a

る傾向が見られる。放に祭校に於げる混皮は必ら

す'60
0

F ｾ イ呆 つべ き でゐると強制する ｌ のである。

第 5 章 不快感の原因

l  温度勾硯の影響

床前に近い官官分に比し 、 ｾＮｉｔ ｩ 旬位の汲皮が主主に高

波でめる様な倭房法は務るしく不快感を起させ

る。何故ならば斯様な状態は 、 ｾｦｻ昔日に ＨＡＡｧＱＺＧｩ｜ｾ 感せＧ

しめ』司l昔日は寒冷感に裂はれるからである。

1  857，{f. 、衡生局の委員主主が住居の怨房及び、換

糸につき調査を＿行ひ ￬ｾ 皮勾院に附して多〈の質験

を行つれと ころに依ると 、床部が室内の最高湿で

上部に昇る につれて低淑なるやうにすべきでめる

と漣べてゐる。

VJ I  7 2  

然しこる設には注意が挑ばれなかっ1: と見えて

着るし" 、1 M工勾犯を惹包する緩房法が工場建築に

於L、て府〈周ひられてゐ 1: 。

その現象は我々の腕察中 lこI5J; k 見受げられ1:
0

H!lち 、める王tt } では自ff 女子がはんだつなぎの作業

に従事してゐれが、そこでは閉鎖矧に依って採怨

せられ政高位の泡伎が床昔Eより 4 皮高でめっ1: 、

然も届ftk 100 - II O，b" i になる 431 さへめる。立この温

度勾既に加ふるに応部 l幅射熱が着るしし、。l ! ! l ち 、

従業員の涼及び手lま、加熱せられに銭 k 高樫のガ

スよりの縞加熱に ｈ 尽きれ 、 胸部は車副持者ｾ受げな

いのでみる。そこで彼等の決感状態につき質問し

にところｾ＼のものは決よい暖かさでめるが足が

冷7こいといひ、一人足が冷〈て上部がl } J . 1 か過ぎる

と答へ1:
0

そこで我々は 、 彼等の額 、 手足の ＱＱ 肢を，Ａｉｉｦ，ｩ序ｾＧﾭ

て、検温しれところ、彼等の皮膚滋皮 ｾＱ 也の工 ｾ ｾ

の問湿度の室内に於げるものを比較して見ると 、

額の湿度は約 ＲＰｆ ， ｾ［ｪ ＼手は う ｏ ｆ ｩｩｬ￮ｾ 、。然るに床面

近〈の気温が低温でめる放に脚部! 主著るしく低温

でゐつれ。足がi令1:l 、と いム不平はこの工務に於

いて他より 二倍多〈聞かれ1: 。この工場の末は木

製でみつれのであるから 、 その不卒は床自身が低

r. l l l . でめる潟では次: してないのでめる。

胸i昔Eの冷却

甚だしい不決感の多< Iま2奇lfis の冷却に基因する

足が会〈冷えてゐる時 li 質際民の :k: 感を符る若手は

不可能である。この原因から怒る不決感lま現代の

待殊なものではない。昔、めるウエ ールズの王子

は宮廷に ｦｯｯｴＭ｢ ｾ｡ ｲ ･ ｲ i: ｬｉ￮Ｇぷ役人を持ち 、 食ｾ時等

ｾｩ 厳に背を肉付て坐らせ 、 自分の足ｾ彼の胸の中

に 抱きこませて援を Ｇ 保つ ＱＺ といム。故に冷 ＱＺｾ 、 足

の現象は Saxon や Nonnan i時代の炊き抜げの減で

も共通でめつれらしい。

我々の最近の前究中でもすべての人が州市[1の; 令

感について不平ｾ述べてゐるが 、 中でも Ｕ ￝Ｎの人

は特に強制して的へてゐる。高温室内よりも低湿

室内に於でこの不卒が多〈きかれる事も尤もな事

でみる。ぷ泡が54
0
- 58

0
F なる 1専は 9 メの人が不

卒念 日目へるが、 66
0

F 以上であっても多〈の人は

不卒をいふ。彼等の足 l主一般の人より冷 1: し、ので

みるか、或は敏感なのでめるか如何を確めるの; ま

非 常 に興味ある l問題でめらう。



脚 況 は 床F付近の来tr包と詐i援なる関係がめ る。そ

こで脚湿ｾ床面上 Ｖ 刊のところのぷ 涯と比絞 する

と彼等の足は資際に一般人より低湿であつれ。然

しそれは僅か IO- 2
0

F の慈でめって、 その差が不

l f { t > 惹起するに充分なものとは忠はれなし、。反お

に彼等は一般の人惑が i来ょ いと感十る温度の J寺、

明か に脚部に冷感を感宇るのである。快感申告を

等値湿度と比較して丸ると 、彼等が快感を' 得るに

は、一般の人が満足するより以上の高温環焼が必

要 t:' c  L、ふ事になる。

前の盟主陀工場の従4忠良にま恥 、ても 調査して見7こ

ところ 、 やはり同じやうな結果全もれらし 1: 。

3  R説 風

るのでめる。彼等が快感を件るには一般の人の歪

遁湿度より Ｔ Ｐ ｆ 高い温度ｾ要求する。

我々はこの質験中で賊風に謝する感受性につい

ての爽 1J zめる問題にまでぶつかっ1: 。多〈管合等

に用ひ乙れる室 lま燦房及び換気にき与して絢心な? 主

主主が扮lまれ、室温は温泉の供給に依り約 65
0

F ｾ＠

保ってゐ ?二 o 6BO- 69
0

F にまで加湿せられれ緩や

かな空気が了皮床面に沿っ＿こ侃 ｉｊｾ 中の給ＪＧＭ孔より

流入し、 上昇して天井 の 中の排気子しより排気され

るやうな構造になってゐるのでめる。然るに賊尽

に避する訴へがmt 々起るので、 その室内 の状態含

調査すべく依翻されれのでめる。

床面附近の気温、気流速度につき稲々の鮎から

流
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lまれても伶賊風の訴へは起り勝ちなのでめる。

長主流速度の可感的なる場合はその室温に依る。

之に関してアメリカに於げる研究に依ると、一般

の室に於いて長主流が煩に首る時、 40- 60f t / mi n 以

下では全〈感ぜられないが、是正温 54
0

F で系流速

皮30fn/ minの場合は感じ、ぶ泡86
0

F では 120ft/mi n

でも待感じないといふ。然し賊風によって構成さ

れる問題には、話主に院J するイ也の問題を同じく多種

多様の意見がある。. R [ J ちみるものは感ぜられない

程の系流に怒り出し、 叉めるものはそれを気分爽

快なりといふのである。

手足# の賀験中は5郎、泉流に は: 1 ｾ＠ i畠はや最大風速

IOOft / min、多〈の接合は 50f t/mi n 以下でみつれ

が、斯様な低い風速では賊風の訴へは殆んどきか

れない主考へでよ L、。本質我 h の核検者中、僅か

1- 2メの入力 E訴へ1: のみであ っi: 。

これらの不平は作業状態に於い て計られ7‘ る糸

流速度に依り区分すると非常に j WlJ;j ，;ゐる結果とな

っ7二o lWち、不. >p: のま買皮と ii JliOi{ f t の気流速度には

何等一貫せる関係はないが、賊尽力; 40- 50f t /  in  

となると鹿身不卒が きかれ1: 。然し不快感の原因

は常 にE虫L、風濯に依るものではなし ¥ 風 速 20ft /

mm以下の時でも不平は起るから。

不Ｎ＾ｰＺｾ日島へる人々は一般の人より冷＿二 ｌ 、皮膚色、

持ってゐるらしし 、、 それで彼等は温暖状態を? 求め

換気設備の塁走置 には、 在室者が給気干しよりの直

接の気流に限されないやう注意さるべきでめる。

機械的の換系でめると流入空気の糸流速度 lま概し

て非常に高速のもので、その気孔が不jffii ' 1ユ- なる務

所に殺げられてみつれりすると I'i!. : k 不快感{ t >. t r>，す

ものなのである。その潟 、作業者主主がその糸干し密閉

めて 了つにりしてゐるのを往々見，ることがめる。

叉もう一つ我々が丸善良しれ工場の中 lこ、調和笠

糸で換気が行11れ、低温天 'Jドパネルに依って緩房

が行 ｬ まれてゐるものがあっ Ｑ Ｇ Ｐ 外気は天 Ｉ ｪｾ 近くか

ら流入するのであるが、 賊風を防ぐ免待殊の給A l i .

孔 伝言空げ 、 そ こより下方に向げ室内に導入され る

やうになってゐ仁。共の給気孔( まi域風を' 減少する

には成功してゐ 7L o 然し其の位置の尽に金惚的に

満足のゆ〈結果は符ーられなかっ1: 。即ち数 ft 出Itれ

にところに坐してゐる人にはこの兵託子しよりの井主流

は感知されないカ ヘもし ｭｾ そのぷ孔近く におい

て立 i: ねばな ι 凶時には賊風にぶつかるのでゐる

空 気lま室温より 3
0

- 7
0

F低い温度で流入し 、然も

給気孔下の京高位の風速は I OO- 200f t /mi n なの

でゐる。冷い空気の局昔E的の賊風と いふものは非

常に不快なものである。そこで多くの人が立って

仕事合してゐる一室では給気孔のいくつかはズッ

クでカバ ーされてた' ， 1こ。( 以 下次 総 前原大二郎)

7 3  VI I  
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醤恒 ・ 査官 民¥: :

百三: ー; 惇 帯、. 、 日 司巧r

本 協 奮 員 中 軍 務 公 用 者 氏 名

i 1 問主張表後に於げる本協合員中の軍務公用者下記の通 bであります ( 受付11国〉

舎 員 安 井 芳 治 君 普 泡 賛 助 員 松 本 秀 雄 君

時

倶築部室幹事会〈第 4 回〉

6月3 日午後5時 10分- 01時

所 陳列湧別室

H.l

J 郎 者 幹 事
e

長 鈴 木

幹 事 河 合、 三 浦

協議事項

1. 春季大合決算に関する件

主 記 含 ( 第 3 同〉

時 6月3 日午後6時 20分 一 l0a寺30分

JiJf 陳 列復$IJ 室

出席者 ー桐 本主記、累問主記、f宇野主記、三浦主

記、薮中主記

協秘 主 ｾ頃

1. 収員上牟期賞典立主昇給に附する件

常 務 会( 第 11 問〉

JI寺 6月5 日午後7時 一 111時

所 陣列携，8IJ 室

出 席 者 連 事 中 海 鼠IJii 長

位主主松本監事

誠 事

常 務 桐 本 主記、県問主記

三浦主記、滋中主記

松井主計、新名編申It

時事問題に附するイ牛

材 料 委 員 舎 ( 第 4 回〕

時 6月8 日午後6時 50分- 91侍10分

所 陣列楊別室

出 席 者 委 員 長 松 久 保

幹 部 木 野 山、遊間

委 員 秋 問 、久保田 、楠 淵

小 111、竹花、矢 田

協議事項

1. 材料紹介に闘し先づ下記順序に て若手するこ

k  

イ屋板材料 ロ壁材料 ノ、床材料

数 化 委 員 合( 第 2 回)

時 6月9 日午後6時 一91時50分

所 持IL列場，! ) IJ室

出 席 者 委 員長‘ 永滞

幹 事 鈴 末、 中野

委 員 坂 本 、 偽 問 、柿本、 中村

協議事境

時

1.建築新部門liff3 t の件

2. 建築以外の専門家と述絡の上キ目立的研究の件

設 備 委員 合 ｃｾ 5回〉

1. 6  Ｉｾ例舎に闘 す るイヰー Ｎ ＧめるせＧんちな丸凡感 。 ｬ Ｇｊ ｩ

ＶＩｾ＠ 13 日午後6! Rf 30分- 9時

倶綾部室'

2.合 誌 「建築と首土合」 寄贈方依頼の例 ・・承認 。出 席 者 委 員 長 岩 尾

3. 国松紹 介方依頼の i牛ー・新刊紹介 :  幹 事 靖 子 ド

4. 職員 l二牟期賞奥並に昇給の件

5. 令 員 詮 衡

報 告

1. 4 月分合計報告

2. 展覧令絡了決算報告

3.春季大合終 了報告

4. 南海地問J研究所 よ り現況報告

Ｕ Ｎ ｾ 築男 色 合よ り 大合終 了 挨拶
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委 . 員 荻 中 、大久保、 中島( 代〉

協議事質

し防毒問題講演令開催の件

Ｒ 防護室問題の資料 ｾｦ ｟ ＱＡＡＮの件

3_衛 生工業協舎時局調査委員舎の研究事項内容

の件

4. 新 設附格段[ i j ili 視要の紹介 全施工者に依楓 の件

Ｕ｟ 臨時委員依蝿のイｾＺ



災 害 強 度 委員 舎 ( 第 6 同〉

時 6月13 日午後6時30分- 9if寺30分

l 悶 3 時宇より前記雨氏の案内により先づ淀川

のJ k取入口より見率衣で面積 17瓜坪に 亘 る 新

所 陳 列場.l J IJ 室 :  奮剤J kJ i J r内の各設備機闘を一々 詳細なる; 説明

出 席 者 委 員 長 渡部 i  を聴取しっ、熱心に 見 祭

幹 事 浅 野 1 問 511引宇野 常務より 滞 J k所!日IJ にお し出席合員

委 員 河 問 、梨、問 、旅 田 、 景 UJ 、 中野 j 一 同 を代表して謝齢を述べ解散す

熊 野 1. 本日は天候最{ ， J r ( 外路も概ね雲のにめ 腸影

協 議 事 演 :  を ｱｾｦ て好見書在日和であっ ＱＺ 伶 Ｓ ＰＰ 高市民 Ｗ ｫ の

1. 風底分布及怪力聖書 it に附する資料。のイ4・ :  元紛れる海水月[ の諸設備を見易し待て大いに

- 一黒田委員報告 。 認 識 を 新に し有意義の丸皐合でめっ1: 。然し

2. 熔 接手技術検定試験方法に関する件 ;  ながら 200名 金 超 過する出席申込を得てその3

ー浅野幹 事 報 告 j 分の l に も塗せき' る出席率{ まi旬に溢憾の怪み

陳 列 場 幹 事合 Ｈ貫 ｾＴ 回〉 ι  である。

時 6月 15日午後5n寺30分- 6符30分

所 陳列 右ｾＩ［ ｉｊ 室

出 席 者 幹 事 長 中 西

幹 事 伊 東、 小 林、米 含

岩城石ｾ子株式合枇

協議事項

卜出品勧誘に附する件・ 。幹事分抱

都 市計 霊 委 員 舎 ( 郊 5 回〉

時 6  }l l担日午後7時- 9時

所 陳列坂ーかl室

出 席 者 委 員長烏) 1 " .

幹 事 中 井、吉凶

委 員 小 宮、昔、イ宇野、科問 、 脳 知、

森口

協議事項

時

月If

1. 工 場 の 規模 積 煩 と 職 工 数

" ' " 中井、科問 、森口 、 菅委員

2 職 工 の 遁1Ji h距出(E.. . . . 小宮委員

3 商 庄の分量 ・・中井、森口委員

4. 工 業 住居専用地 隠の位置指定資料 ・・会委 員

六 月 例 含 ( 見 事〉

6月21 日午 後211寺- 5時

大阪市水道官si 雪下水Nf見事

貝 動 静 j

入 曾 者

令 員

東 淀君見! ｾ｜ｾ空堀主 ｬ￭ＳＯＲＲ Ｑ 吉川カ ｦ

( 柄谷組青宣言十昔日〕

キ 目 原 門 五 郎 君 旭 広 最 長 小 路lijJ29 パ 今 井 湛

( 大阪府 警察官日建築訣J

石 井 茂 君 西 宮 市 六1搭守!l l丁23 ( 田村工務

);Jj-) 

井 口 秀 行 君 比 花 広 島 屋Plr57間組 出 張 所

( 株式合祉問組〉

伊 藤 俊 一 君 比 花 院 玉 川 町3ノ48 ( 伊i M組〕

伊 隊 序 牧 君 /('f 下三怠都千旦村片 IIJ 2916

〈餓筋 コンクリ ート 株式令枇〉

大 内 政ー君兵庫際川遜官日新屋取っ、ぢケ

丘( 市11
1
戸市役所経理昔日述築課〕

力 日 放 松 雄Aj' /H下三，1，f; ' l :r{+J 辻村片 111282

消 * 察( 株式合量士清水 組大 阪

支底〉

出席者相川完全一氏 外65名 : 木 子 弘 吉 君 住吉郎前代西4 ノ61 商 山っち

ＱＮ 午後 Ｒ 時前より三身五々集合 Ｉｾｲ ( 営口袋更) ( 陸軍:k 工 んま〉
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中 同 政 雄 君 兵 庫 鰐 武 京 都 魚 崎 町 魚 崎 175 西 楠 吉草寺鳥取察構内 鳥取保線臥

ノ l 中 川 秀 夫 君 北 区 大 深 町 大 | 奴 俄 送 局 工 務

菅 野 吉 耳 目 沼 比花r m; ヒ福島中 2ノ 50(ユ) 鍛工 部建築科

所内 大 倉 荒 吉 君 Ai 品開般若松市海岸遁2ノ 37 大

黒 岡 三男君日目東軍経理部チ、ノ、 ノレ経理部 林組内

滋1:1:' .所
鈴 木 秀 衣 郎 君 京 都 市 左 京 臨 問 中 古 川 町

t青 永 倉 入 君 熊 本 市 大 江 町 大 字 ゴu品寺88
11 ノ l

尾 範 清 四 郎
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前 原 大 二 郎

山 口 正

紅 貞 雄

株式合社須賀T前合

厚生技師工努歓督官

文部省宗数周

大殿省野総合財局技師

大阪市教育部主主役謀

( 五十音JI医〕

大阪府立西野問機工準校建築禾l長 ・本協令常務

大阪市教育部建設課

京都市役所

株式舎拡大林組
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ものでみる。尖の他に潔白島氏の所官官絡を我等へ

の主張と云ひいつ' れも本文を飾るに相燃しいも

のばかりである 0

{ r 座獄舎も毎盟主活気を呈して来て主催者側も

大いに張り切って居る襟であるが、 ぞれよりま

会工場勢働率の侮皮の疲苦手が工務災害ｾ意外に して欣快に耐へないのは、紫畑室が主主4 合員の

多からしめてゐるのでめるが 、而 もこの事ＧｬＡｬｾ 談話室として有効に利用される ことで ある。今

夏に深く掘り下げて見るし彼等にu = t の休息所 後金々此の室に紫畑をｾ 1: ｾ Ｂよわせ 、 和気ｾキの

が奥へられてなかっ1: と云ふことに E帝国するこ 内に内容を充質していにいき ＱＺｾ 、と恩ふ。

との慈賞が存外多いのに驚かされる。J l . pち家屋 根住宅委員合よりの見祭合の記事l立、今年の

があっても休息し得る家臣室なき彼等勢働率が、 編輯目論見の一つであって、 それが住宅委員合

彼等に奥へられ7こ僅かな休息時間が如何に別用 によって具穏化され1: もの、次 キから他の委員

されて居るかを思ひ致す時、労働者住宅問題と 舎からの記 :.!Jl が「主主、祉」に登場して来る事ケ

云ふことは、比の問題解決に相'm"重要な地位を 希望する揮でめる。

占むべきであるのに気が付〈であらう。 会理想が1変貌しない事が此の「浮世」でめる

食事足戦目的建行と銃後の生産力量買充lま不可分 と云ムＩｩｉｾ口を ＿ よく云ひ＿こがるものでめるが 、 今

の関係にめる。比の際人銭的事放への防災に関 年になってから本誌も比の逃口を云はないで演

するその道の専門家よりの玉主主は、我々に相営 む程度に毎月の号寄稿が編申f 1 : へ集まって来るのは

なる示唆を奥へるものばかりでめる。 編桃子の心強〈感じて居るところでゐる。

E宇藤田氏の防空関係もの、熊谷氏の工事棋の ( 勉 弁 生 〉

災害致防に闘するもの及紅貞雄氏の吾等の立場

編 輯

後 記

よりみれる災害等はし、つ' れもー殺をす〉め 1: し、

建 築 と 社 曾

第 22斡 第 7 盟主

毎月 l 回 l 日 新 矧 l ;器浦湾宅謹;

昭和 14年7月l 目 印 刷 昭 和 14年 7 月10 日後行

をま行 ・編 桝 小 板 常 男

印 刷 人

大阪市北巨朝日ピル日本建築協舎内

印 刷 所 プラ ト ン 印 刷 枇

大阪市西広江戸湖南遁 2丁目 13番地

俊 行 所 在 費 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島 3 ノ 3 朝日ピル

電話長北演( 23) 4501番 ( 9)

娠 嘗 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

待約販賀庖 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 匝 京 町 姻 羽 子 板 橋 西

包括土佐混 2 4 4 0漆

娠童書口座大阪2084番

禁 輔 載

本放に掲載せるものは、一切これを無断にて

鴨載し叉は単行本に上梓その他 の複製行匁を?

なす こと を聖堂宇。

金一当

直

1

1

一一一一一山一一一一一一
表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45. 00 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 I 80. 00 

m築事務所銭 I 1 欄 I  1 回 I  1. 50 

( 建築制係業者案内) I  1 欄 I  1  回 I  5. 00 

廊告縄戦i卸申込は本合へ直接願ひます。

本誌購讃御注文はすべて前金で本合直接又

は特約庖へ、振替貯金又は滞積で御柳込を

願ひます。郵券代用は一割培、代金引換は

お億I i 1 ) 致します。
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